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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P（計画）　　　　　　　　　　D（実施）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　C（検証・評価）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A（改善） 

 
具体的施策名

Ⅰ-１-(１) 

学力向上の推進 現状･課題

授業力向上に向けた取組で、効果的な研修の実施、支援のあり方を検討する必要があります。また、全国学力学習状況調査においては、
小学校では県平均を上回っており改善傾向が見られています。中学校においても一定の改善傾向が見られるものの、学力向上は大きな課題
となっています。 
「早寝早起き朝ご飯」運動は、児童生徒の基本的生活習慣の確立に寄与していますが、保護者が理解を深める取り組みが必要となってい

ます。 
教育機関との連携については、取組方法等について検討する必要があります。

 主管課 学校教育課

 
当該年度事業計画 取組内容 検証

自己
評価

内部評価（意見） 外部評価（意見） 次年度事業計画

 

主　

な　

取　

組

①
学
習
指
導
の
工
夫
・
改
善
・
充
実

　児童生徒一人一人の実態等を踏まえ
て、個に応じた「主体的・対話的で深い
学び」の実現に向けた指導体制や指導
方法の工夫・改善で授業力向上を目指
し、各種研修会や研究指定校・研究グル
ープ等の効果的な実施に取り組みま
す。 
　授業用ソフト（デジタル教科書等）や
ICT 機器を活用した授業改善、新学習
指導要領に対応した教育を推進するた
め、教員研修の充実に取り組みます。

(各種教科等研修会の実施) 
・市小・中校長研修会 
・管理職及びミドルリーダー研

修会 
・市初任者研・市中堅教諭等資

質向上研修 
・市英語教育担当者研修会 
・市研究指定研修会 
・市情報教育研修会（５回） 
・市教育講演会（１回）

【各種教科等研修会の実施】 
・市小・中校長研修会（４回） 
・市小・中教頭研修会（１回） 
・管理職及びミドルリーダー研

修会（１回） 
・市初任者研・市中堅教諭等資

質向上研修（１回） 
・市英語教育担当者研修会（１

回） 
・市研究指定研修会（10 回） 
・市教育講演会（１回） 
・市情報研修会（12 回） 
・市情報教育講演会（１回）

　各種研修会や学校訪問等、
計画的に実施することができ
た。 
　研修会はコロナ禍において
も、WEB 会議で実施できた。
ICT 機器の操作研修等でスキ
ルの向上が見られた。 
　 

目標値を全国学力・学習状
況調査の学校質問紙の設問を
設定していたが、令和４年度
から当該設問が削除されてい
るため、代替の設問として「授
業研究や事例研究等、実践的
な研修を行っていますか」を
設定した。

B

 

 

【①③について】 

・授業改善を視野に入れた

市指定研、情報教育研のさ

らなる充実、特に中校区小

中合同研修の実施について

は難しい面もあると思う

が、重要な部分と思わるの

で完全実施に向けて努めて

いただきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【③について】 

・CS 推進学校訪問と合同研

修の同時実施は地域の方も

参加でき開かれた学校も意

味を持つのでとても良いと

思う。 

 

・5類移行、研修会開催に期

待したい。CS の取り組み継

続発展のためのフォローを

引き続き願う。 

 

【全体について】 
・事業の方向性と取り組み

は適切で十分に実施できて

いると評価できる。一方で、

事業の取り組みに対して数

値目標が一致していない事

業もあるので、数値目標を

見直しなどの検討をお願い

したい。 
 
・それぞれの事業計画や取

組の内容と目標値の評価と

のズレが自己評価の B にな

っているので統一したほう

が望ましい。実践したこと

を踏まえれば A 評価であ

る。 
 
【②について】 
・「早寝早起き朝ご飯」運動

や「自学自習ガイド」は保護

者の意識が子に向かわない

となかなか浸透しにくいか

と思う。正解はなかなか無

いが、子育て入口に立った

ばかりの保護者に意識して

もらうといい。 
「自学自習ガイド」の一貫

で家の環境の作り方のアド

バイスがあるといいかと思

う。

(各種教科等研修会の実施) 
・市小・中校長研修会 
・管理職及びミドルリーダ
ー研修会 

・市初任者研・市中堅教諭等
資質向上研修 

・市英語教育担当者研修会 
・市研究指定研修会 
・市情報教育研修会（12 回） 
・市教育講演会（１回）

 令和６年度　目標値 
　校内外の研修・研究会での成果を教
育活動に積極的に反映させている割合 

【９６．３％】

令和４年度　目標値 
 

【９５．５％】

令和４年度　実績値 
授業研究や事例研究等、実践

的な研修を行っている割合 
【８９．６％】

令和５年度　目標値 
 

【９６．３％】

 
②
基
本
的
な
生
活
習
慣
の
確
立

　基本的な生活習慣の確立に向けて、
「早寝早起き朝ご飯」運動を推進し、児
童生徒の学習の基盤を育てる取組を行
います。 
　家庭学習や読書の習慣化を図るため
に、「家庭学習チームシート*」の効果的
な活用を推進するとともに、家庭と連
携した読書活動を推進します。

・各小中学校へのパンフレット
配布 

・家庭教育研修会・講演会での

周知の充実

・小１、中１を対象にパンフレ
ット配布 

・家庭教育研修会・講演会での
周知 

・「家庭学習チームシート」の活
用に代わり、「自学自習ガイ
ド」に基づいた家庭学習の推
進 

基本的な生活習慣の確立は
各家庭での役割が大きいた
め、間接的ではあるがその機
運づくりにつなげた。 

 
県教育庁が作成した「自学

自習ガイド」を参考に各学校
における家庭学習の在り方に
ついて引き続き支援してい
く。

B

・各小中学校へのパンフレ
ット配布 

・家庭教育研修会・講演会で

の周知の充実

 令和６年度　目標値 
　早寝早起きが習慣化している児童生
徒の率 

【８７．５％】

令和４年度　目標値 
 
 

【８６％以上】

令和４年度　実績値 
 
 

【８４．９％】

令和５年度　目標値 
 
 

【８６.２％以上】

 

③
中
学
校
校
区
で
連
携 

し
た
教
育
の
推
進

　学びの一貫性と小学校から中学校へ
の確かな接続を図るため、授業力向上
に向けた小中合同での研修会等を開催
し、中学校校区で連携した教育を推進
します。

・中学校区共通実践事項の徹底 
　①小中合同研修 
　②中学校区ＣＳ推進訪問

・中学校区共通実践事項の徹底 
・CS 推進学校訪問と合同研修
を同時に実施 
【実施校：羽地小幼・大宮中・
東江中・久辺小・大北小幼・緑
風学園・屋部小】

　コロナ禍ではあったが、予
定されていた全学校にて CS
推進学校訪問が実施され、小
中学校職員や地域の方も合同
の研修が実施された。 
　令和３年度に引き続き教育
委員にも参加していただい
た。 
　中学校区での研修会を行っ
た割合は目標値を下回った。
新型コロナウイルス感染症の
拡大に伴い、複数の学校が参
加する研修会の開催が困難だ
ったためと考える。 

B

・中学校区共通実践事項の
徹底 

　①小中合同研修 
　②中学校区ＣＳ推進訪問

 令和６年度　目標値 
　中学校校区での研修会を行った割合 

【７７．８％】

令和４年度　目標値 
 

【８９％】

令和４年度　実績値 
 

【６４.６％】

令和５年度　目標値 
 

【８９％】



- 19 - 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

④
教
育
関
係
機
関
と
連
携 

し
た
教
育
の
推
進

 
　名桜大学をはじめとする教育機関と
連携し、確かな学力の向上および教職
員の授業力向上に向けた取組を推進し
ます。

 
下記取組について教育機関

と連携を図る。 
・自由研究対策 
・小中学校初任者研修 
・小中学校中堅教諭研修 
・出前授業 
・小学校科学クラブへの 
協力

○ALL やんばる まなびのまち
プロジェクト 
　実体験を通して海洋ごみの
現状や課題を考える子どもス
ペシャリストを育てることを
目的とした「おきなわキッズド
クター育成プロジェクト」を
GODAC と連携し実施。 
令和２年度→実体験会 
令和３年度→グループワーク 
令和４年度→解決策実行・発信 
 
GODAC の取り組み 
<久辺小> 
・３年総合：海の生き物観察 
・全学年対象：剥製展示 
・理科クラブ：GODAC 水圧実験 
<屋部小・大宮小> 
・ジョブシャドウイング 
<安和小> 
・青森県むつ市立正津川小との
交流学習 成果発表会（令和３
～４年度全４回の４回目）

令和２年度から３年間かけた
プロジェクトが実施でき、
SDGｓの目標達成にも寄与
する取り組みの推進が図れ
た。

A

【④について】 

・良い取り組み 

 

下記取組について教育機
関と連携を図る。 
・自由研究対策 
・小中学校初任者研修 
・小中学校中堅教諭研修 
・出前授業 
・小学校科学クラブへの協
力 

 
総合評価　 B A
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P（計画）　　　　　　　　　　D（実施）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　C（検証・評価）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A（改善） 

 
具体的施策名

Ⅰ-１-(２) 

豊かな心と健やかな体を育む教育の推進
現状･課題

新学習指導要領で示された「特別の教科道徳」について、教職員が内容を理解し授業改善ができるよう支援することが求められています。 
キャリア教育*については、継続した周知と支援活動を行い、質の高いキャリア教育を目指して、受け入れ地域の拡大や企業への協力要請

をさらに推進する必要があります。 
不登校児童生徒数は増加しており、不登校が継続している児童生徒が多いため、どのように支援し、登校復帰につなげられるか検討が必

要です。 
中学校での部活動や小学校におけるスポーツ少年団等の活動において、適切な休養日の設定等、指導や運営体制についての検討が求めら

れています。

 
主管課 学校教育課、(教)総務課

 
当該年度事業計画 取組内容 検証

自己
評価

内部評価（意見） 外部評価（意見） 次年度事業計画

 

主　

な　

取　

組

①
豊
か
な
人
間
性
を
育
む
教
育
の
充
実

 
「特別の教科道徳」を中心に、すべて

の教育活動で「心の教育」を推進できる
よう、各学校における人権・平和教育へ
の支援や道徳教育、特別活動等の研修
を推進します。 
　いじめや不登校、問題行動等の早期
発見・早期対応等、学校が組織的に生徒
指導に取り組めるよう、「登校支援リー
フレット」の活用や教育相談計画訪問
や生徒指導連絡協議会等の充実に努め
ます。

 
・月に 1 回の人権の日の実施 
・生徒指導連絡協議会の開催
（年間４回） 
・生徒指導に係る協議・不登校

及び児童生徒理解に関する
講演会 

・教育相談学校訪問の実施 
（全小中学校１回） 
・生徒指導支援者の配置８校

（各校１名配置）

 
・月に 1 回の人権の日の実施 
・生徒指導連絡協議会の開催
（４回） 
・生徒指導に係る協議・不登校
及び児童生徒理解に関する
講演会 

・教育相談学校訪問の実施 
（全小中学校１回） 
・生徒指導支援者の配置８校

（各校１名配置）

　 
各学校において毎月人権の

日を設定し実施した。 
　年間４回の生徒指導連絡協
議会の中で、不登校対応及び
被虐待児童の心理等、児童生
徒理解に関する講演会を実施
した。 
　教育相談学校訪問は当初計
画どおり全小中学校で実施し
た。 

生徒指導支援者を計画通り
配置できた。 

 
事業計画どおり取り組みは

実施できたが、中学校のいじ
め認知件数を除いては下記の
通り件数が増加している状況
があるため、事業や対策等取
り組みの充実が必要と考え
る。 
○いじめ認知件数  

小学校 574 件（R3 368 件） 
中学校  72 件 (R3　91 件) 

○不登校者数 
　小学校 105 人（R3 72 人） 
  中学校 97 人（R3 71 人） 
○問題行動等件数 
　小学校 136 件（R3 143 件） 
中学校　64 件（R3　41

件）

Ｂ

【①について】 

・取り組みの割には全体的

にいじめ、それに準じて不

登校なども増えていること

から、取り組み内容が今の

ままでよいのか検証が必要

なのではないか。 

 

・いじめ件数が少ないのは

要注意の認識を持つべき。 

 

・数値悪化を警鐘と捉え対

策検討を願う。 

 

 

 

 

 

 

 

【①②について】 

・キャリア教育において、キ

ャリアパスポートが全校で

実施できたことは大変すば

らしい。一方で、小学校のい

じめや中学校の問題行動、

不登校の増加については、

ＩＴ化が進む中、子供同士

の関係づくりが重要な課題

と思われるので今後も引き

続き取組み強化に努めてい

ただきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【①について】 

・いじめの定義はなかなか

難しいかと思うが、処分事

例になる前の事柄（冗談の

つもりの心無い中傷等）で

生徒に理解させることが大

事かと最近感じますが、道

徳教育をどうするか、をご

検討いただきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【②について】 

・ジョブシャドウイング・職

場体験の実施は地域の協力

やコーディネーターの労力

は大変だと思うが、引き続

き全校で実施できるよう、

期待している。 

 

 

 

 

 

 

・月に 1 回の人権の日の実
施 

・生徒指導連絡協議会の開
催（年間４回） 

・生徒指導に係る協議・不登
校及び児童生徒理解に関
する講演会 

・教育相談学校訪問の実施 
（全小中学校１回） 
・生徒指導支援者の配置９

校（各校１名配置）

 
②
豊
か
な
社
会
性
を
育
む
教
育
の
充
実

 
　児童生徒一人一人のキャリア形成と
自己実現を図るため「キャリアパスポ
ート*」の活用を推進します。 
　キャリア教育コーディネーターを活
用した、名護市の「ヒト・モノ・コト」
にふれる職場体験（中学校）、ジョブシ
ャドウイング*（小学校）や職業人講話
の充実に努めます。

 
・キャリアパスポートの活用 
・ジョブシャドウイングの実施 

（13 校） 
・職場体験の実施（８校）

 
・キャリアパスポート活用のた
めの参考資料提供 
・キャリア教育に係る研修会の
実施 

・ジョブシャドウイングの実施 
（13 校） 

・職場体験の実施（8 校）

 
キャリアパスポートの活用

を全学校で完全実施すること
ができた。 

 
計画通り実施できた。また、

ジョブシャドウイング・職場
体験以外のキャリア教育の一
環で総合を中心とし各教科で
地域の「ヒト・モノ・コト」を
学ぶ授業が増えている。 

 

A

 
・ジョブシャドウイングの

実施（13 校） 
・職場体験の実施（８校）

 令和６年度　目標値 
　自己肯定感を持つ児童生徒の割合 

【８１．４％】

令和４年度　目標値 
 

【７８．５％以上】

令和４年度　実績値 
 

【８０．６％】

令和５年度　目標値 
 

【８１％以上】

 　キャリアパスポートの活用 
【２１校】

 
【全校】

 
【全校】

 
【全校】
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③
健
や
か
な
心
と
体
を
育
む
教
育
の
充
実

 
　新体力テスト及び泳力調査の分析を
基に各学校の課題に応じ、体力向上の
ための「一校一運動」を奨励します。 
　防犯・防災教育の充実に向けた研修
会や合同調査を実施し、児童生徒の安
全安心に向けた取組の充実を図りま
す。 
　令和元年度に策定した「名護市運動
部活動等の在り方に関する方針」に基
づいて、各学校における運動部活動等
の指導・運営体制の構築を推進します。

 
〇小学校において通学路にお

ける防犯防災に係る調査を
実施。 

〇「名護市運動部活動等の在り
方に関する方針」に沿った運
営や指導、適切な休日等の設
定を実施。 

〇県の方針改定を参考に「名護
市運動部活動等の在り方に
関する方針」の改定・周知

 
○名護市立各小学校において、
通学路における調査を実施。 
 
○小中学校の部活動等におけ
る適切な指導や休養日等を示
す。 
　・週当たり２日以上の休養日
を設ける。 
　・家庭の日（毎月第３日曜日） 
　・平日の活動時間２時間以内 
　・休日の活動時間３時間以内 
 
〇県の方針改定を参考に「名護
市運動部活動等の在り方に関
する方針」の改定・周知

 
一校一運動については、新

型コロナウイルス感染症の影
響で全校実施には至らなかっ
たが昨年度に比べ実施校が８
校増加した。 
 

小中学校での望ましい運動
部活動等の在り方について方
針で示すことで活動時間や休
日の設定等名護市小中学校で
共通実施することができた。 

 
「名護市運動部活動等の在

り方に関する方針」は改訂・
周知も計画通り全校に対して
実施できた。

A

【③について】 

・効力を持たすために、周知

のネクストステップ、実施

調査実施も検討して欲し

い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【④について】 

・家庭向けの発信が出来て

いるのは良いので内容につ

いては工夫が必要だと思

う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【④について】 

・県産缶詰を使ったり等の

簡単なものなど、育ち盛り

の子向けのレシピ集などに

繋がるといいかと思う。 

 

・副読本の活用や献立表に

よる情報提供を行っている

ことは望ましいが、さらな

る充実を期待したい。

 
〇「名護市運動部活動等の

在り方に関する方針」に
沿った運営や指導、適切
な休日等の設定を実施。 

〇県の方針改定を参考に
「名護市運動部活動等の
在り方に関する方針」の
改定・周知 

○部活動の地域移行に向け
た検討

 令和６年度　目標値 
　一校一運動に実施 

【２１校】

令和４年度　目標値 
 

【１３校】

令和４年度　実績値 
 

【１７校】

令和５年度　目標値 
 

【１９校】

 

④
食
育
の
推
進

 
　養護教諭・栄養教諭と連携した食育
指導を推進します。 
　各家庭で食生活や生活習慣について
考え、また、子どもが地元の産業、職業
に関心を持つよう、食育講演会を開催
します。

 
・４月副読本（食生活学習教材

「くわっち～さびら」）配布 
・食育に関する授業の実施 
・６月食育月間周知 
・献立表による食育に関する情

報提供 
・食育に関するホームページの

内容の充実を図る

・副読本（食生活学習教材「く
わっち～さびら」）を新小学
一年生へ配布及びホームペ
ージ掲載 

・栄養士を活用し食育に関する
授業の支援を実施 

・全学校へポスター配布、食育 
月間周知

副読本の配布、食育の授業
支援、食育月間の週知、献立
表による食育に関する情報
提供を行った。 
食育に関するホームページ

の更新が十分にできなかっ
た。 B

・食育に関する授業の支援 
・６月食育月間周知 
・献立表による食育に関す

る情報提供 
・食育に関して、各家庭へ向

けた広報や地元食材を使
用したメニューの紹介
等、ホームページの内容
充実を図る

 
総合評価　 B A
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具体的施策名

Ⅰ-１-(３) 

特別支援教育の充実 現状･課題

校内支援体制が十分でない学校への支援や医療的ケアの必要な児童生徒への対応が課題となっています。 
また、特別支援教育*に係る子ども理解のための研修は継続して行う必要があります。

 主管課 学校教育課

 
当該年度事業計画 取組内容 検証

自己
評価

内部評価（意見） 外部評価（意見） 次年度事業計画

 

主　

な　

取　

組

①
特
別
支
援
教
育
の
充
実

 
　児童生徒一人一人の教育的ニーズを
把握し、その持てる力を高め生活や学
習上の困難を改善又は克服するための
校内体制の支援を図ります。 
　学校と医療、福祉等の関係機関との
連携を図り、早期からの相談・支援に取
り組めるよう、教育支援体制の充実を
図ります。 
　特別支援教育コーディネーターや校
内教育支援担当者を中心とした特別支
援教育を行うための体制整備を支援す
るため、研修等の充実に努めます。

 
・特別支援コーディネーター連

絡会（年２回） 
・要請に応じた該当児童生徒や

保護者及び学級担任との面
談 

・各学校からの要請を精査した
上でバランスの取れた特別
支援教育支援者の配置（18
校に 37 人） 

・特別支援教育支援者連絡会
（年５回） 

・名護市教育支援委員会の開催 
・特別支援教育コーディネータ

ー等研修会（年２回）

 
・特別支援教育コーディネータ
ー連絡協議会（２回） 

・要請に応じた該当児童生徒や
保護者及び学級担任との面
談 

・特別支援教育支援者の配置 
（18 校に 36 人） 

・特別支援教育支援者連絡会 
（５回） 

・名護市教育支援委員会の開催 
（申請件数：444 件） 

・特別支援教育コーディネータ
ー等研修会（２回）

 
当初計画どおりの連絡協議

会・面談活動・連絡会の実施
により所期の目的は達成され
た。 

 
学校からの要請が多く、支

援者の配置に工夫が必要であ
る。 

 
教育支援申請に 100％対応

できた。 
 
通級指導教室の新規設置

を望む声は多く、今後も引
き続き沖縄県へ通級指導教
室新規設置について要請を
行う。

B

・特別支援教育支援者の役

割は大きい。支援者のスキ

ルが維持できるよう継続し

た配置をお願いしたい。ま

た、支援者の連絡会が年５

回も行われていることはす

ばらしい。是非、内容の充実

と継続実施をお願いした

い。 
 
・検証より、学校の要請が多

く支援者配置の工夫が必要

とのこと、引き続きの対応

と通級設置ついての要請を

実現させるため要請を続け

て欲しい。

・教育支援申請に 100％対

応できたことなど、十分に

取り組めていると評価す

る。 

 

・人の配置等、教育現場の改

善が進むことを期待してい

る。 

 

・通級学級の個別の支援計

画の作成率が 100%ではない

ところが課題である。

 
・特別支援コーディネータ

ー連絡会（年２回） 
・要請に応じた該当児童生

徒や保護者及び学級担任
との面談 

・特別支援教育支援者の配
置（19 校に 35 人） 

・特別支援教育支援者連絡
会（年５回） 

・名護市教育支援委員会の
開催 

・特別支援教育コーディネ
ーター等研修会（年２回）

 令和６年度　目標値 
　個別の指導計画の作成率（特別支援
学級・通級*・作成が必要な児童生徒） 

【１００％】

令和４年度　目標値 
 
 

【９８．９％以上】

令和４年度　実績値 
 
 

【９３．０％】

令和５年度　目標値 
 
 

【９８．９％以上】

 　個別の支援計画の作成率（特別支援
学級・通級・作成が必要な児童生徒） 

【１００％】

 
 

【９１．７％以上】

 
 

【９１．７％】

 
 

【９１．７％以上】

 
総合評価　 B A
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具体的施策名

Ⅰ-１-(４) 

国際社会に対応できる人材の育成 現状･課題

小学校での外国語活動、英語の授業で小中学校英語支援員(ＡＬＴ)や日本人英語教師(ＪＴＥ)の活用が必須であり、これらをうまく活用
するためにも担任の授業力を向上させる必要があります。 
英語検定の補助金活用率が伸びないため、補助の対象等の検討が必要となっています。平成 21 年度からの本市の将来を担う国際感覚豊

かな人材育成のために中学生を対象に始まった中学生海外短期留学派遣事業も、平成 24 年度からは名護市の友好都市であるアメリカ合衆
国ハワイ州ヒロにおいて実施しています。  主管課 学校教育課

 
当該年度事業計画 取組内容 検証

自己
評価

内部評価（意見） 外部評価（意見） 次年度事業計画

 

主　

な　

取　

組

①
外
国
語
活
動
・
外
国
語
教
育
の
充
実

　 
令和元年度から市内小学校で教育課

程特例校（第１・２学年で外国語活動）
を導入し、英語を用いたコミュニケー
ションを図る素地・基礎となる資質・能
力の育成に努めます。 
　小学校英語学力調査（第５・６学年）
を行い、結果を分析し、その後の授業改
善に活かします。中学生への英語検定
料金一部補助を行うことで、受検機会
を拡大し、英語学習に対する意識向上
を図ります。 
　小中学生を対象とした英語体験学習
を実施し、英語活動や外国人との交流
を通して、英語によるコミュニケーシ
ョンへの積極的な態度と英語に対する
興味関心を高めます。

 
・小中英語支援員（ALT)の配置

（12 人） 
・小中英語支援員・英語教育担

当者研修会（年２回） 
・小学校英語学力調査の 
実施 

・英語検定料一部補助 
・英語検定料一部補助活用につ

いて学校への更なる周知 
・小・中学校英語体験学習 
・小学校１・２年生の外国語活

動に係る年間カリキュラム
の見直し 

・中学校オンライン国際交流の
促進

 
・小中英語支援員（ALT)の配置

（12 人） 
・日本人英語教師（JTE)の配置

(2 人） 
・小中英語支援員・英語教育担

当者研修会（２回実施） 
・小学校英語学力調査の実施 
・英語検定料一部補助 
・小・中学校英語体験学習（新

型コロナウイルス感染症の
拡大に伴い実施直前に中止）

 
・ALT 面接を実施すると共に
各学校英語担当教師へアンケ
ートを実施した。その結果か
ら、より効果的な ALT の活用
が必要であることが挙げら
れ、次年度の開始時に ALT 研
修を計画する。 
・小学校６年生英語学力調査
については、目標値を下回っ
たが、正答率及び全ての観点
別で全国平均を上回った。 
・英語検定料一部補助につい
ては活用率 92.4％と高い活
用率であった。 
・小中英語体験学習について
は、コロナ禍においても実施
できるよう予定の変更も含め
て柔軟な計画を立てるよう努
める。

B

【①について】 

・目標値に近い実績値であ

り、とても良い取り組み内

容だと思う。 

 

・ALT 研修に期待したい。各

学力調査の結果はお見事で

ある。英検活用もよい。 

 

・英語検定料活用率に示さ

れているよう生徒の英語活

動への関心が高まり良い方

向にあると思われます。今

後は、英語担当教師（特に小

学校）のより充実した研修

を期待する。 

 

 

 

 

 

【②について】 

・アンケートより良い結果

は素晴らしいが、改善要望

もあればキャッチアップし

フォローを願う。

【全体について】 

・中学生海外短期留学派遣

ができ、さらに、小学校英語

学力調査の結果も目標値以

上であることよく取り組ま

れている。効果的なＡＬＴ

の活用については課題とな

っていることが続いている

ので、手だてが必要だと思

われる。 

 

・ALT の配置や中学生海外

短期留学の実績や小学校英

語学力調査から評価でき

る。 

 

 

【①について】 

・小学英語学力は確実に上

がっていると思う。生徒の

英語力向上への支援に感謝

する。引続き支援をお願い

したい。

・小中英語支援員（ALT)の配
置（11 人） 

・小中英語支援員・英語教育
担当者研修会（年２回） 

・小学校英語学力調査の 
実施 

・英語検定料一部補助 
・英語検定料一部補助活用
について学校への更なる
周知 

・小・中学校英語体験学習 
・小学校１・２年生の外国語
活動に係る年間カリキュ
ラムの見直し 

・中学校オンライン国際交
流の促進

 令和６年度　目標値 
　小学校英語学力調査正答率 

【８０％】

令和４年度　目標値 
 

【８４％】

令和４年度　実績値 
 

【８１.６％】

令和５年度　目標値 
 

【８４％】

 　英語検定料金補助金活用率 
【７５％】

 
【９５％】

 
【９２.４%】

 
【９５％】

 

②
中
学
生
海
外
短
期
留
学
派
遣
事
業
の
充
実

 
　現地での研修をより効果的に実施す
るために、派遣生徒の選考や事前・事後
研修、現地での研修の充実を図ります。
また、中学校英語科の教諭が引率する
ことにより、学校間の連携や集団活動
の意義等、特別活動の目標も踏まえた
事業の充実を図ります。

 
・選考試験 
・事前研修会（７回） 
・名護市の姉妹都市ハワイ郡ヒ

ロ、コナ及びホノルルへの派
遣（12 人） 

・県人会との交流会、語学研修、
学校訪問等体験活動の実施 

・事後研修会（５回） 
・帰国報告会の実施及び報告書

の作成

 
・選考試験 
・事前研修会（７回） 
・名護市の姉妹都市ハワイ郡ヒ

ロ、コナ及びホノルルへの派
遣（12 人） 

・県人会との交流会、語学研修、
学校訪問等体験活動の実施 

・事後研修会（５回） 
・帰国報告会の実施及び報告書 
の作成

 
・市立中学校より派遣者の募
集を行った結果、31 人が選考
試験に挑み、その結果 12 人の
被派遣者を決定した。 
・派遣先での学習や活動に備
え、事前研修会（７回）を行
い、英語やハワイ文化などに
ついて理解を深めた。 
・派遣先では、語学研修やホ
ームステイ、学校訪問など
様々な体験学習や沖縄県人会
との交流を通して、豊かな国
際感覚を育成するためのプロ
グラムを実施した。 
・帰国後は事後研修会（５回）
を行い、成果をまとめ帰国報
告会の実施及び帰国報告書を
作成し、英語学習への興味関
心や意欲向上の波及を行っ
た。 
・保護者へ帰国後のアンケー
トの結果、全員が「帰国後、生
徒の国際的な視野がより広ま
った。」と回答した。

A

 
・選考試験 
・事前研修会（７回） 
・名護市の姉妹都市ハワイ
郡ヒロ、コナ及びホノル
ルへの派遣（12 人） 

・県人会との交流会、語学研
修、学校訪問等体験活動
の実施 

・事後研修会（５回） 
・帰国報告会の実施及び報
告書の作成 

 
総合評価　 A A
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具体的施策名

Ⅰ-１-(５) 

幼児教育の充実 現状･課題

平成 30 年度に施行された幼稚園教育要領、保育所保育指針、幼保連携型認定こども園教育・保育要領において、生きる力の基盤となる
３つの資質・能力「知識及び技能の基礎」「思考力・判断力・表現力の基礎」「学びに向かう力、人間性」が示されています。これを受け、
それぞれの教育・保育を幼児教育として共通に捉えるとともに、乳幼児からの発達と学びの連続性の確保、幼児教育と小学校教育との円滑
な接続を目指していくことが必要となっています。

 主管課 こども家庭部　保育・幼稚園課、学校教育課

 
当該年度事業計画 取組内容 検証

自己
評価

内部評価（意見） 外部評価（意見） 次年度事業計画

 

主　

な　

取　

組

①
保
育
者
の
資
質
能
力
の
向
上

 
　市内すべての幼児教育に携わる保育
者のキャリアステージ*に応じた資質
能力の向上を図るため、保育者育成指
標を策定し、周知します。 
　また、公立幼稚園において、専門指導
員、指導主事による保育参観及び保育
研究会を行うとともに、外部講師招へ
いによる各種研修会をすべての就学前
施設へ参加呼びかけのもと開催し、幼
稚園教諭、保育士、保育教諭の資質向上
を図ります。

１　市立幼稚園及び市立認定
こども園における要請に応
じた園内研修での保育参観
及び保育研究会で助言を行
う。 

　・9 園 
２　名護市内の幼児教育の質
の向上を図るため各種研修
会を実施する。 

 
○保育者等研修会の開催 
・年間 6 回主催 
　（R3 より 1 回増） 
 
○公立園長等研修会 
・年間３回実施 
（R3 より 1 回増） 
※3 回目は私立園長も参加対

象） 
 
○私立園長等研修会 
・年 1 回実施 
（R4 より実施） 

１　市立幼稚園及び市立認定
こども園全園において、専門指
導員、指導主事による保育参観
及び研究会を実施した。（全 17
回） 
 
２　名護市内の幼児教育の質
の向上を図るための各種研修
会を実施した。 
 
〇保育者等の資質向上に資す

ることを目的に、作業療法
士、大学教授、幼児教育アド
バイザー、名護市臨床心理士
等各分野の専門家の方々を
招聘し、講話を実施。 

〇公立園長等研修会を 3 回実
施。その内 3 回目の研修会で
は、市内の公立幼稚園小学校
校長・園長、幼児教育施設園
長が一堂に会し、保幼こ小接
続に関する講話を実施。 

〇私立園長等研修会では、県の
労働環境改善支援事業を活
用し、園運営の適正化を図る
ための研修会を実施。

１　全園が計画的に園内及び
グループ研修に取り組み、
研修内容を深めることがで
きた。研修会の報告で、各
園の成果と課題を共有する
ことができた。また、外部
講師による的確な助言をい
ただき、保育実践の手立て
となった。 

２　各種研修会を計画通り実
施することができた。保育
者のアンケートから「これ
からの保育に活かしていき
たい」等研修を受けての感
想が多く寄せられた。 

　　保育者の要望等を鑑み、
研修会の内容の検討を行っ
た。今後の取り組みとして、
時代や現場のニーズに応じ
た研修会を企画していきた
い。

Ａ

【全体について】 

・これからも、保育者の向上

ある研修を深め、保幼こ小

連携しみんなで名護市の将

来を担う子供たちのために

尽力できれば幸いだ。 

 

・４項目それぞれの取り組

みについて具体的で実効性

のある内容が展開されてい

る。まだ課題も多いと思わ

れるが、幼児教育の充実に

向けてがんばってもらいた

い。 

 

【①について】 

・子供を育てる環境は様々

な問題が出てくるので養育

者の声を拾いながら臨機応

変に対応出来る研修をして

頂きたい。 

 

・全園の取り組みは素晴ら

しい。成果と課題の共有、外

部講師のアドバイス良い刺

激になると思われる。是非

とも多様なニーズに応じた

研修会の実施を望む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【全体について】 

・幼保の保育士等の就労状

況のヒアリングをして、改

善のサイクル等があるの

か。幼児教育の充実には就

労環境を良くすることも入

ると思う。 

 

・幼児教育については、すべ

て目標値を達成しており、

評価できる。

1　市立幼稚園及び市立認
定こども園における要請に
応じた保育参観及び保育研
究会で助言を行う。 
　・９園 
2　名護市内の幼児教育の
質の向上を図るため各種研
修会を実施する。 
　〇保育者等研修会の開催 
　　・年間 6 回主催 
　〇公立園長等研修会 
　　・年間３回実施 
（※第 2 回の園長等研修会
は県の幼児教育計画研修
で、私立園長も参加対象） 
　〇私立園長等研修会 
　　・年 1 回実施

 令和６年度　目標値 
各種研修会への参加率 

【１００％】

令和４年度　実績値 
　研修会への参加率 

【８４％】

令和４年度　実績値 
　研修会への参加率 

【８８％】

令和 5 年度　実績値 
　研修会への参加率 

【８８％】

 名護市保育者育成指標の策定 
　（令和２年度に策定済） ― ― ―

 

②
保
幼
こ
小
連
携
教
育
の
推
進

 
　名護市保幼こ小合同連絡会を開催す
るとともに、年間計画に基づいた小学
校区の保幼こ小合同連絡会での交流会
や情報交換会、合同研究会等の実施に
より、すべての就学前施設と小学校と
の連携や円滑な接続を目指していきま
す。 
　小学校においては、スタートカリキ
ュラム*を児童の実態を踏まえて見直
し・編成し、幼児期において遊びを通し
て育まれてきたことが小学校の学習に
円滑に接続されることを目指します。

 
・名護市保幼こ小合同連絡会開

催（年２回） 
・小学校区における保幼こ小連

絡会実施 
・各小学校における交流会や体

験入学の実施 
・各小学校におけるスタートカ

リキュラムの見直し・作成

 
・名護市保幼こ小合同連絡会
（２回） 

・小学校区における保幼こ小連
絡会実施 

・各小学校における交流会や体
験入学の実施 

・各小学校におけるスタートカ
リキュラムの作成・見直し

 
・当初計画どおりの連絡会・

交流会・体験入学の実施に
より所期の目的は達成され
た。 

 
・全小学校スタートカリキュ

ラムを作成し、接続を意識
した教育課程が編成されて
いる。 
 A

 
・名護市保幼こ小合同連絡
会開催（年２回） 

・小学校区における保幼こ
小連絡会実施 

・各小学校における交流会
や体験入学の実施 

・各小学校におけるスター
トカリキュラムの見直
し・作成

 令和６年度　目標値 
　保幼こ小交流会活動への参加率 

【１００％】

令和４年度　目標値 
 

【１００％】

令和４年度　実績値 
 

【１００％】

令和５年度　目標値 
 

【１００％】

 　意見交換会への保幼こ小職員の参加率 
【１００％】

 
【１００％】

 
【１００％】

 
【１００％】
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③
市
立
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
の
設
置
等

 
　小中一貫教育校緑風学園の敷地内
に、市立久志幼稚園と市立瀬嵩保育所
を統合した市立幼保連携型認定こども
園*（令和３年度開園予定）の設置を進
めます。 
　幼保連携型認定こども園を設置する
ことにより、適正な規模での教育・保育
環境の確保及び就学前の一体的な教
育・保育体制の整備、学びの連続性を踏
まえた円滑な接続を図ります。また、教
育・保育内容の指導助言を行う人員の
配置を行い、市全体の就学前施設の教
育・保育の向上を図ります。

 
１　保育･幼稚園課指導担当は
幼児教育から小学校教育への
円滑な接続を行えるよう私立
園への訪問や園長会へ参加し
理解促進を図る。 
２　沖縄県幼児教育アドバイ
ザーの活用を促し、市内保育・
教育施設の質の向上を図る。 
 
○訪問支援事業 
・私立保育園 2 園活用 
　　

 
１　幼児教育から小学校教育

への円滑な接続を行えるよ
うに私立園訪問を１２園行
い、文部科学省が推進してい
る幼保小架け橋プログラム
についての説明や保育者等
育成指標について説明を行
い、理解を得られるように努
めた。 

２　沖縄県幼児教育アドバイ
ザーを活用し、私立園 2 園の
訪問支援を行うことができ
た。

 
１　私立園を訪問すること

で、園の状況を知ることが
できた。また、園と情報交
換を行う中で、幼児教育か
ら小学校教育への接続に関
する課題が明確になり、円
滑な接続を行うための手立
てとなった。 

２　沖縄県幼児教育アドバイ
ザーから具体的な助言を受
けることができたことは保
育の質の向上につながっ
た。

Ａ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【④について】 

・研修会の活用を期待した

い。諸対応も引き続きお願

いしたい。

１　保育･幼稚園課指導担
当は幼児教育から小学校教
育への円滑な接続を行える
よう私立園への訪問や園長
会へ参加し理解促進を図
る。 
２　沖縄県幼児教育アドバ
イザーの活用を促し、市内
保育・教育施設の質の向上
を図る。 
 
○訪問支援事業 
・私立保育園 2 園活用

 令和６年度　目標値 
　市立認定こども園の設置 
　（令和３年度に開園予定）

 
―

 
―

 
―

 

④
就
学
前
特
別
支
援
教
育
の
充
実

 
　すべての幼児教育施設において保護
者の要請に応じ、気になる幼児の発達
障がい等の早期発見、早期支援を適切
に対応できるよう、指導主事、専門指導
員を配置し、訪問観察、相談、支援員等
の配置による支援を進めます。特別支
援教育に関する幼稚園教諭、保育士、保
育教諭の資質向上を図るため、特別支
援教育に関する研修会を開催するとと
もに、県教育センター研修の周知を図
り、参加を促進します。

 
１　市立幼稚園、認定こども園
における外部講師による保育
参観及び保育研究会の実施。 
・年 2 回実施 

 
２　特別支援に関する講師を
招聘し担任及び支援員等への
研修会を実施する。 
・年 2 回実施 

 
３　市立幼稚園における幼稚
園特別支援教育の実施 

　・要請に応じた相談、面談、
訪問観察、助言等 

　・外部講師による訪問観察･
助言 

　・支援員の配置 
　・支援会議への参加 
 
４　保育施設の訪問観察及び
園や保護者の要望に応じた
相談･面談･助言 

 
１　作業療法士の森川氏を招

聘し、市立幼稚園 2 園の保育
参観及び保育研究会を行っ
た。 

 
２　研修会の実施 
　①令和 4 年 5 月 20 日 
　講師　森川敦子氏（作業療法

士）「気になる子どもの行動
と心の理解～具体的な取り
組みを通して」 
集合型研修　48 名 

　②令和 4 年 12 月 2 日 
　講師　岸本琴恵氏（名護市教

育委員会臨床心理士）　 
「子どもの権利を守り、正しく

支援する」 
　集合型研修　52 名 
３　市立幼稚園（7 園） 

①要請対応　25 件 
②外部講師活用 3 園 
③支援員配置　7 園 
 

４　保育施設（3７園） 
①訪問観察（1979 件）254 園 
②相談･面談・見学同行 

（ 139
件） 

　

 
１　作業療法士の森川氏から

直接アドバイスを聞くこと
で実践的指導力の向上につ
ながった。 

 
２　幼稚園教諭、保育士、保

育教諭の資質向上のため
に、特別支援に関する研修
を行うことができた。今後
も現場の声を聞きながら、
実践的な研修ができるよう
にしていきたい。 

 
 
 
 
 
 
３市立園は園で保護者面談や

見学等保護者の対応を行う
ことができている。さらに
必要な場合は、要請に応じ、
臨床心理士（市教育委員会）
や巡回アドバイザー（教育
事務所）へ依頼し訪問観察
及び助言等もらうことがで
きている。 

 
４ 保育施設において、保育係

の就学前教育専門指導員と
看護師経験者である担当職
員で園訪問や相談、見学、
助言など幅広く対応できて
いる。 

Ａ

１　市立幼稚園、認定こど
も園における外部講師によ
る保育参観及び保育研究会
の実施。 
　・年 2 回実施 
 
２　特別支援に関する講師
を招聘し担任及び支援員等
への研修会を実施する。 
　・年 2 回実施 
(①保育者等研修会と重複) 
 
３　市立幼稚園における特 
別支援教育の実施 
・指導担当と臨床心理士 
（教育委員会）が連携し、 
要請に応じた面談、相談、 
訪問観察、助言等を行っ 
ている。 
・特別支援教育巡回アド 
バイザーによる訪問観 
察、助言 

４　保育施設の訪問及び園 
や保護者の要望に応じた相
談、面談、助言

 
総合評価　 A A
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具体的施策名

Ⅰ-２-(１) 

環境整備の充実
現状･課題

　学校施設の経年劣化や自然災害等様々な要因により、施設に不具合が生じていますが、その都度、学校からの要請や各種点検報告等を受け対応
を行っています。引き続き良好な教育環境の提供に努めます。 
　学校施設のグラウンドについて、安全性や機能性、環境への影響など各学校において様々な課題があり、特に水はけや表面が悪い状態にあるな
ど、児童生徒の活動に支障をきたしているグラウンドは全面的な整備が必要であり、学校や地域などからも、グラウンド整備についての要望が挙
げられています。 
　新学習指導要領に対応した授業を推進するためにタブレット端末等ＩＣＴ*機器導入が求められています。デジタル教科書*の活用についての課
題はありますが、新学習指導要領に対応した整備について検討する必要があります。 
　通学区域の見直し等について、児童生徒数の増加や複式学級解消など様々な見地から検討をする必要があります。

 
主管課 教育施設課、学校教育課

 
当該年度事業計画 取組内容 検証

自己
評価

内部評価（意見） 外部評価（意見） 次年度事業計画

 

主　

な　

取　

組

①
学
校
施
設
設
備
等
の
維
持
管
理

 
　消防設備など各種委託している年
次・月次点検はもとより、施設・遊具の
点検や学校による随時点検により、不
具合箇所の早期発見・修繕を実施して、
施設及び遊具に係る事故を防止し、安
全で安心な教育環境を維持していきま
す。

 
・年１回の学校施設・遊具点検
の実施。

 
・年１回の学校施設、遊具点検
の実施。 

・点検の実施　12 月 
・不具合箇所　 0 か所(施) 
　　　　　　 　2 か所(遊) 
・修繕箇所   　2 か所

 
・施設点検結果に基づき、早
急に修繕を行い事故防止に努
める事ができた。

A

 

【全体について】 

・どの取り組み施策も計画

通り進めているように思

う。 

 

【①について】 

・継続を希望する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【全体について】 

・計画も適切であり、取り

組みが十分できている。 

 

・施設整備等は優先順位を

つけられて実施されてい

る。台風等の突発的に求め

られる整備等も必要にな

るかと思うが、実施をお願

いしたい。 

 

【①について】 

・計画的に実施・改善され

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・年１回の学校施設・遊具点
検の実施。

 令和６年度　目標値 
　施設及び遊具による事故件数 
（計画年度中） 

【０件】

令和４年度　目標値 
施設及び遊具による事故件数 

【０件】

令和４年度　実績値 
施設及び遊具による事故件数 

【０件】

令和５年度　目標値 
施設及び遊具による事故件
数 

【０件】

 

①

―
１　

学
校
施
設
設
備
等
の
維
持
管
理 

（
学
校
施
設
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
安
全
対
策
整
備
）

【新規掲載：教育振興基本計画記載な
し】 
　児童生徒が安全で安心して学校生活
を送れるよう、市内学校施設に現存す
るブロック塀等について、「名護市ブロ
ック塀等安全対策整備計画」に基づき、
安全対策の整備を実施します。

 
・４校のブロック塀等安全対策

整備に係る設計及び工事の
実施 

 
①真喜屋小学校 
　改修設計　Ｌ＝57.8ｍ 

改修工事　Ｌ＝57.8ｍ 
②羽地中学校 
　改修設計　Ｌ＝21.1ｍ 
③名護中学校 
　改修設計　Ｌ＝54.4ｍ 
④久辺小学校 
　改修設計　Ｌ＝247.3ｍ

 
・４校のブロック塀等安全対策
整備に係る設計及び工事の
完了 

 
①真喜屋小学校 
　業務完了　R4 年 11 月 
工事完了　R5 年 3 月 

②羽地中学校 
　業務完了　R4 年 11 月 
③名護中学校 
　業務完了　R4 年 11 月 
④久辺小学校 
　業務完了　R4 年 11 月

 
当初計画のとおり年度内で完
了することができた。

A

 
・５校のブロック塀等安全

対策整備に係る設計及び工

事の実施 
 
①羽地中学校 
　改修工事　Ｌ＝21.1ｍ 
②名護中学校 
　改修工事　Ｌ＝54.4ｍ 
③久辺小学校 
　改修工事　Ｌ＝295.4ｍ 
④久辺中学校 
　改修設計　Ｌ＝460.0ｍ 
⑤久辺幼稚園 
　改修設計　Ｌ＝47.0ｍ

 令和６年度　目標値 
　設計延長及び整備延長 
（計画年度中） 

設計延長 【Ｌ＝1,049.1ｍ】 
整備延長 【Ｌ＝887.6ｍ】 
整備済【L=57.8ｍ】 
未整備【L=829.8ｍ】

令和４年度　目標値 
 

設計延長 
【Ｌ＝380.6ｍ】 
整備延長 
【Ｌ＝57.8ｍ】 

令和４年度　実績値 
 
設計延長 
【Ｌ＝380.6ｍ】 
整備延長 
【Ｌ＝57.8ｍ】 

令和５年度　目標値 
 

設計延長 
【Ｌ＝507.0ｍ】 
整備延長 
【Ｌ＝370.9ｍ】
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①
―
２　

学
校
施
設
設
備
等
の
維
持
管
理 

（
学
校
施
設
の
長
寿
命
化
改
良
整
備
）

【新規掲載：教育振興基本計画記載な
し】 
　経年劣化により機能・性能が低下し
た建物について、耐久性及び機能性の
向上を図るため、「名護市学校施設長寿
命化計画」に基づき、長寿命化改良工事
を実施します。

 
・１校の長寿命化改良に係る業

務委託の実施及び完了棟数 
 
①真喜屋小学校９号棟 
　耐力度調査　１棟 

 
・１校の長寿命化改良に係る業
務委託の完了棟数 

 
①真喜屋小学校９号棟 
　業務完了　R4 年 11 月

 
当初計画のとおり年度内で完
了することができた。

A

【①ー２について】 

・令和６年度の目標値をす

でにクリアしているが、そ

れ以上の件数を増やすの

か、目標クリアでそれで終

わるのか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【②について】 

・目標までの残り３校しっ

かりお願いしたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【③について】 

・GIGA スクールサポータ

ーの継続配置についても

努めていただきたい。 

 

・R6 年度以降も継続し更

なるレベル向上に努めて

欲しい。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【③について】 

・情報化研究会が年 12 回

実施されており、充実して

いる。また、共有ドライブ

の設置、情報セキュリティ

の対応が充実している。

GIGA スクール研修会も適

宜開催され、サポーターと

の連携もできている。

・１校の長寿命化改良に係
る業務委託の実施及び完了
件数 
 
①真喜屋小学校９号棟 
　建築設計　１棟 
　土質調査　１棟

 令和６年度　目標値 
　長寿命化改良棟数 
（計画年度中） 

棟数【１棟】 
整備済【０棟】、未整備【１棟】

令和４年度　目標値 
①耐力度調査 

棟数【１棟】

令和４年度　実績値 
 
①耐力度調査 

棟数【１棟】

令和５年度　目標値 
①建築設計 

棟数【１棟】 
②土質調査 
　棟数【１棟】

 

②
小
・
中
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備

 
　学校施設のグラウンドについて、
様々な体験活動の場として活用し、た
くましく心豊かな子どもたちを育成す
るため、児童生徒の活動に支障をきた
しているグラウンドの全面的な整備を
実施します。

 
・２校のグラウンド整備に係る

工事の実施及び完了校数 
 
①久辺小学校 
　屋外環境整備工事 
②稲田小学校 
　屋外環境整備工事

 
・２校のグラウンド整備に係る
工事の完了校数 

 
①久辺小学校 
　工事完了　R5 年 3 月 
②稲田小学校 
　工事完了　R5 年 3 月

 
当初計画のとおり年度内で

完了することができた。

A

・１校のグラウンド整備に
係る業務委託の実施及び完
了件数 
 
①屋部小学校 
　測量設計　１校

 令和６年度　目標値 
　グラウンド整備校数 
（計画年度中） 

学校数【５校】 
整備済【４校】、未整備【１校】

令和４年度　目標値 
①屋外環境整備工事 

学校数【２校】

令和４年度　実績値 
①屋外教育環境整備工事 

学校数【２校】

令和５年度　目標値 
①測量設計 

学校数【１校】

 

③
教
育
環
境
の
整
備

 
　「名護市教育情報化推進計画」に基づ
きＩＣＴ機器・インターネット環境の
整備を計画的に推進するとともに、情
報の安全管理に取り組みます。 
　将来的な児童生徒数の推移等を考慮
した学校規模の適正化と適正配置を進
めるとともに、小規模特認校制度の活
用や学校通学区の見直し及び弾力化に
ついて、地域住民の意見も考慮しなが
ら検討を行います。

 
・教育情報化推進計画の策定 
・GIGA スクールサポーターに

よる教職員支援 
・情報研修会の実施 
・全教職員を対象とした研修の

実施 

 
・教育情報化推進計画の策定 
・GIGA スクールサポーターを
５人配置し、各学校のサポー
トを実施。 

・情報研修会の実施（12 回） 
・GIGA 研究グループの研究会
を実施。 

・全教職員を対象とした情報セ
キュリティ研修の実施。 

・共有ドライブの作成・運営

 
・GIGA スクールサポーターを

増員し、支援、トラブルに
対する対応ができた。 

・情報研修会やGIGA研究グル
ープの研究会をとおして、
活用スキルの向上を図っ
た。また、情報セキュリテ
ィのオンデマンド型研修を
実施した。 

・授業実践で活用した資料や
教材を共有できるように共
有ドライブを運営した。 

 
 

A

・名護市情報教育セキュリ

ティポリシーの改定 
・GIGA スクールサポータ

ーによる教職員支援 
・情報研修会の実施 
・全教職員を対象とした研

修の実施

 
総合評価　 A A
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具体的施策名

Ⅰ-２-(２) 

学校支援の充実
現状･課題

　長期研究員の研究成果を名護市全体で共有することが求められています。 
　小中一貫教育校において、中学校から小学校への乗り入れ授業*を行うことでより専門的な授業ができますが、小学校から中学校へはうまく乗
り入れができていない課題があります。 
　地域学校協働活動推進員の次期計画期間の活動を学校支援の視点だけでなく、地域と学校の連携・協働活動の推進の視点で実施する必要があり
ます。 
　教育の機会均等を図るため、保護者の経済状況にかかわらず、学ぶ意欲と能力を有する全ての子どもたちが質の高い教育を受け、能力・可能性
を伸ばし、「確かな学力」が形成できる環境整備が望まれています。また、スポーツ活動や文化活動の面においても、様々な体験の機会を増やし、
「豊かな心」、「健やかな体」を培う環境整備が望まれています。

 
主管課 学校教育課、(教)総務課

 
当該年度事業計画 取組内容 検証

自己
評価

内部評価（意見） 外部評価（意見） 次年度事業計画

 

主　

な　

取　

組

①
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
推
進

 
　令和４年度までに全校を対象にコミ
ュニティ・スクール（学校運営協議会制
度）*を導入し、「学校・家庭・地域連携
事業」の充実を図り、地域とともにある
学校づくりを推進します。

コミュニティ・スクール（学校
運営協議会制度）（以下「ＣＳ」
という）。 
・ＣＳ推進委員会（年３回） 
・ＣＳ推進学校訪問（7 校） 
・ＣＳ研究指定校 
・ＣＳ事務局ミーティング（年
３回） 
・ＣＳ講演会（年１回） 

・ＣＳ推進委員会（年３回） 
・ＣＳ推進学校訪問（7 校） 
・ＣＳ推進学校訪問７校区で実
施 
・ＣＳ事務局ミーティング２回

実施 
・ＣＳ講演会

概ね予定通り実施できてお
り、CS 全校実施の年にあた
り着実な推進につながってい
る。

A

【全体について】 

・学校支援に関し、７項目と

も効果がしっかり検証され

ており評価できる。教育研

究所の長期研究のあり方に

ついては教員個々のスキル

アップや市内各校への刺激

になるような、さらなる取

り組みを期待したい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【全体について】 

・どの項目も目標を達成し

ており評価できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コミュニティ・スクール（学
校運営協議会制度）（以下
「ＣＳ」という）。 
・ＣＳ推進委員会（年３回） 
・ＣＳ推進学校訪問（5 校） 
・ＣＳ研究指定校 
・ＣＳ事務局ミーティング
（年２回） 
・ＣＳ講演会（年１回） 
・地域連携担当教員研修会
（年１回）

 令和６年度　目標値 
　コミュニティ・スクール導入校 

【２１校】

 
￣

 
￣

 
￣

 

②
特
色
あ
る
教
育
活
動

　 
小学校と中学校が一体となった施設及
び学校運営の中で義務教育の９年間を
一貫した指導体制により、小中一貫教
育校「屋我地ひるぎ学園」及び「緑風学
園」の特色ある教育活動の充実を図る
ための支援を行います。再び複式学級
にならないように、児童生徒の減少に
歯止めをかけるため、小規模特認校制
度を継続して実施します。

 
【両校共通】 
・非常勤講師の配置（１人） 
・日本人英語教師の配置（１人） 
・裁量の時間を活用した補習指

導、長期休業中の学び直し 
・中学生を対象とした英検検定

料の一人年１回全額助成 
・キャリア教育、自然体験学習

及び地域人材等の活用 
 
【緑風学園】 
・ＴＴ授業や乗り入れ授業等に

よる個別指導の徹底 
・裁量の時間を活用した補習指

導，長期休業中の学び直し 
・英語科の授業におけるＴＴ授

業、実技教科における部分的
イマージョン教育及び小学
校からの文字指導 

 
【屋我地ひるぎ学園】 
・ＴＴ授業を中心に個に応じた

指導の徹底 
・英語科の授業におけるＴＴ授

業の実施 

 
【両校共通】 
・日本人英語教師の配置（１人） 
・非常勤講師の配置（１人） 
・裁量の時間を活用した補習指

導、長期休業中の学び直し 
・中学生を対象とした英語検定

料の一人年１回全額助成 
 
【緑風学園】 
・ＴＴ授業や乗り入れ授業等に

よる個別指導の徹底 
・英語科の授業におけるＴＴ授

業、実技教科における部分的
イマージョン教育及び小学
校からの文字指導 

・キャリア教育、自然体験学習
及び稲作等の地域人材等の
活用 

 
【屋我地ひるぎ学園】 
・ＴＴ授業を中心に個に応じた

指導の徹底 
・英語科の授業におけるＴＴ授 

業の実施 
・キャリア教育、自然体験学習

及び地域人材等の活用

 
【緑風学園】 

非常勤講師や日本人英語教
師の配置によって、ＴＴ授業
や個別指導を行った。 

令和４年度県到達度テスト
において、中１の英語は県の
平均を 5.4 ポイント上回り、
中２は国語で 12.5 ポイント、
英語でも 12.4 ポイント上回
った。 

地域の自然や人材を活かし
た CS を活用した総合学習の
学習計画が作成されていて、
計画どおり実施されている。 
 
【屋我地ひるぎ学園】 

非常勤講師や日本人英語教
師の配置によって、ＴＴ授業
や個別指導を行った。 

令和４年度県到達度テスト
において、中１が英語で 10.5
ポイント、中２が数学で 10.9
ポイント、英語で 14.7 ポイン
トと全教科において県平均を
大きく上回った。 

地域の自然や人材を活かし
た CS を活用した総合学習の
学習計画が作成されていて、
計画どおり実施されている。

A

 
【両校共通】 
・非常勤講師の配置（１人） 
・日本人英語教師の配置（１
人） 

・裁量の時間を活用した補
習指導、長期休業中の学
び直し 

・中学生を対象とした英検
検定料の一人年１回全額
助成 

・キャリア教育、自然体験学
習及び地域人材等の活用 

 
【緑風学園】 
・ＴＴ授業や乗り入れ授業
等による個別指導の徹底 

・裁量の時間を活用した補
習指導，長期休業中の学
び直し 

・英語科の授業におけるＴ
Ｔ授業、実技教科におけ
る部分的イマージョン教
育及び小学校からの文字
指導 

 
【屋我地ひるぎ学園】 
・ＴＴ授業を中心に個に応
じた指導の徹底 

・英語科の授業におけるＴ
Ｔ授業の実施 
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③
教
育
環
境
の
支
援

　 
校務を情報化することにより、業務

の軽減と効率化及び教育活動の質の改
善を図るため、統合型校務支援システ
ム*の導入・活用を推進します。 
　統合型校務支援ソフトの導入・整備
により業務改善を図ることで、教師が
児童生徒と向き合う時間の確保に努め
ます。

 
・学校現場の声を聞き取りなが

ら、小中学校における統合型
校務支援システム導入を検
討する。

 
・学校用グループウェア試験運

用の継続実施 
・統合型校務支援システム導入 
（令和５年３月） 
・児童生徒の出欠連絡のデジタ

ル化

 
学校用グループウェアの試

験運用を継続し、業務の負担
軽減に努めている。グループ
ウェアの活用により、情報共
有・伝達事項の電子化により、
印刷時間等が削減されてい
る。 

出欠連絡のデジタル化によ
り、朝の繁忙期の負担が軽減
されている。 

A

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【④について】 

・不登校児にとって家から

出ることが意味を持つこと　

を考えると、ぜひフリース

クールがあると良い、と関

係者の声があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【⑥について】 

・学校各担任からのお声が

けがあってもいいのでは

ないか。 

 

 

 

【③について】 

・教員の業務軽減に関する

教育支援の取組は引続き、

お願いしたい。 

児童生徒の修学支援施策を

お願いしたい。 

 

・教育関係の支援の中で統

合型校務支援システムが、

今年度より北部地域の市町

村とも連携できて活用され

ており、充実した連携がさ

れている。

・統合型校務支援システム
の活用促進

 

④
名
護
市
立
教
育
研
究
所
運
営

 
　長期教育研究員の授業改善に係る研
究を関係機関との連携・協力のもと実
施し、研究成果を市内小中学校に波及
するよう取り組みます。教育相談室は
児童生徒・保護者・教員の教育上の問題
等について相談に応じ、関係機関と連
携し、援助などの充実を図ります。 
　適応指導教室は個々の児童生徒に適
切な体験活動や学習活動の提供及び保
護者・原籍校・関係機関との連携を充実
させます。

 
・研究員の募集 
・研究員研修（学校教育課主催

の現職教員研修に参加） 
・適応指導教室における体験活

動の実施 
・学校復帰に向けた原籍校との

ケース会議・学級担任との連
携 

・進路実現に向けた相談・学習
支援 

・教育相談室における教育相談
への対応

【長期教育研究員】 
・研究員の募集（１人） 
・研究員研修（学校教育課主催
の現職教員研修に参加） 

 
【教育相談室】 
・不登校や登校しぶりについて

の相談や対応：132 件　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・いじめ：2 件 
・学業、進路：18 件　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・家庭課題:8 件 
・教職員に関わる：33 件 
小・中学校以外に就学前幼児の
保護者、高校生と保護者、市外
等からの相談あり　 
 
【適応指導教室】 
・体験活動の実施（農作業体験、

スポーツ交流会、シュノーケ
リング体験等） 

・登校復帰に向けた原籍校との
ケース会議・学級担任との連
携 

・進路実現に向けた相談・学習
支援(中学校 3 年生 2 人が高
校へ進学。通信制 1 人、定時
制 1人）

【長期教育研究員】 
・研究主題にあるように、地
域資源を生かした総合的な学
習の時間におけるカリキュラ
ムの作成と実践を通して、中
学校区の 9 年間の学びの見通
しを持つことができた。また、
キャリア教育推進を図ること
ができた。 
 
【教育相談室】 

来所相談、電話相談、訪問
相談等の 244 件の相談の実
施、関係機関へのつなぎと保
護者、学校等の援助・支援が
充実した。 
 
【適応指導教室】 

集団適応支援や体験学習、
タブレットを活用した個別学
習の支援を通して、集団適応
への不安解消や学習意欲の向
上が見られた。また、心の居
場所としての機能を構築でき
た。課題は、前年度に引き続
き、学習評価の在り方である。

A

 
・研究員の募集 
・研究員研修 
・適応指導教室における体
験活動の実施 

・学校復帰に向けた原籍校
とのケース会議・学級担
任との連携 

・進路実現に向けた相談・学
習支援 

・教育相談室における教育
相談への対応 

 

⑤
「
子
ど
も
夢
基
金
」
の
活
用

 
　未来を担う子どもたちの夢の実現と
健やかな成長に資するため、「子ども夢
基金」を活用し、各種事業を実施しま
す。

 
以下の事業の実施に要する

費用に対し基金を活用し実施
する。 
・名護市児童生徒の県外派遣等

に関する補助金交付事業（予
算１千円）必要に応じて補正
対応 

・昔の森遊びを生かした森林体
験プログラム事業（予算 303
千円） 

・スポーツ団体等指導者講習会
（予算 300 千円） 

・名護市給付型奨学金給付事業
（予算 6,120 千円）

 
・名護市児童生徒の県外派遣等

に関する補助金交付事業（予
算 3,443 千円）必要に応じて
補正対応 

・昔の森遊びを生かした森林体
験プログラム事業（予算 303
千円） 

・スポーツ団体等指導者講習会
（予算 0 千円） 

・名護市給付型奨学金給付事業
（予算 6,000 千円）

 
各種事業実施に必要な費用

に対し、子ども夢基金を活用
し、実施することができた。 

 
具体的事業内容については

個別に検証。

A

以下の事業の実施に要する
費用に対し基金を活用し実
施する。 
・名護市児童生徒の県外派
遣等に関する補助金交付
事業（予算 1 千円）必要
に応じて補正対応 

・昔の森遊びを生かした森
林体験プログラム事業
（予算 303 千円） 

・スポーツ団体等指導者講
習会（予算 300 千円） 

・名護市給付型奨学金給付
事業（予算 7,920 千円）

 
⑥
給
付
型
奨
学
金
の
実

施

 
　意欲と能力がある若者が経済的理由
により、高等教育機関への進学を断念
することなく、平等に教育を受ける機
会を支援し、名護市への郷土愛と生ま
れ育った地域へ貢献する心を醸成する
とともに、特に、成績が優秀であり高等
教育機関へ進学後、更に勉学に専念で
きる環境を整え、優秀な人材を育成す
ることを目的として、名護市給付型奨

 
・事業の周知（北部地区高等学

校へ郵送、HP 掲載：５月、
広報：６・７月） 

・奨学金給付希望者募集（６月
～７月） 

・審査会の実施（９月） 
・奨学生の内定（10 月） 
・諸手続き（内定～３月） 
・奨学生の決定（翌年度４月） 

 
・事業の周知（北部地区高等学

校へ郵送、HP 掲載：５月、
広報：６・７月） 

・奨学金給付希望者募集（６月
～７月） 

・審査会の実施（９月） 
・奨学生の内定（10 月） 
・諸手続き（内定～３月） 
・奨学生の決定（翌年度４月） 

 
　周知、募集については計画
的に実施することができた。 
 
　令和５年度給付開始（審査
は４年度に行う）の奨学生募
集には、当初３名の申し込み
があり、審査会を経て全員を
内定者としたが、後に２名か
ら他制度の給付型奨学金受給

B

 
・事業の周知（北部地区高等
学校へ郵送、HP 掲載：５
月、広報：６・７月） 

・奨学金給付希望者募集（６
月～７月） 

・審査会の実施（９月） 
・奨学生の内定（10 月） 
・諸手続き（内定～３月） 
・奨学生の決定（翌年度４
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 学金給付事業を実施します。  
・令和２年度奨学生２名、令和

３年度奨学生４名 
令和４年度奨学生５名へ毎

月（25 日）給付 
 
・周知方法（市民便利帳、シン

ガク図鑑、螢雪時代、沖縄県
HP へ情報掲載） 

 
・令和２年度奨学生２名、令和

３年度奨学生４名 
令和４年度奨学生５名へ毎
月（25 日）給付 

 
・周知方法（市民便利帳、シン

ガク図鑑、螢雪時代）

を理由とする辞退があった。
追加募集を行い、新たに１名
を内定したため、内定者数は
計２人となった。 
 
　令和２年度、令和３年度、
令和４年度奨学生に対する給
付は計画通り行った。 
 

周知方法については市民便
利帳のほか、シンガク図鑑な
どの情報誌等にも掲載し、幅
広く周知を行った。 

 
今後も同様の取り組みを継

続して行う必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【⑦について】 

・良い取り組み、継続希望。

月） 
 
・令和２年度奨学生１名、 

令和３年度奨学生４名、 
令和４年度奨学生４名、 
令和５年度奨学生２名へ 
毎月（25 日）給付 

 
・周知方法（市民便利帳、シ
ンガク図鑑、螢雪時代、沖
縄県 HP へ情報掲載） 

 令和６年度　目標値 
　給付型奨学金給付人数 

【５人】

令和４年度目標値 
 

【５人】

令和４年度　実績値 
 

【５人】

令和５年度目標値 
新規貸与決定者数 

【５人】

 
⑦
児
童
生
徒
等
の
県
外
派
遣
費
の
一
部
補
助

 
　名護市に所在する小学校及び中学校
の児童生徒等並びに名護市に所在する
県立高等学校及び高等専門学校の生徒
又は名護市に住所を有する児童生徒
が、運動競技会又は文化関係大会に参
加するため、県外又は県内の離島に派
遣される場合に大会派遣費の一部を補
助します。

 
・市内小中学校保護者への周知 
・市内小中学校及び北部地区高

等学校等への周知 
・市ホームページ、市民のひろ

ばでの周知 
・要件を満たした全ての申請に
対して補助金の交付 
・一括交付金の活用 
・一括交付金事業に対する保護
者アンケートの実施

 
・全保護者への周知（４月） 
・市内小中学校及び北部地区高
等学校等への周知（４月） 
・補助金の交付（４月～３月） 

令和４年度実績１４７件 
（令和３年度：９６件） 

・一括交付金の活用 
令和４年度実績４９件 
（令和３年度：２４件） 

・保護者アンケートの実施

 
年度初めに学校を通して県

外派遣申請に係るチラシを配
付し、保護者へ周知を図った。 
　前年度に引き続き、新型コ
ロナウイルス感染症の影響に
より、中止となる大会等も見
られたが、前年度と比較して
交付件数は大きく増となっ
た。 
 
　保護者アンケートの結果か
ら、本補助金が児童生徒の成
長（人材育成）につながるも
のとして有意義であると回答
を得られている。 
 

A

・市内小中学校保護者への
周知 

・市内小中学校及び北部地
区高等学校等への周知 

・市ホームページ、市民のひ
ろばでの周知 

・要件を満たした全ての申
請に対して補助金の交付 

・一括交付金の活用 
・一括交付金事業に対する
保護者アンケートの実施

 令和６年度　目標値 
　大会派遣費補助交付決定 

【１００％】

令和４年度　目標値 
 

【１００％】

令和４年度　実績値 
 

【１００％】

令和 5 年度　目標値 
 

【１００％】 

 
総合評価　 A A
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P（計画）　　　　　　　　　　D（実施）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　C（検証・評価）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A（改善） 

 
具体的施策名

Ⅰ-２-(３) 

学校給食の充実 現状･課題

　平成 30 年９月から実施している名護市学校給食事業について、子育て世帯の経済的負担軽減を図るため、継続的に実施する必要があります。 
　新学校給食センターの建設については、現在建設計画中である第一学校給食センターの早期運用開始が求められているところですが、建設予定
地の地盤の一部が軟弱であることが判明し、建設地を再検討する必要があったため、スケジュールに大幅な遅れが生じています。 
　地産地消については、名護市産の食材のまとまった量を確保することが容易でないことや、他市や県内外の食材と比較すると割高であることか
ら、使用率が目標値を下回っている状況にあります。  主管課 (教)総務課

 
当該年度事業計画 取組内容 検証

自己
評価

内部評価（意見） 外部評価（意見） 次年度事業計画

 

主　

な　

取　

組

①
名
護
市
学
校
給
食
事
業

 
　幼児・児童生徒の食に関する正しい
理解と望ましい食習慣を養うととも
に、子育て世帯の経済的負担を軽減し、
安心して子育てができるよう、学校給
食の無償化を引き続き行います。

 
・４月補助金請求 
・５月補助金受取 
・５月～３月 

各月の補助対象食材購入費
支出 

４月より補助金関請求に関
する手続きを行い、滞りなく
事業を執行した。 
 
【実績額】276,194,444 円 

対象となる園児、児童、生

徒の学校給食の無償化を実施

できた。

A

【全体について】 
・給食施設、整備、地産地消

については、着実に計画通

り進んでいる。アレルギー

対応については早急に具体

的方針の策定が必要と思わ

れる。 
 
・納入業者の登録はどう行

われているのか。規定など

はあるのか。アレルギー対

応方針を早めに取り組んで

いただきたい。 
 
 
 
 
 
 
【③について】 
・市内業者の更なる登録数

増加に期待したい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【④について】 
・構想から長年かけて新し

い学校給食施設が出来るの

だから、アレルギー等に関

しても安心出来る給食の提

供が出来る施設が望ましい 
 
・アレルギー除去室の稼働

を最優先に、安全な給食に

是非とも役立てて欲しい。

 

【①について】 

・引き続き学校給食の無償

化を継続できるよう望みま

す。 

 

・学校給食の完全無償化に

ついては、大いに評価する

が、子供達への食育の観点

から食の大切さや重要性に

ついても理解させたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【③について】 

・地産地消の取り組みにつ

いては、登録制度を実施し

ているが、さらなる増加が

望まれる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【④について】 

・アレルギー除去食調理室

利用に関する取りまとめが

難しいかと思うが、引き続

き対応をお願いしたい。 

 

・アレルギー対応について

は、努力を要する。

・４月補助金請求 
・５月補助金受取 
・５月～３月 
各月の補助対象食材購入費
支出

 
②
学
校
給
食
施
設
の
再
整
備

 
　名護市立学校給食施設再整備基本計
画（平成 21 年３月策定）に基づき、老
朽化が課題になっている学校給食施設
（５か所）を２か所に再編し、子どもた
ちにより安全・安心な学校給食の提供
を行います。

・名護第一学校給食センター造
成工事着手 

・名護第一学校給食センター造
成工事着手 

名護第一学校給食センター
の造成工事に着手した。 

令和５年度より建築工事の
着手も予定しており、早急な
施設整備の実現に向けて、引
き続き関係課機関との調整を
行う。

A

・名護第一学校給食センタ
ー建築工事着手

 令和６年度　目標値 
　学校給食施設の再整備 

【１施設】

令和４年度　目標値 
・造成工事着手

令和４年度　実績値 
・造成工事着手

令和５年度　目標値 
・造成工事着手

 ③
学
校
給
食
に
お
け
る
安
全
な
食
材
の
使
用
及
び 

地
産
地
消
の
推
進

 
　安全な学校給食物資の納入が行われ
るよう、学校給食センターに給食物資
を納入する者の登録制度を引き続き実
施します。また、栄養士、栄養教諭を中
心に学校全体で食育に取り組むととも
に、関係機関と連携を図りながら、農産
物をはじめとした地元の食材を学校給
食に積極的に活用します。

・学校給食納入業者登録制度運
用 

・毎月の献立表による情報提供
（食育、伝統や行事を含む郷
土料理、名護市産食材の表
記） 

・学校給食センター連絡会議
（年３回）

・学校給食納入業者登録状況 
（登録業者 39 業者＜内名護 
市内業者：19 業者＞） 

・毎月の献立表による情報提供
（食育、伝統や行事を含む郷
土料理、名護市産食材の表
記） 

・栄養士を活用し食育に関する
授業の支援を実施 

・地元企業からの寄贈（シーク
ワーサー、カーブチー）によ
り、名護市産の食材を使用し
た献立の提供を実施

令和３年度は新型コロナの
影響により地元食材の使用率
も 17.9%に低下していたが、
令和４年度は安定して学校給
食の提供を行えたため、使用
率も回復した。特に羽地米の
使用量が令和３年度の約
4,000ｋｇに対し約 13,000ｋ
ｇとなっているため、名護市
産の食材使用率の増につなが
っている。

A

・学校給食納入業者登録制
度運用 

・毎月の献立表による情報
提供（食育、伝統や行事を
含む郷土料理、名護市産
食材の表記） 

・地元企業との連携

 令和６年度　目標値 
　地元食材の使用率 

【２５％】

令和４年度　目標値 
 

【２０％】

令和４年度　実績値 
 

【２１％】

令和５年度　目標値 
 

【２３％】

 
④
新
し
い
学
校
給
食
施
設

に
お
け
る
時
代
に
即
し
た

学
校
給
食
の
検
討

 
　新しい学校給食施設においてアレル
ギー対応の対象食材、除去食調理体制
の検討と調理及び配送の民間委託の検
討を行います。

・新学校給食センターに整備予
定のアレルギー除去食の調理
室に関し、栄養士などとも調整
を図り、対応を検討する。 

・他市におけるアレルギー対応
に関する資料の収集 
・給食センターの栄養士を含め
新給食センターのアレルギー
除去食調理室に関する調整を
行った。

アレルギー除去室の稼働に
当たってはアレルギー対応方
針が必要であるが、名護市に
おいては具体的な方針がない
ため、策定に取り組む必要が
ある。 B

・各学校のアレルギー対象
者の実態把握調査 
・アレルギー除去室稼働に
向けたアレルギー対応方針
素案の作成

 令和６年度　目標値 
　アレルギー対応の除去食調理可能な
施設 

【１施設】

令和４年度　目標値 
・アレルギー除去食調理室に
係る調整【２回】

令和４年度　実績値 
・アレルギー除去食調理室に係
る調整【２回】

令和５年度　目標値 
・食物アレルギー対象者の
調査【１回】

 
総合評価　 B A
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P（計画）　　　　　　　　　　D（実施）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　C（検証・評価）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A（改善） 

 
具体的施策名

Ⅱ-１-(１) 

文化財の保存及び普及・活用 現状･課題

　本市には多くの指定文化財（84 件）や埋蔵文化財（86 か所）が所在しています。（令和２年４月１日現在）自然や歴史・文化などの各地域に残
る文化財を保存するとともに、教育活動や地域づくりでの文化財の活用に向け、周知を図ります。 
　また、開発等に伴う文化財調査の実施体制強化及び出土遺物等の保存・活用の検討が必要です。

 主管課 文化課

 
当該年度事業計画 取組内容 検証

自己
評価

内部評価（意見） 外部評価（意見） 次年度事業計画

 

主　

な　

取　

組

①
天
然
記
念
物
「
名
護
の
ひ
ん
ぷ
ん
ガ
ジ

ュ
マ
ル
」
の
保
全

 
　倒木対策として平成 22 年度から 23
年度にかけ実施したフレーム支柱の設
置や平成 24 年度の土壌改良により、ひ
んぷんガジュマルの生育状況は安定し
ており短期的対策は成果を挙げていま
す。今後は、長期的対策として、ひんぷ
んガジュマルの生育環境の抜本的な改
善を行うための保全管理の検討を進め
ます。

・定期観察（月１回以上） 
・根鉢内の草刈り等 
・伸長及び垂下枝、枯死枝等道

路交通に影響を与える枝の
剪定

 
・日常的な管理として、根鉢内

の草刈り作業や着生植物（シ
ダ類）の除去作業を状況に応
じて実施。 

・定期的な観察の実施。 
・バスの運行等、道路交通に支

障のある垂下枝の剪定。

 
　フレーム支柱の設置や土壌
改良後、ガジュマルの生育状
況は良好である。しかし、近
年、南根腐病による様々な樹
種の腐朽・枯死が県内で増加
していることから、樹木医や
専門家からのアドバイスをい
ただくなど情報収集に努める
とともに、継続観察が必要で
ある。

Ａ

 

【①について】 

・引き続き樹木医・専門家の

アドバイス、定期観察を実

施し保全に努めて欲しい。

根鉢エリアへの人の立ち入

り禁止することにより道路

横断の危険性も減ると思わ

れる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【全体について】 

・それぞれの施策ともほぼ

予定通り実施されており、

概ね達成できている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【②について】 

・津嘉山酒造所に関する事

業は方向性を再検討する必

要があると考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・定期観察（月１回以上） 
・根鉢内の草刈り等 
・伸長及び垂下枝、枯死枝等
道路交通に影響を与える
枝の剪定

 令和６年度　目標値 
　ひんぷんガジュマルの長期的な保全
管理対策 

【着手】

令和４年度　目標値 
・定期観察　12 回 
・除草作業等　６回 
・軽微な剪定　２回

令和４年度　実績値 
・定期観察　12 回 
・除草作業等　６回 
・軽微な剪定　２回

令和５年度　目標値 
・定期観察　12 回 
・除草作業等　６回 
・軽微な剪定　２回

 

②
重
要
文
化
財
「
津
嘉
山
酒
造
所
施
設
」 

公
開
活
用
推
進
事
業
の
実
施

 
　平成 23 年度から 29 年度にかけて、
国指定重要文化財「津嘉山酒造所施設」
の保存修理事業を完了しました。同施
設は、沖縄に唯一残る戦前の木造泡盛
工場であり、沖縄を代表する文化施設
です。まちなか観光の拠点施設として、
便益施設や泡盛文化のガイダンス施
設、駐車場等の整備を行い、公開・活用
を図ります。

 
・まちなか観光拠点施設の在り
方の再検討。当初予定していた
ガイダンス施設を設けず、駐車
場やトイレのみを整備するな
ど、管理運営者（団体）を必要
としない整備の在り方の再検
討を行う。 
・施設点検 
・草刈り作業等

 
・令和３年６月に車の衝突事故

によりき損した正門右側の
外塀について、令和４年９月
９日に修復作業を実施。 

・雨天時における雨漏りの有無
点検の実施。

 
　き損した外塀については、
令和３年度に文化庁あてに提
出した「修理届」に基づき修
復作業を実施し、原状を回復
した。 

まちなか観光拠点施設の在
り方について、トイレのみの
設置などを検討したが、日常
的な管理が難しいことから、
新たな施設を整備するような
公開活用事業の実施は困難と
判断した。市有地部分は現在
駐車場として使用している
が、以前に比べて駐車スペー
スが拡大したことにより、見
学者の利便性は向上してい
る。

Ｂ

・公開活用事業については
実施困難と判断したことか
ら、施設整備等の事業は行
わないが、引き続き施設点
検や草刈り作業を実施する
など、公開・活用に資する。

 令和６年度　目標値 
　重要文化財「津嘉山酒造所施設」公開
活用事業の実施 

【完了】

 
―

 
―

 
―

 

③
埋
蔵
文
化
財
の
保
存

 
　市内には約 85 か所の埋蔵文化財が
所在しますが、その多くが表面踏査に
よる確認が主であったため、遺跡の範
囲と年代などの性格を把握する試掘調
査や発掘調査を実施します。 
　また、出土遺物や調査図面等の整理
作業を行い、保存・活用に努めます。

 
・住宅建築等の開発行為に伴う

埋蔵文化財の有無照会に対
する確認・調整及び回答。 

・必要に応じた埋蔵文化財の確
認調査（立会・試掘調査を含
む）の実施。 

・キャンプ・シュワブ内におけ
る文化財調査の実施。 

・嘉陽上グスク発掘調査に係る
資料整理作業の実施。 

 
・埋蔵文化財の有無照会に対す

る対応（公共・民間含め 506
件） 

・埋蔵文化財確認調査 24 件 
　内訳：①立会調査７件 
　　　　②試掘調査２件 
　　　　③現場確認 15 件 
・キャンプ・シュワブ内におけ

る埋蔵文化財確認調査６件 
①立会調査５件 
②試掘調査１件 

・大浦崎収容所跡の記録保存調
査の実施。 

・嘉陽上グスクの記録保存調査
の実施。 

・安和与那川原遺跡緊急発掘調
査報告書を発行。 

 
　近年、開発行為等に伴う埋
蔵文化財の有無照会の件数が
非常に多い状況が続いてい
る。照会地が、周知の埋蔵文
化財包蔵地の予想範囲内に位
置するのか、隣接地における
過去の紹介や確認調査の実績
を確認しながら回答を行うと
ともに、必要に応じて立会調
査や試掘調査を実施した。 
　また、大浦崎収容所跡（隊
舎・厚生施設建設予定地の一
部）の記録保存調査を実施し
たが、調査場所の変更が相次
ぎ、沖縄防衛局との調整に時
間を要した。 
　安和与那川原遺跡について
は、平成 29 年度及び令和３年

Ａ

・住宅建築等の開発行為に
伴う埋蔵文化財の有無照
会に対する確認・調整及
び回答。 

・必要に応じた埋蔵文化財
の確認調査（立会・試掘調
査を含む）の実施。 

・キャンプ・シュワブ内にお
ける文化財調査の実施。 

・大浦崎収容所跡における
記録保存調査の実施。 

・安和与那川原遺跡におけ
る試掘調査及び記録保存
調査の実施。 

・嘉陽上グスク発掘調査に
係る資料整理作業の実
施。
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 度に実施した記録保存調査の
資料整理を行い、報告書を作
成・刊行した。 
　嘉陽上グスクの記録保存調
査については、令和３年度の
調査で終えることができなか
った範囲について、引き続き
調査を実施し、調査を終了し
た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【④について】 

・博物館 HP の掲載も視野に

入れてみてはどうか。 

 

 

 

 

 

 

【⑤について】 

・継続フォローを願います。 

 

・市が取り組んでいる文化

財や考古資料の周知、活用

等について個々の取り組み

は大変価値ある用に思う。

展示会、講演会等もう少し

ダイナミックにＰＲしテー

マ工夫するなど、もっと市

民の注目を得られるとよい

かなと思う。 

 

 

 

 

 

 

【⑥について】 

・出前授業の目標達成を是

非。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【⑤について】 

・市内の文化財調査は時間

のかかるものと思われる

が、引き続き対応をお願い

したい。 

業務が増える中での対応は

大変かと思うが、災害時の

文化財保存等への向けた取

組も期待している。

 

④
豊
年
祭
の
支
援

 
　文化課では、市内各地の豊年祭の様
子を映像記録等で残しています。過去
の豊年祭の映像記録も多数保管されて
いますが、古くなり傷んでしまってい
たり、現在の機器では利用できないも
のもあるため、現在、それらのデジタル
化作業を進めています。今後は、これら
の映像資料を市民へ公開し、地域の伝
統文化の継承に生かします。

 
・豊年祭等の継続的な記録調査

の実施。 
・市民、地域のニーズに応じた

映像資料等の貸し出し。

 
・村踊り調査映像記録の実施 
　（数久田・屋部・東江） 
・映像資料等の貸出については

令和４年度は要望がなく実
績なし。

 
　昭和 54 年度から実施して
いる映像記録調査は、近年は
３か所の豊年祭を記録してお
り、令和４年度は外部委託に
て数久田・屋部・東江区の映
像撮影記録を行った。 

各区や市民のニーズに応じ
て公開に努める。

Ａ

・豊年祭等の継続的な記録
調査の実施。 

・市民、地域のニーズに応じ
た映像資料等の貸し出
し。 

・博物館が運用する Web 版
「名護やんばる大百科」
での公開へ向けた調整の
実施。

 

⑤
文
化
財
の
周
知
及
び
普
及
・
活
用
の
促
進

 
　現在、市内には国・県・市指定の文化
財が合せて 85 件あります（令和元年
12 月末現在）。区別にみると、指定文化
財が所在する区が 30 区、所在しない区
が 25 区となっています。「すべての区
に指定文化財を！」を目標に、各区に残
る貴重な文化財を後世に残し、伝えて
いくために文化財指定し、周知及び普
及・活用を推進します。

 
・指定文化財の適切な管理と保

護処置。 
・文化財指定に向けた調査の実

施。 
・地域めぐりや学校における教

育普及活動の実施。

 
・「底仁屋の御神松」シロアリ駆
除及び支柱設置 
・「許田のウバメガシ」ワイヤ
ー支柱新設及び補修 
・「瀬喜田小学校のセンダン」枯
死枝切除及び害虫駆除 
・「久志の観音堂」石仏３Ｄ計測
及び保存修復事業記録撮影 
・「久志の観音堂保存修理事業」
に係る業務支援及び補助金交
付 

 
　指定文化財の所有者及び管
理者（個人や各区）と調整を
図り、保護処置等の支援に努
めた。 
　教育普及活動については、
昨年度と同様コロナ禍の影響
を受けたが、博物館と連携し
て地域学習を実施した。今後
も博物館と連携・協力し学校
現場からのニーズに対応して
いく。 

また、「久志の観音堂」の保
存修理事業においては、文化
財保存調査委員や専門家、久
志区と修理方法等について検
討するなどの支援を行うとと
もに、費用の一部について久
志区に補助金を交付した。

Ａ

・指定文化財の適切な管理
と保護処置。 

・文化財指定に向けた調査
の実施。 

・地域めぐりや学校におけ
る教育普及活動の実施。

 令和６年度　目標値 
　指定文化財の件数 

【９０件】

令和４年度　目標値 
 

【８７件】

令和４年度　実績値 
 

【８６件】

令和５年度　目標値 
 

【８７件】

 　指定文化財が所在する区 
【３２区】

 
【３１区】 【３０区】

 
【３１区】

 
⑥
考
古
資
料
を
活
用
し
た
出
前
事
業
の
実
施

 
　市内には、約 85 か所の埋蔵文化財
（遺跡）が確認されており、本市の歴史
や文化を紹介するため、市民を対象と
した講演会や見学会を実施してきまし
た。また、発掘調査により得られた資料
（遺物）の整理を行い、公開に努め、今
後も学校現場で出前授業を実施するな
ど、教育普及活動を推進します。

 
・考古資料を活用した教育普及
活動の実施。 
・講演会や展示会の開催。

 
・考古資料や過去の調査記録等

の整理作業を実施。 
・ナングスク地形模型製作 
・「なごしのいせき展～屋部地

区の埋蔵文化財～」開催（令
和５年１月 17 日～２月 19
日） 

・グスク時代に関する講演会開
催（令和５年１月 28 日） 

・出前授業の実施 1件 
　令和４年12月 14～19日実施 

屋部小学校６年生４学級

 
　令和３年度に新型コロナウ
イルス感染症拡大防止のため
中止した展示会及び講演会
（58 名参加）を実施した。 
　出前授業については、引き
続き新型コロナの影響を受
け、目標値を上回ることがで
きなかった。 Ｂ

・考古資料を活用した教育
普及活動の実施。 
・講演会や展示会の開催。

 令和６年度　目標値 
　考古資料を活用した出前授業の実施 

【５回】

令和４年度　目標値 
 

【３回以上】

令和４年度　実績値 
 

【１回】

令和５年度　目標値 
 

【３回以上】

 
総合評価　 B A
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P（計画）　　　　　　　　　　D（実施）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　C（検証・評価）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A（改善） 

 
具体的施策名

Ⅱ-１-(２) 

市民の市史づくり 現状･課題

　市史は、本編・資料編等、これまでに 19 巻中 14 巻が刊行されています。また、毎年「市史セミナー」や北部の高校生を対象とした「高校生と
ともに考えるやんばるの沖縄戦（戦跡めぐり）」の実施、字誌刊行の支援など、市史の普及活動にも取り組んでいます。 
　歴史的価値のある公文書について、収集・整理・保管を行っています。歴史的文書の重要性及びその取扱いについて、庁内へのさらなる周知強
化が求められています。 
　市史編さん事業は、令和４年度までに全巻を刊行する予定です。市史刊行終了後の資料（市史編さん資料及び歴史的文書資料）の管理と活用の
方法について、検討していく必要があります。

 主管課 博物館

 
当該年度事業計画 取組内容 検証

自己
評価

内部評価（意見） 外部評価（意見） 次年度事業計画

 

主　

な　

取　

組

①
市
史
の
刊
行

 
　本市の歴史を編さんする事業で、「名
護市史刊行計画」に沿って、自然と人編
（第２部）、通史編、戦後生活史編、市
制 50 周年記念写真集、史資料叢書の刊
行と、名護やんばる大百科事典の Web
公開を実施します。

・「戦後生活史」編の刊行 
・「史資料叢書」の刊行 
・「名護やんばる大百科事典

Web 版」調査→新博物館の検
索システムへの情報登録作
業 

・市史各編の調査及び原稿執
筆、編集作業 
・名護市史刊行計画の見直し

・「戦後生活史」編の研究資料と
して刊行 

・「史資料叢書」の刊行 
・「名護やんばる大百科事典

Web 版」情報登録作業。 
・名護市史刊行計画の見直し及

び市史編さん委員会の終了

毎年刊行している史資料叢
書については、令和 4 年度は
「『琉球国由来記』にみる名
護・やんばる」を刊行した。 

市史編さん委員会を開催し
刊行計画の見直しを行った。
その中で、本編「戦後生活史」
については研究が不十分であ
ること、内容の範囲について
も議論の余地があることなど
から本編での刊行を断念し、
これまで蓄積してきた情報を
研究資料として刊行し、将来
の研究につなげることとし
た。 

また、本編「名護大百科」に
ついては「名護やんばる大百
科 web 版」にその役割はある
とし、書籍としての刊行は行
わず、利用しやすい WEB 版に
統合することが決定された。 

B

【全体について】 

・書籍として残すことも大

事だと思うが、何らかの形

で紙に残すことは可能なの

か。 

 

・全項目継続取り組みをお

願いしたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【②③について】 

・１０数校で平和学習が実

施できたことは評価した

い。また、歴史的文書等のデ

ジタル化が進んでいるのは

良いが、公文書の取り扱い

における市総務課との調整

は是非早急に進めてもらい

たい。 

 
【①について】 
・「やんばる大百科ミニ」は

スマホで見やすい画面なの

か。街散策しながら情報に

アクセスできると街の魅力

が伝わりやすくなるかと思

う。 
 
・市史刊行の見直し等、計画

の見直しがあり実績は目標

値に届かなかったが、市史

刊行の取り組みは十分にで

きていると評価する。 
 
 
【①②について】 
・自己評価では B 評価だが

やむをえない事情なので致

し方ない。平和ガイド向け

の映像資料の作成は現在編

集中とのことで評価に値す

る。 
 
 
【②について】 
・自己評価 B はコロナが原

因のところもあるかと思う

ので、コロナでできなかっ

た対面交流は次年度実施で

お願いしたい。 
 

事業完了 
（「Ⅱ-１-(３)新博物館建設と

博物館活動の充実」内、「名護や

んばる大百科事典 Web 版」の

データベースへの登録を継続

する。）

 令和６年度　目標値 
　名護市史の刊行 
（本編・別巻・資料編計１９巻） 

【１９巻】

令和４年度　目標値 
 
 

【１７巻】

令和４年度　実績値 
 
 

【１6巻】

完了

 

②
教
育
普
及
活
動
の
推
進

　平和学習の実施や市史セミナーの開
催、字誌づくりの支援、民話等の紙芝居
の制作など、市史編さん事業の成果を
市民に広報・普及する事業を実施しま
す。

・第 26 回「高校生とともに考
えるやんばるの沖縄戦」フィ
ールドワーク（戦跡めぐり）
の開催 

・小中学生の平和学習について
は、要望に応じ対応する 

・平和学習に使用できる映像の
ビデオ撮影 

・市史セミナーの開催 
・民話等紙芝居の製作

・「高校生とともに考えるやん
ばるの沖縄戦」フィールドワ
ーク及び市史セミナーは中
止。 

・平和学習の実施（名護小・羽
地小・大宮小・東江小・屋部
小・ひるぎ学園・緑風学園・
名護中・久辺中・あけみお学
級・名護特別支援学校・本部
高校等） 

・民話紙芝居「名馬・仲田青毛」
を製作

・「高校生とともに考えるや
んばるの沖縄戦」フィールド
ワーク及び市史セミナーにつ
いては、新型コロナウィルス
感染症の拡大防止のため中止
とした。 
・平和学習用のビデオ撮影を
行い平和学習のガイド向けに
名護小学校区域周辺の映像を
作成した。 
・小中高各学校については、
要望に応じて平和学習を実施
した。 
・民話等紙芝居は、毎年製作
を行っており、市史事務所や
中央図書館にて貸し出しを行
っている。令和 4 年度の市史
事務所における貸し出しは
42 件。

B

・小中学生の平和学習につ
いては、要望に応じ対応
する 

・平和学習に使用できる映
像のビデオ撮影 

・民話等紙芝居の製作

 令和６年度　目標値 
　平和学習（戦跡めぐり）の参加者 

【９０人】

令和４年度　目標値 
 

【８０名以上】

令和 4 年度　実績値 
 

【中止】

令和５年度　目標値 
 

【９０名以上】

 　市史セミナーの参加者 
【７０人】

 
【５０名以上】

 
【中止】

事業完了

 　民話等紙芝居の制作 
【２６組】

 
【２２組】

 
【２２組】

 
【２３組】

 
③
歴
史
的
文
書
の
収

集
・
整
理
・
保
存

 
　歴史的文書の適切な収取・整理・保存
に取り組み、市史編さん資料として活
用します。

・各課の廃棄簿冊の中から歴史
的文書を選定し、収集・保存す
る。 
・旧源河小学校へ移動させた資

料の目録づくり及びデジタ
ル化業務を実施。 

・公文書及び歴史的文書の取り
扱いについて、総務課と調整
を行う。

・各課の廃棄簿冊を確認し、歴
史的文書を選定・収集した。 
・旧源河小学校にある資料の目
録を作成した。 
　また、令和 4 年度は資料保存
箱 8 箱分デジタル化終了。、 
・公文書および歴史的文書の取
り扱いについて総務課と調整
を行ったが、具体的な解決には
至っていない。

選定・収集については、例
年どおり実施できた。 

合併以前の資料を中心にデ
ジタル化を実施。少しずつで
はあるが運用に向けての取組
が進んでいる。 

歴史的文書の収集を含めた
公文書の取扱いについては、
今後、本庁総務課との調整が 
必要。

A

・旧源河小学校の歴史的文
書を旧名護博物館へ移送
し、及びデジタル化業務を
実施。

 
総合評価　 B A
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P（計画）　　　　　　　　　　D（実施）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　C（検証・評価）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A（改善） 

 
具体的施策名

Ⅱ-１-(３) 

新博物館建設と博物館活動の充実 現状･課題

　旧名護市役所を改築した現名護博物館は築 60 年が経過しており、老朽化による雨漏り等、様々な課題が生じています。また、身障者等に対応
した設備機能や市民の活動スペースが不足しており、多くの利用者から求められるニーズに十分対応できておらず、付帯施設については敷地が狭
く駐車場が不足しており、修学旅行生等の団体利用者の受入が困難となっております。開館から 35 年が経過し、収集した資料の保管場所も不足
しております。これらの課題を解決し、多様化した利用者のニーズに応えるため、新博物館建設と博物館活動の充実に取り組みます。

 主管課 博物館

 
当該年度事業計画 取組内容 検証

自己
評価

内部評価（意見） 外部評価（意見） 次年度事業計画

 

主　

な　

取　

組

①
新
博
物
館
建
設
の
推
進

 
　名護・やんばるの自然や歴史・文化に
関する情報や資料を収集・保存・発信
し、総合的なガイダンス拠点及び学び
の場となる新博物館を整備します。 
　平成 30 年度は、基本設計、造成設計、
用地測量及び不動産鑑定を実施しまし
た。 

令和元年度から３年度にかけては用
地購入、実施設計、造成工事及び建築工
事、展示制作等を実施します。 

工事完了は令和４年３月末、新博物
館開館は令和４年10月ごろを予定して
います。

 
＜令和３年度繰越事業＞ 
・屋外整備工事 
(令和 4 年 11 月完成予定) 

・やんばる歴史文化保存活用委
託業務 

（令和 4年 7 月完成予定） 
・展示制作委託業務 
（令和 5年 2 月完成予定） 
・備品購入 
（令和 4年 10 月完成予定） 

＜令和２年度繰越事業＞ 
・博物館棟建築工事 
　（令和４年９月完成） 
＜令和３年度繰越事業＞ 
・屋外整備工事 

(令和４年 12 月完成) 
・やんばる歴史文化保存活用委

託業務 
（令和４年６月完了） 
・骨格標本等の展示制作委託業

務 
（令和５年２月完了） 
・大型冷凍庫及び自動券売機、
カーテン備品購入 
（令和４年 10 月完了） 
・新博物館開館（３月）

≪成果≫ 
遅れていた博物館棟が完成

し、屋外整備、委託業務及び
備品購入もほぼ計画通りに完
了し、３月１日より新博物館
を開館した。 
 

A

【全体について】 

・大変好評の博物館となり

嬉しく思う。この状況が長

く続くように、関係部署と

連携しながら、広い範囲で

来館者が来られることを願

う。また、観光協会とも連携

し、ぜひ、インバウンドのお

客様に入館していただける

と異文化体験としても喜ば

れるのではないか。 

 

・継続的に魅力あるイベン

トや展示を期待している。

名護の一大スポットを目指

したい。 

 

・新博物館のオープン、資料

移送等が計画通り実施され

たことは素晴らしい。今後

は、周知活動、出前授業の充

実に継続して力を入れても

らいたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【全体について】 

・新博物館完成だけでなく

活動も充実しており、十分

できていると評価する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業完了 

 令和６年度　目標値 
　新博物館の建設 

【令和４年度に開館予定】

令和４年度　目標値 
　新博物館建設事業（屋外整
備・委託業務・備品購入）の完
了

令和４年度　実績値 
新博物館建設事業（博物館棟

建築、屋外整備・委託業務・備
品購入）完了

完了

 

②
博
物
館
資
料
の
収
集
・
整
理
・
保
管

 
　名護博物館のテーマである「名護・や
んばるの生活と自然」に関する資料を
継続して収集・保存します。また、新博
物館建設に向けて、現在収蔵している
資料及びそれに付随する情報の記録・
整理を進めるとともに、適切に保存・管
理を行います。

・資料の収集・整理・保管 
・利活用の促進 
 
 9 月に新博物館の建物が完成
することから、新博物館で展示
予定の資料について最優先で
作業を進める。 
引き続き「なごはくサポータ

ー」等の関係者の協力も得なが
ら、整理、クリーニング、保管、
搬送等の作業を行う。 
　データベースの公開に向け
て、データの登録とともに、公
開するにあたっての諸条件の
整理を進める。

・新博物館への資料移送（10 月
～３月） 
 
・「なごはくサポーター」等の関
係者による資料の整理及びク
リーニング（４月～３月） 
 
・名護やんばる大百科（全資料
版）を Web 公開（３月） 
・名護やんばる大百科ミニ（セ
レクト資料版）の Web 更新（随
時） 
 
・博物館資料データベース更新 
追加資料：自然史（８点）、歴史
民俗資料（30 点）、美術工芸資
料（５点） 

（データベース総登録件数
32,197 点）

≪成果≫ 
　博物館棟が完成し、旧博物
館及び旧崎山図書館から資料
の移送を計画通り実施でき
た。 
「なごはくサポーター」等の
関係者の協力をいただき整
理、クリーニングの作業を行
った。（延べ参加人数約 380
人） 
　博物館資料データベース登
録資料について現状確認及び
公開条件整理を行い、公開可
能な資料について名護やんば
る大百科及び大百科ミニの
Web 公開及び更新した。（公開
件数 1,792 点） 
 
≪改善点≫ 

美術工芸資料の展示に取り
組む必要がある。

A

・資料の収集・整理・保管 
・利活用の促進 
・「なごはくサポーター」等
の関係者の協力も得なが
ら、資料の整理、クリーニン
グ、保管等の作業を行う。 
・データベースを更新する
ため、資料の登録とともに、
公開するにあたっての諸条
件の整理を進める。

 令和４年度　目標値 
移送資料点数 
　【２，５００点】 
 
　今年度は、資料の新規登録
ではなく、新博物館への資料
移送を優先する。現博物館の
展示資料について新博物館へ

の移送を完了する。

令和４年度　実績値 
移送資料点数 

【２，６５５点】 
※上記の内新博物館展示資料
は約 2,000 点 
※展示資料内訳 

自然史（1,500 点）、歴史民俗
資料（500 点）、美術工芸資料
（0 点）

令和５年度　目標値 
収集資料件数 
　【５０件】 
※収集資料数：300 点
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③
博
物
館
活
動
の
充
実

　 
新博物館開館後の活動については、

学校や北部の博物館、その他の関係機
関や団体等との連携を推進し、学習活
動をはじめ、より充実した相乗効果の
高い事業実施を展開します。広い敷地
を活用した体験講座の実施、また新館
では修学旅行生や団体客などの受け入
れも可能となることから、市民だけで
なく観光客も対象とした講座の企画な
ど、より多くの方が参加できるような
活動を目指します。

 
新館建設業務に負担のかか

らない範囲で出前授業等の一
部学習支援活動は継続して実
施する。 
　情報発信については、広報
誌、博物館 HP、ブログを活用す
るほか、SNS（インスタグラム、
フェイスブック、ツイッター
等）による周知を計る。また、
博物館活動のサポーターの輪
を拡げることで、各種媒体等に
おける情報発信の機会を積極
的に獲得する。

 
・出前授業（総合、平和及び地
域学習等）（５～１月） 
・学習会及び講座（９月） 
 
・博物館紹介及び開館イベント
周知活動（２月） 
・博物館紹介及び常設展示開始
の周知活動（３月） 
 
・なごはくサポーターによる開
館イベント企画（草玩具づくり
体験）と併せてサポーター募集
周知活動 

 
 

≪成果≫ 
学習支援活動（オンライン

を含む）及び講座等を実施で
きた。延べ人数 2,481 人であ
った。 
 

広報誌（市民のひろば）記
事掲載、チラシ配布、博物館
HP 更新、ブログ更新及び SNS
投稿し情報発信を行った。（イ
ンスタグラム及びツイッター
への投稿は各 20 件） 
　除幕式、開館イベントを他
部署と連携して実施し、当日
（3/5）は入館者 1,275 人であ
った。開館イベントにより、
効果的に情報発信することが
できた。 

3 月の入館者は累計 3,893
人であった。 
 
令和４年度なごはくサポー

ター登録人数は、23 人となっ
た。 
 
≪改善点≫ 

フェイスブックについて未
活用の状況がある。

A

【③について】 

・なごはくサポーターの募

集については、受付の他 SNS

の活用方法も考えてはどう

か。

【③について】 

・遠足等でのバスの受入は

されているのか。名護市外

の小学校向け案内もされる

と利用を希望するところが

あるのではないか。 

 

・新博物館の完成により移

転作業等もあり業務多忙の

中、予定通り遂行できてい

る。学習支援活動が目標よ

りも 3 倍近い実績があった

ことも評価できる。

・出前授業等の学習支援活動
を継続して実施する。 

・小中学生の平和学習につい
て、要望に応じ対応する。 

・平和学習（フィールドワー
ク用）に使用できる映像（ビ
デオ）を作成する。また、映
像（ビデオ）とガイドブック
と併用する学習方法の検討
を行う。 

・民話等紙芝居を製作する。
【23 組】 
・情報発信について、広報
誌、博物館 HP、ブログを活
用するほか、SNS（インスタ
グラム、フェイスブック、ツ
イッター等）による周知を
計る。また、博物館活動のサ
ポーターの輪を拡げること
で、各種媒体等における情
報発信の機会を積極的に獲
得する。

 令和６年度　目標値 
　入館者数（人） 

【３０，０００人】

令和４年度　目標値 
 
― 

（R１年度より常設展示公開終
了） 

令和４年度　実績値 
　入館者数（人） 

【３，８９３人】

令和５年度　目標値 
　入館者数（人） 

【２７，６００人】

 　講座参加者数（人） 
【７５０人】

― 
（新型コロナにより中止）

講座参加者数 
【３９人】

　講座参加者数（人） 
【６９０人】

 　学習支援活動実施数（回） 
【８５回】

学習支援活動等実施数 
【１０回】

学習支援活動等実施数 
【３１回】

　学習支援活動実施数（回） 
【７８回】 

 
総合評価　 A A
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P（計画）　　　　　　　　　　D（実施）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　C（検証・評価）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A（改善） 

 
具体的施策名

Ⅱ-２-(１) 

市民に開かれた利用しやすい図書館運営 現状･課題

　平成 27 年１月より、市民より要望の多かった開館時間の延長と祝日開館を実施しています。 
　平成 30 年３月に策定された「名護市子どもの読書活動推進計画」において、ブックスタート*事業を図書館の取組の一つとしていますが、市民
からの問い合わせも多く、早期に開始する必要があります。 
　子どもから大人まで、名護市や沖縄県など郷土についての調査研究をする市民の要望に応えるため、継続的に郷土資料の充実を図る必要があり
ます。 
　また、図書館の施設、設備においては経年劣化や老朽化などが見られるため、計画的な修繕の実施等の適切な維持管理が必要です。

 主管課 中央図書館

 
当該年度事業計画 取組内容 検証

自己
評価

内部評価（意見） 外部評価（意見） 次年度事業計画

 

主　

な　

取　

組

①
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
・
実
施

 
　図書館の資料を用いて市民の調べも
ののサポートをするレファレンスサー
ビス*の充実を図るため、資料の選定、
購入及び郷土資料の購入を継続的に行
います。また、レファレンス研修を行
い、職員のスキルアップを図ります。

・参考図書、郷土資料の購
入、郷土寄贈資料の受入（随
時） 

・参考図書の受入数　77 冊 
・郷土資料の受入数　1,262 冊 
（うち寄贈の受入数　595 冊） 
 
・沖縄県立図書館主催の譲渡会
に参加し当館に不足している
郷土資料を譲り受けた。 
 
・レファレンス対応件数 
　【内訳】 
　　口頭対応　　216 件 
　　電話対応　 　18 件 
　　読書案内　2,096 件

・調べ物や個人研究で活用で
きる参考図書を選書会議（月
１回開催）で検討し受け入れ
るよう努めている。 
　特に、郷土資料においては
継続して積極的な収集に努
めたい。 

 
・全職員が全窓口（貸出/返却
/登録/相談）でレファレンス
の受け付けができるよう、窓
口連携を図った。

A

 
【①について】 
・職員同士の連携が取れて

いる結果でとても評価でき

る事だと感じる。 
 
・職員の横の連携をこれか

らも強化して来館者数が伸

びるようにがんばって頂き

たい。 
 
・素晴らしいと思う。 
 
 
 
【②について】 
・引き続き対応をお願いし

たい。 
 
・子どもの読書活動推進計

画の充実において、学校司

書との連携は重要な取り組

みかと思われる。是非、双方

向連携の充実をお願いした

い。     
 
 
 
 
 
【③について】 
・目標再設定が必要かと思

う。対面にこだわらない方

向で考えてもよいのではな

いか。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【全体について】 

・取り組みは概ねできてい

ると評価する。デジタルに

はない紙の本のすばらしさ

を多くの人に知っていただ

けるとよいと思う。 

 

・コロナ禍もありながら概

ね目標を達成できていると

思う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・参考図書、郷土資料の購
入、郷土寄贈資料の受入 
・参考図書受入　80 冊 
・郷土資料受入 1,300 冊 
（うち寄贈受入　600 冊） 
 
・レファレンス対応件数 
　【内訳】 
　　口頭対応　　230 件 
　　電話対応　 　20 件 
　　読書案内　2,250 件

 令和６年度　目標値 
　レファレンス件数 

【３，０００件】

令和４年度　目標値 
レファレンス件数 

【１，５００件】

令和４年度　実績値 
レファレンス件数 

【２，３３０件】

令和５年度　実績値 
レファレンス件数 
【２，５００件】

 

②
学
校
司
書
と
の
連
携

 
　学校司書研修会に参加し、学校図書
館と連携を図るとともに、市内小中学
校のベストリーダー*紹介を継続的に
行えるようにします。また、学校司書と
協同で作成した名護市推薦図書リスト
を見直し、改訂版を作成するとともに、
授業に関連した図書の貸出を行いま
す。

・市内小中学校のベストブッ
クの館内掲示。 

・学習支援資料の紹介 
・団体貸出の推進

・学校司書研修会に職員派遣。 
・メール等を活用し学校図書館
関連の情報発信。 

・保育園や幼稚園等の団体にも
申請書の活用を奨励。 

・リサイクル本の譲渡会開催。 
・学校等からの貸出件数 
【内訳】 
　・小中学校　194 冊（21 件） 
　・保育園等　561 冊（13 件）

・件数は、既定の団体利用申
請書で受け付けた件数のみ
を算出している。 
・市司書研修会に学校図書館
支援担当職員を毎月派遣し
情報の共有、要望を受け付け
る等、連携を密に図ってい
る。また、メール等を活用し
学校司書へ当館が得た図書
館関連情報・学校支援につな
がる情報を発信している。こ
のような取り組みに対し、沖
縄県立図書館子ども読書支
援・学校図書館支援担当主事
より学校図書館と公共図書
館連携の実践事例として紹
介を行いたいと依頼を受け
た。

B

・市内小中学校図書館支援
及び定期的な情報交換 
・子どもも読書活動推進計
画連携期間の取り組みの充
実

 令和６年度　目標値 
　学校からの貸出依頼件数 

【１００件】

令和４年度　目標値 
学校からの貸出依頼件数 

【６０件】

令和４年度　実績値 
学校からの貸出依頼件数 

【３４件】

令和５年度　実績値 
学校からの貸出依頼件数 

【６０件】

 
③
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
お
は
な
し
会
の
継
続

 
　乳幼児向けのおはなし会に加え、高
齢者向けのおはなし会を開催します。 
　また、ボランティアを対象とした読
み聞かせスキルアップ講座等を開催し
ます。

・ボランティアによるおはなし
会の再開。

おはなし会の開催内容 
【内訳】 
・ボランティアによる開催 

29 回 
参加者 554 人 

（子ども 353 人/大人 201 人） 
・職員による開催　 

10 回 
　参加者 113 人 
（子ども 59 人/大人 54 人） 
・アメリカ領事館による開催 

1 回 
　参加者 22 人 
（子ども 16 人/大人 6 人）

 
・三密を避けるため、参加者
の人数制限（5組15人程度）、
感染症対策を徹底し定例お
はなし会を再開した。 

 
・感染症拡大不安による、ボ
ランティア団体の活動休止
があったが、職員が対応する
ことで、定例おはなし会を継
続して実施した。 

 

A

・ボランティアによるおは
なし会の再開 

・ボランティア団体との連
携及び相互連携を図る 

・スキルアップ支援 
・適切なおはなし会の実施

 令和６年度　目標値 
　おはなし会参加者数 

【２，０００人】

令和４年度　目標値 
おはなし会参加者数 

【５０人】

令和４年度　実績値 
おはなし会参加者数 

【６８９人】

令和５年度　実績値 
おはなし会参加者数 

【１０００人】
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④
市
民
の
要
望
に
考
慮
し
た 

講
座
や
講
演
会
の
開
催

 
　一般向けの本の装備（シール式ブッ
クカバーのかけ方等）講座や中高年層
を対象とした音読講座を開催します。
また、郷土に関する講座、講演会を開催
します。

・感染症対策を考慮した図書館
主催事業の開催。

【開催数の内訳】（参加者数） 
①おはなし会　40 回（689 人） 
②上映会　30 回（593 人） 
③ブックスタート 
　12 回（子ども 173 人 /大人
199 人） 

④いきいき健康！音読タイム 
　２回（大人 31 人） 
⑤羽地図書室おりがみ教室 
　１回（子ども２人大人４人） 
⑥スタンプラリー　１回 
　　　　　　　　　　

・感染症対策を徹底しながら
幅広い世代を考慮した開催
に取り組んだ。 

 
・名護市子ども読書指導員の
活用について計画的・積極的
活用に努めた。また、学校司
書へも指導員の活用方法に
ついて情報提供を行った。

A

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【⑤について】 
・子供に絵本をという考え

よりは、保護者に向けたほ

うが、保護者的にも考える

ものがあるのではないかと

思う。 
 
・ブックスタートは子ども

たちに本に触れる機会を創

る事が事業の目的だと思う

ので、できるだけ多くの子

どもたちに届くようにして

もらいたい。 
 
・是非目標達成できるよう

工夫が必要ではないか。赤

ちゃんにではなく保護者に

差し上げて活用と言う意見

に同意する。 
 
【⑥について】 
・修繕業者が一箇所のため

修繕日程がとれなかったの

か。 
 
・修繕は大事なことなので、

引き続き対応をお願いした

い。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【⑤について】 

・子育ての困りごとも聞い

たりする機会があるといい

かと思う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【⑥について】 

・RFID タグなどを活用した

貸出・返却システム等含め

た、職員の業務負担軽減の

検討をし、持続可能な図書

館運営をしているといいか

と思いう。

・市民の要望に考慮した図
書館主催イベントの開催 

・幅広い利用者層に応えら
れるイベントの開催

 令和６年度　目標値 
　講座・講演会等の開催数 

【８０回】

令和４年度　目標値 
講座・講演会等の開催数 

【４０回】

令和４年度　実績値 
講座・講演会の開催数 

【８６回】

令和５年度　実績値 
講座・講演会の開催数 

【９０回】

 

⑤
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
の
実
施

 
　赤ちゃんとその保護者が絵本を通し
てふれあいの時間を楽しめるよう、ブ
ックスタート事業を開始します。

・ブックスタート用図書の購
入。 

・ブックスタート実施と、感
染症対策を考慮した読み聞
かせの実施。

・ブックスタートパック（絵本
と布絵本バック等）の購入 

 
・ブックスタート開催数１２回 
　参加者　372 人 
（子ども 173 人/大人 199 人） 
開催日時　毎月第３水曜日 
実施時間　11：00～12：00 
 
・情報の発信 
（市民のひろば、館だより、HP
への掲載、市公式 LINE 等を活
用） 

・AV ホールでの開催から、展
示ホールに切り替え、図書
館利用者が行き交う中で本
事業の周知を図った。 

・担当職員が広報誌に関する
研修を受け、乳幼児健診に
同封する当該事業のチラシ
の工夫を図った。 

・乳幼児参加型の為、保護者
の感染症に対する懸念があ
ったことから、どうしても
参加が難しい場合は窓口で
の受け渡しも行った。令和
５年度より開催時間を 30
分伸ばす。10：30 開始 

・一人ひとりの赤ちゃんへ絵
本をひらく「体験」と一緒
に「絵本」を手渡し、生涯に
おいて読書に親しんでもら
えるよう当館への利用案内
にもつなげている。 

B

・ブックスタート用図書の
購入。 
・ブックスタート事業の目
的に沿って、開催方法を工
夫し、多くの対象者の参加
を目指す。 
・市立図書館の継続的な利
用の推進と子育てに関する
相談に寄り添える開催とす
る。

 令和６年度　目標値 
　ブックスタート参加組数 

【３００組】

令和４年度　目標値 
ブックスタート参加組数 

【２００組】

令和４年度　実績値 
ブックスタート参加組数 

【１７５組】

令和５年度　実績値 
ブックスタート参加組数 

【２００組】

 

⑥
施
設
・
設
備
の
維
持
管
理

 
　施設・設備の経年劣化や老朽化が見
られるため、計画的な修繕の実施等の
適切な維持管理を行います。

 
急を要する箇所の修繕を実施 
・トイレの配管水漏れ修繕 
・ＡＶホール観覧席ローラー修

繕 
 
 
中長期的な視野に立ち修繕を
要する箇所については、予算確
保等、計画的に実施 
・１階・地階の自動ドアセンサ

ー機器の取替え修繕 

 
・令和 4 年度は配管水漏れ修繕
を行うことができなかった 
・AV ホール観覧席ローラー修
繕を行った 
 
 
 
 
・令和５年度の予算計上は行っ
ていない

・業者との連絡、現地調査は
行えたが、修繕日程等の調整
が行えなかった。次年度での
修繕にむけて取り組みたい。 
・業者との調整、契約、修繕
まで行えた。 
 
 
 
 
・修繕の優先順位を再度確認
し計画、予算の確保等を行い
たい。

B

令和５年度修繕実施 
・トイレの配水管水漏れ修
繕 

（1 階女子、地階男子身体障
害者用トイレの 2 箇所）

 
総合評価　 B A
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具体的施策名

Ⅱ-２-(２) 

全市域の市民へ公平なサービスの提供 現状･課題

　移動図書館サービスは、がじまる号が保育園、学校、公民館等を定期的に巡回し、図書の貸出を行っており、好評を得ています。そのため、保
育園から、新規の巡回希望があります。 
　羽地地区センター図書室の利用が減少傾向にあります。

 主管課 中央図書館

 
当該年度事業計画 取組内容 検証

自己
評価

内部評価（意見） 外部評価（意見） 次年度事業計画

 

主　

な　

取　

組

①
移
動
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

 
　毎年、サービスポイント*の見直しを
行い、移動図書館サービスを継続的に
実施します。 
　また、魅力のある特集コーナー作り
や、夏休み期間にサービスポイント未
設置の公民館等への特別巡回を実施し
ます。

・サービスポイント及び巡回日
程の見直し。 

・感染症対策を取りながら、利
用制限を緩和する。

・日常的に図書館を利用するこ
とが困難な地域の学校、保育
園（所）、区、団地などで一定
以上の人口が居住、または入
院設備があり、一定以上の利
用が見込まれる病院・施設等
２３ヶ所をサービスポイン
ト（ステーション）とし、巡
回を計画的に実施。 

 
・巡回先と連携を図りながら利

用制限を緩和した。

 
・各ステーションで地域住民

の利用が少ない。地域住民
の利用が増えるよう担当ス
テーションと連携を密に周
知を図りたい。 

 
・セット貸出の１セット冊数

を１０冊減らし４０冊とし
た。セット貸出を活用する
際に背表紙が見えることや
利用団体の管理面に考慮し
た。その分、セット貸出の
貸出件数は減となった。

B

【①について】 

・目標冊数はあくまでの数

値目標でありハードルを上

げる必要はなく行き届く事

が大事と考える。 

 

・移動図書館サービスは大

変意義ある取り組みかと思

う。イメージ作りの工夫や

更なるサービスの向上を目

指し継続し取り組んでもら

いたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【③について】 

・羽地地区センター図書室

の来室者、貸出件数が大幅

に多く地域の盛り上がりと

ともに上がっているのもあ

るのかなと感じる。 

 

・羽地地区センターの活性

化は皆さんの取組が数字に

現れていると思う。これか

らは他の支所での取組を希

望する。 

 

・遠隔地の返却については

前向きにご検討いただける

と満足度向上も望めるので

はないか。

【①について】 
・R6 年度目標値が高いよう

に感じた。目標達成に向け

て検討を今後されるかと思

う。業務負担になるかと思

うが、対応をお願いしたい。 
 
・移動図書館等では利用し

やすい工夫を望みます。 
 
・中央図書館の利用実績、移

動図書館の貸出の工夫改善

が実施されており、評価で

きる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【③について】 
・羽地地区図書室が継続し

て多くの来室者数であるこ

とは取り組みが十分できて

いると考えられる。 
 
・羽地地区図書室は特に利

用率が高いのは特筆され

る。

・日常的に図書館を利用す
ることが困難な地域のサ
ービスポイントの設置。 

・各ステーション地域受民
への周知及び充実したサ
ービスの提供。

 令和６年度　目標値 
　がじまる号貸出件数 

【５０，０００冊】

令和４年度　目標値 
がじまる号貸出件数 

【４０，０００件】

令和４年度　実績値 
がじまる号貸出件数 

【３１，６０１件】

令和５年度　目標値 
がじまる号貸出冊数 

【４０，０００冊】

 

②
自
治
公
民
館
、
企
業
へ
の 

セ
ッ
ト
貸
出
の
推
進

 
　毎年、セットの本の入れ替え及びセ
ット貸出希望団体の募集を行い、継続
的に実施できるよう努めます。

・セット貸出団体新規募集及び
サービスポイントでのセッ
ト貸出推進。 

・基本セット以外のテーマ 
やシリーズセットの作成 
及び貸出。 

・職員が協力してセット本の作
成を行い、さまざまなジャンル
の本を用意。 
１セット 40 冊　24セット作成 
 
・企業や事業所等に移動図書館
担当職員が月１回巡回し、セッ
トを交換している。

・ステーションごとのセット
利用団体は８か所だが、そ
の他の利用団体が８か所あ
り、巡回の合間にセット貸
出を提供している。がじま
る号が提供しているセット
は 16 か所である。今後も、
利用団体が増えるよう周知
を図りたい。

A

・セット貸出団体新規募集
及びサービスポイントでの
セット貸出推進。 
・基本セット以外のテーマ 
やシリーズセットの作成 
及び貸出。

 令和６年度　目標値 
　セット貸出ステーション数 

【１０か所】

令和４年度　目標値 
セット貸出ステーション数 

【７か所】

令和４年度　実績値 
セット貸出ステーション数 

【８か所】

令和５年度　実績値 
セット貸出ステーション数 

【９か所】

 

③
羽
地
地
区
セ
ン
タ
ー
図
書
室
の
充
実

 
　継続的な資料の購入及び配架の見直
しを行います。また、魅力のある特集コ
ーナー作りをし、資料提供を行うとと
もに、利用促進につながるようなイベ
ントを開催します。

・羽地図書室用資料の購入及
び資料の入れ替え。 

・多彩なテーマと、地域の特
性にあった特集コーナーの
設置。 

・本館と連携した利用促進に
つながるイベントの共同開
催。 

・地域のニーズに沿った資料の
購入　【受入数　1,192 件】 

 
・本館と連携したイベントの実

施や羽地図書室担当職員に
よるおりがみ教室の実施。

・市民の方々にも羽地図書室
の周知が年々、図られてき
た。 

 
・本館と連携したイベントの

実施や羽地図書室職員によ
るイベントを実施すること
で来館者が増加した。 

 
・予約やリクエストの受付件

数が増えており、本館と羽
地図書室両方を利用してい
る利用者の増加が著しい。

A

・羽地図書室用資料の購入
及び資料の入れ替え。 
・多彩なテーマと、地域の特
性にあった特集コーナーの
設置。 
・本館と連携した利用促進
につながるイベントの共同
開催。

 令和６年度　目標値 
　羽地図書室来室者数 

【１，０００人】

令和４年度　目標値 
羽地図書室来室者数 

【２，０００人】

令和４年度　実績値 
羽地図書室来室者数 

【２，８２１人】

令和５年度　実績値 
羽地図書室来室者数 

【３，０００人】

 　羽地図書室貸出件数 
【８，０００冊】

羽地図書室貸出件数 
【７，０００件】

羽地図書室貸出件数 
【８，４６２件】

羽地図書室貸出冊数 
【８，０００冊】

 
総合評価　 B B
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P（計画）　　　　　　　　　　D（実施）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　C（検証・評価）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A（改善） 

 
具体的施策名

Ⅱ-３-(１) 

芸術文化の振興 現状･課題

　芸術文化は、人々の生活に楽しさや癒し、感動など心に潤いとゆとりをもたらしてくれます。市民が身近に芸術文化に触れる機会をつくるため、
「鑑賞型事業」「体験型事業」「育成型事業」等の幅広い分野の事業を展開し、潤いと活力あるまちづくり実現のため芸術文化活動の促進に努めて
います。また、アウトリーチ*事業として学校や福祉施設等へ出向き、優れた舞台芸術に直接触れる機会をつくり、豊かな感性を育むとともに芸術
への関心度を高める環境づくりにも力を入れています。なお、自主文化事業開催後にアンケートを実施しており、要望・意見などを業務（事業）
改善のための貴重なデータとして活用し、芸術文化の創造・発信に役立てています。  主管課 地域経済部　文化スポーツ振興課

 
当該年度事業計画 取組内容 検証

自己
評価

内部評価（意見） 外部評価（意見） 次年度事業計画

 

主　

な　

取　

組

①
地
域
の
芸
術
文
化
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
展
開

 
　芸術文化の創造、交流、発信の拠点と
して市民会館の管理・運営の充実を図
り、魅力ある文化施設の運用に努めま
す。また、市民が身近に芸術文化に触れ
る機会をつくるため、幅広い分野の芸
術文化事業の企画、運営を行い、文化活
動の提供、地域の若手芸術家の育成な
ど、豊かな文化の裾野をひろげ、魅力的
で活力あるまちづくりを目指します。

・コロナ対策を適切に講じなが
ら、主に美ら島おきなわ文化
祭（国民文化祭）の事業実施
に取り組み、市民が多彩な芸
術文化に触れ親しむことで
地域の文化力を高め、心豊か
な活力あるまちづくりを目
指す。 

 
・三井住友海上文化財団 

アミューズ・クインテット
（木管五重奏）コンサート 

・NHK 連続テレビ小説ちむど
んどんファン感謝祭 

・美ら島おきなわ文化祭 2022
事業 

・人形劇の祭典 
・太鼓の祭典前夜祭 
・太鼓の祭典 
・国頭地区中学校総合文化祭・

音楽発表会 
・名護第九演奏会 
・NAGO みんなのハート＆ア
ート展 

・やんばる歌碑巡りツアー 
・名護市民劇 
・やんばる展

＊三井住友海上文化財団 
木管五重奏コンサート 

＊NHK 連続テレビ小説ちむど
んどんファン感謝祭 

＊美ら島おきなわ文化祭事業 
・人形劇の祭典 
・太鼓の祭典前夜祭 
・太鼓の祭典 
・国頭地区中学校総合文化祭・

音楽発表会 
・名護第九演奏会 
・NAGO みんなのハート＆ア

ート展 
・やんばる歌碑巡りツアー 
・名護市民劇 
 
＊TSUNAGU MUSIC フェス 
＊やんばる展・文化祭合同開催 
＊こども一万人の個展特別企

画｢瀬長瞳 世界の人形展」 
＊音楽とお話と映像で楽しむ

「ピーターとおおかみ」琉球
交響楽団

・令和４年度においては国内
最大の文化の祭典「国民文化
祭」事業に向けて職員一丸と
なって取り組み、全事業計画
の目標を達成することができ
た。コロナ禍も落ち着きを見
せる中、感染防止対策も講じ
ながら多彩な芸術文化事業を
実施したことで、市民が身近
に芸術文化に触れ親しみ、地
域の文化力を高め、心豊かで
活力あるまちづくりに貢献す
ることができた。

A

 

 

 

 

 

【①について】 

・良い取り組みであるた

め、継続してほしい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【②について】 

・市民参加型事業について

は、親子で一緒に参加では

なくても、同じ時間に違う

体験を実施する等、もっと

参加しやすいような、工夫

が必要なのではないか。 

また、障害者や高齢者が参

加しやすい事業をもっと

模索できればと思う。 
 
・市民参加型事業において

は成果の見える化が望ま

れる。 
 
・ネガティブ意見があれば

キャッチアップし、より良

い内容にして欲しい。 
 
 
 

【全体について】 

・今後とも、文化振興のた

めの事業展開をお願いし

たい。 

 

【①について】 

・他団体との連携により芸

術文化事業を計画通り開

催できた事は評価できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【②について】 
・コンテンポラリーダンス

等が好評である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・市民が身近に芸術文化に
触れる機会をつくるため、
幅広い分野の芸術文化事業
の企画、運営を行い、市民が
多彩な芸術文化に触れ親し
むことで、心豊かな活力あ
るまちづくりを目指しま
す。 
・ＮＨＫ公開収録番組「テレ
どーも！」 

・森山良子アコースティッ
クコンサート 

・上田純子ソプラノコンサ
ート」 

・第 36 回市民音楽祭 
・第 1 回てぶくろアート展 
・芸術・スポーツ・食の祭典
ちゃんぷるーフェスタ in
名護 

・宝くじまちの音楽会「南こ
うせつwithウーファン～
心のうたコンサート～ 

・TSUNAGU MUSIC FES 
・第 48 回やんばる展 
・こども一万人の個展 
・絵本 DE クラッシック（仮
称） 

・次年度事業計画および予
算確保 

 令和６年度　目標値 
　鑑賞型事業 

【８公演】

令和４年度　目標値 
【12 公演】

令和４年度　実績値 
【１４公演】 

令和５年度　目標値 
【10 公演】

 

②
市
民
参
加
型
事
業
の
充
実

 
　第一線で活躍する芸術家（アーティ
スト）が音楽や演劇などのワークショ
ップ*を行い、市民の皆さんと一緒に舞
台を創造する「市民参加型」の事業を行
います。芸術文化を鑑賞するのみでな
く、実際に参加・体験し、市民の芸術文
化への関心度を高める機会を増やしま
す。また、市民自らが直接芸術文化に触
れ、参加することにより、地域の芸術文
化の活性化へとつなげます。

・市民参加型公演 
現代ダンスコンテンポラリ
ーダンス公演 

・三線をはじめよう！ 
　医療・福祉従事者向け 
・アミューズクインテット 
　管楽器クリニック 
・指揮者佐渡裕吹奏楽交流演奏

ワークショップ 

・現代ダンスコンテンポラリー
ダンス公演 

・三線をはじめよう！ 
　医療・福祉従事者向け 

・名護第九演奏会 
・世界的指揮者　佐渡裕氏　吹

奏楽クリニック 

・第一線で活躍するアーティ
ストより表現する喜び楽し
みなど教えてもらいながら、
ダンスや音楽に参加・体験し
たことで市民の芸術文化へ
の関心度が更に高まった。 

また、参加者自らワークシ
ョップ等に参加し、練習や稽
古を重ねた後、成果発表する
ことで感動や喜びを共有し、
地域活性化にもつなげるこ
とができた。

A

第一線で活躍する芸術家 
と市民の皆さんと一緒に 
舞台を創造する事業と芸術 
文化を鑑賞するのみでな 
く、実際に参加・体験する、 
機会をつくり地域の芸術文 
化の活性化を図る。 
・森山良子アコースティッ
クコンサート 

・第 36 回市民音楽祭 
・宝くじまちの音楽会「南こ
うせつwithウーファン～
心のうたコンサート 

・第 48 回やんばる展 
・次年度事業計画および予
算確保 

 令和６年度　目標値 
　市民参加型・体験型・育成型事業 

【５公演】

令和４年度　目標値 
【４公演】

令和４年度　実績値 
【４公演】

令和 5 年度　目標値 
【4 公演】
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③
高
齢
者
、
障
が
い
者
施
設
へ
の
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
事
業
の
拡

充

 
　高齢者福祉施設や障がい者施設、病
院等、文化施設に足を運べない人々を
対象とした、アウトリーチ事業を展開
することで、多くの市民が芸術文化へ
触れる機会を提供することができま
す。音楽（芸術）は精神的癒し、病状（症
状）の緩和等というようなことが期待
されており、芸術文化が社会に果たす
役割を広げるためにもアウトリーチ活
動の拡充を図ります。

引き続きコロナ感染防止対 
策を適切に講じながら、事 
業を企画し、実施していく。 
 
・社会福祉施設等へのアウトリ

ーチ 

・名護市手をつなぐ育成会 
音楽（ソプラノ・バリトン・
ピアノ）アウトリーチ 

・福祉施設等へのアウトリー
チの実施はコロナ禍の影響
もあり、調整が難しく１公
演のみの実施となった。手
をつなぐ育成会へのアウト
リーチは、感染防止対策を
講じるため、場所の広い市
内地域の公民館で行い、80
名近い方々が参加した。一
緒にうたを歌うコーナーで
は、アーティストと一緒に
楽しい時間を共有すること
ができた。また、地域の方々
も観覧した方もいて、アウ
トリーチ事業への成果や効
果に理解を示し、今後も取
り組んでほしいと声も多数
聞こえた。

B

【③について】 
・今回は１公演だが良い成

果を上げている。同様の工

夫を行うことによりさら

なる拡充も可能なのでは

ないか。 
 
・コロナ禍でも施設での実

施はかなりハードルが高

かったと思う。事前準備等

入念な打合せ等、時間がか

けられたことが伺える。 
 
・今後も取り組んで欲しい

という要望に沿う様、務め

て欲しい。

【③について】 
・新型コロナの関係で高齢

者施設へのアウトリーチ

は1回に制限したことは理

解できる。

高齢者福祉施設や障がい者 
施設、病院等、文化施設に 
足を運べない人々を対象と 
した、アウトリーチ事業を 
展開することで、多くの市 
民が芸術文化へ触れる機会 
を提供する。 
・名護市児童合唱団老人グ
ループホーム施設アウト
リーチ慰問公演 

・福祉施設アウトリーチ調
整中 

 
・次年度事業計画および予
算確保 

 令和６年度　目標値 
　高齢者、障がい者施設へのアウトリ
ーチ事業 

【８公演】

令和４年度　目標値 
【３公演】 

令和４年度　実績値 
【１公演】 

 

令和 5 年度　目標値 
【3 公演」

 
総合評価　 B A
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P（計画）　　　　　　　　　　D（実施）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　C（検証・評価）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A（改善） 

 
 

 
具体的施策名

Ⅱ-３-(２) 

芸術文化活動担い手支援
現状･課題

　次世代の芸術文化を担い、支える人づくりに取り組むため、子ども芸術支援事業の充実を図り、子どもたちの豊かな創造力や、コミュニケーシ
ョン能力を養うことを目指します。また、子どもたちの指導者と連携し、芸術文化活動へ参加できる環境を整備することで、活動発表、交流の場
づくりを行い、芸術文化の担い手と支え手の双方の拡充に努めます。なお、近年、子どもたちを取り巻く環境が時代と共に変化する中で、部活動
や習い事などが盛んになり、団員の確保に苦慮しています。 
　また、指導者についても、専門的な知識や経験を有する者が少なく、同様に厳しい状況にあります。学校等と連携したアウトリーチ事業では、
一流のアーティストと身近に触れ合うことでコミュニケーション能力を高め、豊かな感性を養い、より芸術文化への関心を高める機会を提供して
いきます。

 
主管課 地域経済部　文化スポーツ振興課

 
当該年度事業計画 取組内容 検証

自己
評価

内部評価（意見） 外部評価（意見） 次年度事業計画

 

主　

な　

取　

組

①
子
ど
も
芸
術
支
援
事
業
の
充
実

 
　子どもが持つ豊かな感性と個性を伸
ばすため、指導者と連携を図りながら、
子どもたちが芸術文化を体感し、表現
していくための発表の場、交流の場づ
くりを行っていきます。また、子どもた
ちの文化活動を充実させることで児童
生徒の健全育成を図ります。

名護ジュニアオーケスラ・名護
市児童劇団・名護市児童合唱団
の活動を支援していくととも
に芸術を通じた活動の内容を
改めて見つめ直し、子どもたち
の居場所として、魅力ある団体
の育成に努める。 
・ジュニアオケ定期演奏会 
・児童合唱団定期演奏会 
・児童劇団定期公演 
・お出かけ公演等

・県内の学校行事や部活動等も
徐々に再開されたことから
各団の活動も感染防止対策
を講じながら再開し、定期活
動や発表会等を目標数値以
上に実施することができた。 

　

・長引くコロナ禍で、活動が
自粛されていたことから、
各団の団員数が大幅に減少
したことは大きな痛手にな
った。また、近年は、文化、
スポーツなど多種多様な習
い事が多くなり、団員募集
にも大きな影響を与えてい
る。各団体の魅力を多くの
子どもたちにに知ってもら
う周知活動に力を入れてい
く。

A

 
【①について】 
・団員数がなかなか集まら

ないとのことだが、親の送

迎等も要因の一つではな

いかと考える。習い事をす

るに当たり、送迎が必須に

なってくる。学校側との連

携も大切だが、学童などに

も協力を呼びかけてみて

はどうか。 
 
・３団体で現状団員４５人

は少ない。募集のあり方、

魅力ある周知活動の工夫

に務める必要があるよう

に思う。 
 
・多様化する時代にマッチ

した取り組みが求められ

ていると思う、上手に取り

組みができている他市町

村の事例なども参考にし

てはいかがか。 
 
 
【②について】 
・良い取り組み継続して欲

しい。

【全体について】 
・表現することの一つなの

で、子どもたちの興味関心

を引く継続的な活動をお

願いしたい。 
 
【①について】 
・三団体の活動が計画通り

実施できた事は評価する。 
 
・活動が活発で十分に取り

組みはなされている。団員

を確保して、事業を継続し

ていただきたい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【②について】 
・学校との連携も充実する

ことができたので良好で

ある。

子どもが持つ豊かな感性と
個性を伸ばすため、子ども
たちが芸術文化を身近に体
感し、表現していくための
創造の場、発表の場、交流の
場づくりを行う。 
 
・てぶくろアート展開催 
・こども一万人の個展開催 
・次年度事業計画および予
算確保

 令和６年度　目標値 
　３団体団員数 

【８０人】

令和４年度　目標値 
３団体団員数 
【70 人】

令和４年度　実績値 
３団体団員数 

　　【４５人】

令和５年度　目標値 
【参加者数 3,000 名以上 

３団体団員数 
【40 人】

 　３団体活動回数（年間） 
【１４０回】

３団体活動回数 
【100 回】

３団体活動回数（年間） 
　　【１２８回】

３団体活動回数 
【120 回】

 　３団体定期公演回数 
【３回】

３団体発表会等活動回数 
【３回以上】

３団体発表会等回数 
【５回】

３団体発表会等活動回数 
【３回以上】

 

②
市
内
の
学
校
等
と
連
携
し
た
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
事
業
の
展
開

 
　市内の学校等へプロのアーティスト
を派遣し、ワークショップやミニコン
サートを実施することで、子どもたち
に学校での学びだけでなく、芸術文化
を身近に感じ、体験・活動ができる環境
作りを行います。また、プロの演奏や表
現を肌で感じることで、児童生徒の創
造力や感性を刺激し、生きる力やコミ
ュニケーション能力の向上を図りま
す。

市内学校等の担当教諭と連携
を図り、本事業の目的や効果の
概要をわかりやすく伝える手
法を検証する。 
また、年間実施できる予算や回
数なども考慮しながら、可能な
限り幅広いジャンルの事業を
提供していく。 
 
・市内学校等へのアウトリーチ
事業 

・三井文化財団　木管五重奏メ
ンバーによる市内吹奏楽部
へのワークショップ 

大宮中/名護中/東江中/金武中 
 
・演劇鑑賞「やーるーが見てい
た大冒険」久辺小学校 
 
・世界的指揮者　佐渡裕氏　北
部地区吹奏楽へのクリニック 
　北部地区小中高　10 校 
 
・音楽とお話と映像で楽しむ
「ピーターとおおかみ」琉球交
響楽団　緑風学園　低学年・高
学年　２回公演 
 

・第一線で活躍するプロ演奏
家や指揮者などから直接、
間近に演奏技術や表現力な
どを学ぶ事や、優れた舞台
芸術を間近に鑑賞すること
などで子どもたちの創造力
や感性を磨き、将来の夢や
希望に大きな影響を与える
ことができた。 

・年間実施出来る予算等も限
られてはいるが、次年度も
広く市内の学校等へ幅広い
ジャンルのアウトリーチを
展開していく。

A

 
＊人形劇団「やじろべえ」 
・緑風こども園・ 
・ラララ保育園 

＊ソプラノ＆ピアノ＆フル
ート　 
・名護小学校 

＊ピアノ＆サックス四重奏 
　・名護中学校 
・屋部小学校 

＊ソプラノ＆ピアノ 
　・嘉陽海岸（地域住民等） 
　・市民会館 2 階テラス（宮

里区子供会・名護漁協
関係者等 

　・数久田区轟の滝（地域住
民等） 

　・沖縄三育中学校校庭（生
徒及び保護者） 

＊ピアノストーリー（絵本
とピアノコラボ） 

　・久辺小学校

 令和６年度　目標値 
　学校等へのアウトリーチ事業回数 

【２５回／２０校】

令和４年度　目標値 
事業実施回数／実施校 

【10 回／５校】

令和４年度　実績値 
事業実施回数／実施校 
【５回／１４校】

令和５年度　目標値 
実施回数／実施校（場所） 
【14 回／10 校（箇所）】

 
総合評価　 A A
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具体的施策名

Ⅱ-３-(３) 

市民会館の管理・運営の充実 現状･課題

　市民会館は昭和 60 年（1985 年）に開館し、これまで市民文化の創造活動の拠点として、本市の芸術文化活動の推進に大きく寄与してきました。
築後 30 年以上を経過し、建物及び各種設備は老朽化が進み、会館全体の大規模な改修、修繕が必要な状態です。施設の安全を確保し、維持修繕を
行っていく必要があります。 
　文化薫るまちづくりの活動拠点として、市民が安全・安心な環境で利用できるように、安全管理に十分な配慮が必要です。

 主管課 地域経済部　文化スポーツ振興課

 
当該年度事業計画 取組内容 検証

自己
評価

内部評価（意見） 外部評価（意見） 次年度事業計画

 

主　

な　

取　

組

①
安
全
対
策
や
防
災
対
策
な
ど
に
配
慮
し
た
施
設
や
設
備
の
維
持
管
理

 
　不特定多数が利用する施設として、
危機管理・安全対策等に配慮した管理
運営を行います。防災・防犯対策を構築
し、利用者の安全を常に確保する維持
管理に努めます。想定される様々なリ
スクに対応できるよう、職員の危機管
理対応能力の向上を図ります。

 
施設の適切な維持管理を行 
い、安心安全な施設運用に 
努める。 
 
・市民会館ワイヤレスマイク設

備更新業務 
・電話設備増設修繕 
・消防設備修繕 
・上水揚水ポンプ修繕 
・照明設備無停電装置修繕 
・エレベーター修繕 
・冷房設備等修繕 
・施設周辺環境整備 
 
・名護市庁舎等更新検討に関す

る基礎調査業務 

・施設総合管理業務 
・市民会館ワイヤレスマイク設

備更新業務（法改正による） 
・電話設備増設修繕 
・消防設備不良箇所修繕 
・上水揚水ポンプ修繕 
・照明設備無停電装置修繕 
・エレベーター修繕 
・冷房設備購入及び設置 
・舞台照明無停電装置取替修繕 
・ピアノ分解点検 
・特定建築物定期調査 
・施設周辺清掃・環境整備等 
 

・北部の芸術文化活動の拠点
施設として稼働率が高い市
民会館施設は、建設から 38
年が経過する中、建物や施
設設備の老朽化等が進み、
年間の維持管理コストが高
くなる状況で、実施計画や
修繕計画に基づき、安心安
全に利用できるよう適切な
維持管理に努めた。 
また、長く続いたコロナ禍
も収束に向かう中、施設の
感染防止対策も 5 類に移行
され、制限が緩和されたこ
とで稼働率がコロナ禍前と
同様な運用状況となってき
た。今後も地域住民が安心
安全に利用しやすい公共施
設を目指して維持管理に努
めていく。 

 

A

【全体について】 
・機材や設備等、現代的に

変わってきている中、やは

り建物の老朽化が気にな

る。 
 
 
 
 
 
 
 
【①について】 
・老朽化が進み修繕箇所も

年々増えているように思

う。修繕、安全に務めると

ともに市民会館更新計画

について早めに検討して

ほしい。 
 
・安全安心が最優先であり

適切な対応を願う。

【全体について】 
・市民会館の舞台等の重量

物等の点検は年 4回、専門

業者に委託点検している

ことから評価できる。 
 
・予算確保等計画的に進め

ていかないといけない内

容かと思う。建物の安全確

保をお願いしたい。 
 
 
【①について】 
・概ね良好に維持管理でき

ている事は評価できる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【②について】 
・光ケーブルの設置等、利

用者のニーズに答えてい

るが、さらなる予算確保が

必要。 
 
・利用者のニーズに応じて

施設・設備の導入、更新が

できるよう、予算確保の取

り組みも望む。

建物や施設設備の老朽化等 
が進む中、実施計画や修繕 
計画に基づき、施設が安心 
安全に利用できるよう適切 
な維持管理に努める。 
 
・施設総合管理業務 
・館内電話機移設修繕 
・ピアノ分解点検 
・特定建築物定期調査 
・施設周辺清掃・環境整備等 
・大型プロジェクター購入 
・大ホールロビー・ギャラリ
ー等冷房設備更新 

・大ホール・中ホール引き割
り幕取替修繕 

・大ホール冷却塔設備更新 
・大ホール・中ホール舞台吊
り物機構操作盤・制御盤
内部機器取替 

・空調設備更新実施計画 
・LED 照明機器購入実施計
画 

・市民会館建替更新検討に
関する基礎調査（情報収
集や先進地視察等） 

・修繕計画や実施経過鵜に
基づいた予算確保 

 
②
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
管
理
・
運
営
の
充
実

 
　利用者の声を反映した設備機器等の
充実を図るとともに、時代に沿った施
設の運用・安全管理を行っていきます。
芸術文化活動に取り組む市民が利用し
やすい利便性の高い施設とするととも
に、様々なニーズに対応できる柔軟性
を備えた管理運営を行います。

・オンライン配信光ケーブル整
備

・オンラインリモート配信用光
ケーブル整備 

・ワイヤレスマイク設備更新に
よる最新機器の導入 

・LED 照明スポットライト機
器購入 

・市民会館更新検討に関する基
礎調査（情報収集や先進地視
察等）

・利用者から要望の多かった 
オンラインリモート配信に
使用する光回線ケーブルを
館内に整備することができ
た。 

・多様なニーズに対応できる
施設整備の予算確保

A

利用者の声を反映した設備 
機器等の充実を図るととも 
に、時代に沿った施設の運 
用・安全管理を行っていく。 
 
・空調(冷房)設備更新実施
計画 

・LED 照明機器購入実施計
画 

・備品購入計画に基づいた
予算確保 

 
総合評価　 A A
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具体的施策名

Ⅱ-４-(１) 

中央公民館の充実 現状･課題

　市内には、中央公民館をはじめ、博物館、図書館等の社会教育関連施設があり、それぞれの施設において特色ある事業が展開されています。中
央公民館施設だけに留まらず、関連施設との連携強化を図るとともに、各支所を積極的に活用し、地域の特性、多様な課題に対して、幅広い年齢
層の市民ニーズを捉え時代に即した内容を取り上げ、学習効果をより一層地域に還元できるよう公民館講座に取り組む必要があります。

 主管課 地域経済部　地域力推進課

 
当該年度事業計画 取組内容 検証

自己
評価

内部評価（意見） 外部評価（意見） 次年度事業計画

 

主　

な　

取　

組

①
サ
ー
ク
ル
団
体
の
支
援
及
び
発
表
機
会
の
提
供

 
　充実したサークル活動ができるよう
施設の定例利用や使用料の減免など団
体を支援しています。年に１回、サーク
ル団体の活動を披露するための発表会
を実施していきます。

・サークル団体登録を行い登録
団体へは施設使用料の減免
等を行う。 

・10 月から 3 月にかけて中央
公民館にて１サークルにつ
き 2 週間の展示発表を行う。 

・単独で舞台系サークルの発表
を行う。

・サークル登録団体数:37 
・登録団体へ使用料減免等実施 
・展示発表会：R4.11 月～R5.3
月まで開催。６組のサークルが
発表を行った。 
・舞台発表会：３月の福祉まつ
りにおいて６組のサークルが
舞台発表を行った。

・サークル活動を多くの方に
知って頂く為に中央公民館に
てパネル展示会（サークル活
動の紹介、公民館講座の紹介）
を行った。その間、多くの方
が公民館を訪れ、サークルへ
の問い合わせ等が増えた。サ
ークル体験、見学者が増え実
際に入会に至った方もいると
聞いている。 
・サークル展示会を開催し
た。 
・今後も中央公民館の各種研
修室をサークル活動の場とし
て提供することでサークル活
動の継続を支援していく。

B

 

【①について】 

・サークル団体数に対し発

表会の団体が12件という数

は少ないのではないかと思

うが、発表することができ

ないようなサークル内容な

のか。 

 

 

 

 

 

 

 

【②について】 

・活動終了後にアンケート

にて次に開催するものを集

約しているとのことだが、

中央公民館側として、市民

にどういうことを考えたり

知ってもらいたいのか、と

いうテーマもあってもいい

のではないか。 

 

・コアな社会的講座も必要

と感じるが、現段階でのニ

ーズに対応しているため、

バランスを重視しつつ勧め

ても良いと思う 

 

・１８種実施とあるが、もっ

と社会的課題を主題とした

講座に力を入れてもらいた

い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【全体について】 

・年代によっては、関心事が

変わるかと思う。今後も、市

民ための企画をお願いした

い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【②について】 

・講座の実施数は、自分たち

で計画するものなので 100%

目標とする数の講座を企画

すべきではないか。

〇新しい試みとして名護中
央公民館登録団体・社会教
育団体・サークル団体合同
の舞台・展示発表会及びパ
ネル展等を企画し、令和７
年度開催に向け小規模発表
会を行い調整をする。 
 
〇SNS 等を使用し、サークル

情報等を発信し新規会員
の加入等を支援する。

 令和６年度　目標値 
　中央公民館サークル団体数 

【４６団体】

令和４年度　目標値 
【４０団体】

令和４年度　実績値 
【３７団体】

R５年度　目標値 

【42 団体】 

 　サークル活動発表会 
【１回】

サークル活動発表会 
【１回】

サークル活動発表会 
　　　【１回】 
展示発表：６団体 
舞台発表：６団体

サークル活動発表会 

【1 回】 

展示発表【７団体】 

舞台発表【６団体】

 

②
社
会
的
な
課
題
を
テ
ー
マ
に
し
た
講
座
の
実
施

　 
「e スポーツ*体験」や「法律問題」な
ど、社会の変化や要望に応じた講座を
実施し、市民生活の向上を目指します。

・公民館講座の実施 21 回 
・講座を開催するにあたり、担

当者や関係者の情報共有を
図ることにより、計画的・効
率的な講座運営を実施する。 

・名護市公民館運営審議会に多
種多様な人材を選任したた
め市民ニーズに合致した講
座を実施する。 

・フィンランド発祥のスポーツ
モルックを用いた交流の場
を提供する。

公民館提案講座 
①癒しのハーバリウム作り体
験講座:25 名 
②私と家族のこころの健康知
っていますか？ゲートキーパ
ー:17 名 
③パステルアート講座:13 名 
④スマホゲームを取り上げる
な！こどもたちの夢を叶え
る:20 名 
⑤プログラミング体験講座:28
名 
⑥夏休みモルック体験講座:80
名 
⑦シニア初心者向けスマホ講
座:35 名 
⑧みんなの更年期こころとか
らだ更年期講座:18 名 
⑨親子で体験タイルクラフ
ト:21 名 
⑩今が旬！ローゼルジャムづ
くり講座:17 名 
⑪沖縄在来長コショウピイパ
ーズ体験講座:16 名 
⑫トントン木工教室:14 名 
⑬中国伝統太極拳講座:20 名 
⑭からだをゆるめてリラック
ス動作法体験:63 名 
⑮わくわくトッピングピザづ
くり:9 名 
⑯メチャ簡単室内で激美味ス
モーク【ヤギ肉・ハイケイ燻
製】:13 名 
⑰手仕事に学ぶ SDGS わらぼう
きつくり:11 名 

・コロナ禍の中、会場等定員
の利用制限により 11 月まで
は定員を 2/3 以内に抑えて実
施したが、感染対策をしなが
ら市民の皆さんの生涯学習の
機会と満足度の高い講座を開
催することができた。 
特に、モルック、タイルクラ
フト、ピイパーズ、ヤギ肉燻
製はこれまで馴染みのない分
野であったが、市民の興味を
引く新たな刺激になったと思
われる。

B

・あなたに寄り添う片付け
講座 

・料理教室（中央公民館） 
.スパイス講座 
・大人のための性教育講座 
.発酵食品講座 
.ドローン講座 
・SNS 活用講座 
.多肉講座 
.ハーブ講座 
・季節の寄鉢講座 
・健康マージャン講座 
・e スポーツ講座 
・第二言語習得研究と効果

的な英語学習方法 
・素敵な明日をめざして！

メイクマナー講座



- 45 - 

 
 

 ⑱終活相続講座令和の終活相
続事情とヤンバルで起きた
事:18 名 
・中止）手作りとうふづくり講
座

 

 

 

 

 

 

 

 

【③について】 

・会議室のテーブル等設備

の不備がかなり目立って　　

いる。 

 

・安全安心、衛生面配慮をお

願いしたい。 

 

 

 

 

 

 

【④について】 

・評価方法の再チェックを

お願いしたい。 

 

 

 

 

 

【⑤について】 

・素晴らしいと思う。 

 

・地域移動講座が９回も実

施できたことはすばらし

い。内容も豊富で今後も継

続を願いたい。

 令和６年度　目標値 
　講座実施数 

【２１回】

令和４年度　目標値 
【２１回】

令和４年度　実績値 
【１８回】

令和５年度　目標値 
【40 回】

 　講座受講者数 
【９００人】

講座受講者数 
【６００人】

講座受講者数 
【４３８人】

講座受講者数 
【750 人】

 

③
社
会
教
育
拠
点
施
設
と
し
て 

中
央
公
民
館
の
管
理
・
運
営
の
充
実

 
　利用者が安全で快適に活動ができる
よう、施設の修繕や備品の整備等を行
います。

　中央公民館の管理・運営を適
切に行うとともに、施設の老朽
化に伴う修繕や設備機器等の
整備を行い、施設を安全かつ快
適に利用できる公共施設の充
実を図る。

　利用者の利便性を図るため
に、脚折りたたみ式座卓、プロ
ジェクター、調理室用ガスコン
ロ、ホワイトボード、ワイヤレ
スアンプ、液晶テレビを導入し
た。 
　網戸設置、鍵穴交換、ドアク
ローザーなどの修繕を行った。

今後とも利用者に快適な空
間を提供できるよう、日々の
点検や修繕等の対応に努めて
いく。 

また、中央公民館は築 37 年
を経過しており安全管理を進
めるうえでは計画的な修繕整
備が必要とされる。担当主査
が名護市庁舎等更新検討作業
部会員に委嘱されている。

B

社会教育施設として年間延
べ 3,496 件、人数にして
46,911 人（令和４年度実
績） 
の利用があり年齢層も幅広
い事から安全・快適に利用
できる確保は最も重要であ
り点検もマメにおこなって
いく。昭和 59 年～60 年に建
築され築経過年数39年を経
過していることから老朽化
に伴う修繕や付随する設備
機器等を計画的に整備を行
っていく。会議室のイス、テ
ーブル等も含む。

 ④
「
名
護
市
公
民
館
連
絡

協
議
会
」
と
の 

連
携
の
充
実

 
　自治公民館長や書記を対象にした研
修会を実施し、「名護市公民館連絡協議
会」と連携の充実を図ります。

各区の公民館長を対象にし
た研修会の実施。

名護市区長会と合同で防災
研修会を実施した。

年に一回の合同研修会を実
施した。

C

.沖縄県公民館連絡協議会
主催の研修会への参加。 
・名護市公民館連絡協議会
主催名護市の魅力講座の実
施。 
.必要に応じて研修会開催。

 令和６年度　目標値 
　公民館職員等研修会 

【１回】

令和４年度　目標値 
【１回】

令和４年度　実績値 
【１回】

令和５年度　目標値 
【1 回】

 

⑤
各
地
区
及
び
他
機
関
と
連
携
し
た
講
座
の
実
施

 
　各支所及び他機関と連携した講座を
展開し、出前講座を実施します。

各支所を活用した、地域移動講
座の実施　５回 
（目標定員数：100 人）

地域移動講座 
①屋我地島のアジサシ講座＆
観察会:14 名 
②フクギ葉っぱのレター暑中
見舞いを送ろう:24 名 
③平和学習音楽鑑賞会:400 名 
④お月見ナイトinカヌチャ:29
名 
⑤世界自然遺産奇跡の森やん
ばるを知りたい:23 名 
⑥木の端材で作る自由工作:23
名 
⑦子供たちのためのプログラ
ミングコミュニティ:9 名 
⑧手作りで新年を祝おう！し
めなわづくり講座:18 名 
⑨素敵な明日をめざして！メ
イクマナー:36 名 
中止）宇宙の元旦に春の星空観
察会

　各支所や公民館での開催講
座を企画することで、地域の
特性、魅力を知ること、感じ
ることができた。 
　自然体験、保全等 SDGs’を
取り入れた魅力的な講座を令
和５年度も引き続き開催して
いきたい。 
 

公民館講座は幅広い分野で
幅広い世代が安心して学べる
場（世代間交流）を提供して
いる。 A

地域移動講座計画 
 
・シニアスマホ講座（4 支
所） 
・料理教室（4支所管内） 
　空き家・空き地等 
・終活講座（4支所） 
.各支部包括連携講座

 令和６年度　目標値 
　地域移動講座 

【５回】

令和４年度　目標値 
【５回】

令和４年度　実績値 
【９回】　　　

令和５年度　目標値 
【12 回】 

 
目標値定数　100 人

 
総合評価　 B B
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具体的施策名

Ⅱ-５-(１) 

生涯スポーツの充実 現状･課題

　地域イベントでのスポーツ教室や夏休みの学校プール一般開放等、名護市スポーツ推進委員と連携して、市民が気軽にスポーツに親しめる環境
づくりに取り組んでいます。 
　また、地域のスポーツ振興を担う名護市スポーツ推進委員の資質向上に努めるとともに、新規スポーツ推進委員の確保に取り組んでいます。

 主管課 地域経済部　文化スポーツ振興課

 
当該年度事業計画 取組内容 検証

自己
評価

内部評価（意見） 外部評価（意見） 次年度事業計画

 

主　

な　

取　

組

①
各
種
ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
開
催

 
　市民が気軽にスポーツに親しめるよ
う地域イベント等で各種スポーツ教室
を開催します。

 
・シーカヤック教室 
・スポーツ教室 
・ツールド一輪車大会 
・チュックボール大会 
・小学校交流駅伝大会 
 
感染対策を適切に講じなが

ら、スポーツ推進委員や各関係
団体との連携のもと各種イベ
ントの創意工夫に努める。

 
・シーカヤック教室：37 名 
・スポーツ教室：139 名 
・ツールド一輪車大会：141 名 
・チュックボール大会：中止 
・小学校交流駅伝大会：220 名 

 
コロナウイルス感染症の拡大
に伴い、一部計画通り実施で
きない事業が多かったが、感
染症対策を十分に行い、いく
つか計画通りに実施できた。
今後は感染症対策等をしめし
つつ、体験教室、大会の実施
に向け取り組みたい。

B

【全体について】 

・コロナの影響も残る中、

スポーツ教室やプール開

放事業に支障をきたした

ことは仕方ない面がある。

地域のスポーツ振興につ

いては、学校部活動の地域

移行が大きく関わってく

る事が予想される。是非、

全体で議論を深めていた

だきたい。 

 

 

【①について】 

・各種スポーツ教室につい

て、種類を増やして参加者

数を伸ばすのか、あるい

は、年に２回実施にしてみ

るなど、参加者確保の工夫

が必要なのではないか。 

 

 

 

 

【③について】 
・資質向上や技能向上をは

かるため、各種研修会へ参

加しているが、どういう研

修会でどう活かしていく

のかなどを聞いて知れる

何かあれば嬉しいと感じ

る。 
 
・各研修会への参加より受

研した感想や今後の展望

があれば次回参考までに

聞きたい、レポートなどが

あれば是非お願いしたい。

 

【①について】 

・各種スポーツ教室の開催

については、概ね計画通り

実施できた事は評価でき

る。 

 
 
 
 
 
【①②について】 

・コロナの影響で対応が難

しかったと思う。引き続き

調整をお願いしたい。 
 
 
【②について】 

・学校プールの一般開放

は、新型コロナの感染症予

防により中止した事は適

正であった。 
 
 
【③について】 
・スポーツ推進委員の組織

強化、活動支援については

計画通り実施できている

が、未だ委員が定員に達し

ていない。早期の増員が望

まれる。

・スポーツ推進委員や各関
係団体との連携のもと各種
イベントの創意工夫に努め
る。

 令和６年度　目標値 
　スポーツ教室等への参加者 

【１，７００人】

令和４年度　目標値 
 
　　【１，２００名】

令和４年度　実績値 
 

【５３７名】

令和５年度　目標値 
 

【６００名】 

 
②
学
校
プ
ー
ル
一
般
開
放

事
業
（
羽
地
中
、
緑
風
学

園
）

 
　市民の体力向上と水泳の振興を図る
ため、夏季休業期間における学校プー
ルの一般開放を実施します。

・羽地中学校及び緑風学園のプ
ールを活用して、夏季休業期
間において、学校プールを一
般に開放する。 

 
感染対策を適切に講じなが

ら、実施に向け学校等と綿密な
調整を図りながら運営に努め
る。

・プール一般開放事業：中止  
新型コロナウイルス感染症

予防により、中止を余儀なく
された。今後は新型コロナウ
イルス感染症の５類感染症移
行に伴い、感染対策等示しつ
つ、開催に向け取り組みたい。

C

・羽地中学校及び緑風学園
のプールを活用して、夏季
休業期間において、学校プ
ールを一般に開放する。 

 

 
③
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の
組
織
強
化
及
び
活
動
支
援

 
　地域のスポーツ振興を担う名護市ス
ポーツ推進委員の確保や資質向上を図
るための研修会等への参加や実技研修
会を実施します。

・スポーツ推進委員の資質向上
及び技能向上を図りながら、活
動内容の周知等認知度向上に
努め、必要な人員を確保する。 
 
【研修会・研究大会への 

参加】 
・北部地区研修会 
・沖縄県研修会、研究大会 
・全国研究大会 
・九州地区研究大会 
 
【自主研修会】 
・定例会４回／年 
・月例会８回／年

【研修会・研究大会への参加】 
・北部地区研修会：８名 
・沖縄県研修会、研究大会：２
名 
・全国研究大会：２名 
・九州地区研究大会：２名  
 
【自主研修会】 
・定例会４回／年：4 回開催 
・月例会８回／年：8 回開催

感染対策を適切に講じなが
ら、実施することが出来た。
開催に向けての手法等につい
て関係団体と十分な議論の末
の判断できた。これら積み重
ねは次回開催に向けての材料
となっている、重要事項を中
心にスポーツ推進委員内で共
有が図れた。 
 A

・スポーツ推進委員の資質
向上及び技能向上を図りな
がら、活動内容の周知等認
知度向上に努め、必要な人
員を確保する。

 令和６年度　目標値 
　スポーツ推進委員数 

【２０人】

令和４年度　目標値 
 
　　　【１９名】

令和４年度　実績値 
 

【１９名】

令和５年度　目標値 
 
　　　【１５名】 

 
総合評価　 B B
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具体的施策名

Ⅱ-５-(２) 

夢を育む競技スポーツの推進 現状･課題

　ＮＰＯ法人名護市体育協会やスポーツ振興協議会及び各種スポーツ団体等と連携を図り、競技力向上に努めています。 
　特に子どもたちが夢をもってスポーツに取り組めるよう、スポーツの楽しさや達成感を実感できる環境作りに取り組み、また、アスリートに触
れ合う機会を作ることで、運動意欲の向上を目指しています。 
　子どもたちに直接指導し、又は、サポートする指導者や保護者等の資質向上等、子どもたちを取り巻く環境の整備を図ることが必要となってい
ます。  主管課 地域経済部　文化スポーツ振興課、観光課

 
当該年度事業計画 取組内容 検証

自己
評価

内部評価（意見） 外部評価（意見） 次年度事業計画

 

主　

な　

取　

組

①
指
導
者
や
保
護
者
に
対
す
る 

講
習
会
等
の
実
施

 
　指導者や保護者を対象とした講習会
等を実施し、指導者等の資質向上を図
る取組を実施します。

市内のスポーツ団体等の指

導者等を対象とした指導者講

習会を開催する。 
 
開催にあたっては、感染対策

を適切に講じながら、スポーツ
振興協議会や各関係団体との
連携のもとイベントの創意工
夫に努める。

・バスケットボールコーチミー
ティング 

 
新型コロナウイルス感染症

の影響により、１回のみの開
催となったため、目標値に届
かなかった。今後は新型コロ
ナウイルス感染症の５類感染
症移行に伴い、感染対策等示
しつつ、開催に向け取り組み
たい。

C

 

【①について】 

・コロナも緩和されている

ので、今後、しっかり周知

していただき、より多くの

指導者と保護者が参加で

きる機会を作っていただ

きたい。 

 

・参加者の声が聞こえる取

組が必要ではないか。 

 

・サッカー、野球、バレー

ボール等比較的希望が多

いスポーツも取り掛かっ

た欲しい、リモート開催も

視野に入れてみてはどう

か。 

 

・しっかりと設計実施して

欲しい。 

 

【②について】 

・野球場のようにしっかり

と整備し、プロのキャンプ

なども受け入れるよう計

画して欲しい 

 

【③について】 
・ツールドもやっているの

で、ぜひ、自転車の方々の

キャンプを期待する。 
 
・サッカー・ラグビー場の

整備も整った事から今後

は本施設を中心としたコ

ンベンション事業に力を

入れ、スポーツの活性化を

期待したい。 
 
・ラグビーサッカー場の今

後の活用に期待している。

【全体について】 

・スポーツ教室開催等、地

域の子どもたちも楽しみ

にしているかと思う。引き

続き実施していただくよ

うお願いしたい。 

 
【①について】 
・指導者や保護者に対する

講習会の実施、バスケット

コーチミーティングを実

施しているが、サッカー、

空手については新型コロ

ナの影響で招聘できず、目

標に達していない。 
 
・指導者や保護者の講習会

について、参加者が増える

ような工夫が必要だと思

われる。 
 
 
【②について】 

・アスリートを招聘した事

業は計画通り実施できて

いる。 
 
 
【③について】 
・スポーツコンベンション

誘致については、全国レベ

ルのラグビー選手の合宿、

大学生の野球合宿を実施

できた事は評価できる。

・市内のスポーツ団体等の

指導者等を対象とした指導

者講習会を開催する。

 令和６年度　目標値 
　指導者講習会等の参加者数 

【１００人】

令和４年度　目標値 
 
　　　【１００名】

令和４年度　実績値 
 

【２１名】

令和５年度　目標値 
 
　　　【５０名】

 ②
ア
ス
リ
ー
ト
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
教
室
等
の
開
催

 
　子どもたちが夢を持ってスポーツに
取り組めるよう、アスリートを招へい
し、スポーツ教室や講演会を実施しま
す。

県内外で活躍するアスリー

ト等を招へいした、多種多様な

スポーツ教室や講演会を実施

する。 
 
開催にあたっては、感染対策

を適切に講じながら、スポーツ

振興協議会や各関係団体との

連携のもと各種イベントの創

意工夫に努める。 

 
・ハンドボールスクール、体験

会 
・パラ陸上選手懇講話会 
・ラグビー体験出張事業、無料

体験等 
・サッカークリニック 
・テニスレッスン 
・ハンドボールスクール 
・バレーボール教室 

 
新型コロナウイルス感染症

対策を行いながら目標値を達
成することができたが、今後
も、幅広いスポーツ分野での
イベント開催を目指したい。

A

・県内外で活躍するアスリ

ート等を招へいした、多

種多様なスポーツ教室や

講演会を実施する。 
開催にあたっては、スポ

ーツ協会や各関係団体と

の連携のもと各種イベン

トの創意工夫に努める。

 令和６年度　目標値 
　アスリートによるスポーツ教室参加者数 

【３２０人】

令和４年度　目標値 
実施回数【１０回】 

　　参加者数【１，２００名】

令和４年度　実績値 
実施回数【１０回】 

　参加者数【２，８１０名】

令和５年度　目標値 
実施回数【５回】 

　参加者数【５００名】

 
③
ス
ポ
ー
ツ
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
誘
致
事
業

 
　県内外からスポーツキャンプや大会
等を誘致し、アスリートと身近に触れ
あえる機会を創出します。

 
供用開始が予定されるサッ

カー・ラグビー場のを中心に各
関係部署と連携を図りながら
スポーツキャンプ等の誘致に
取り組む。

 
ラグビー：２件 
陸上競技：４件 
野球：２件 
ゴルフ：１件

感染対策を適切に講じなが
ら、実施することが出来たが
目標値には足りなかった。今
後は新型コロナウイルス感染
症の５類感染症移行に伴い、
感染対策等示しつつ、開催に
向け取り組みたい。

B

サッカーラグビー場が完
成したことから、サッカー
ラグビー場を活用したスポ
ーツキャンプや大会の誘致
に取り組んでいく。

 令和６年度　目標値 
　スポーツコンベンション実施件数 

【２０件】

令和４年度　目標値 
 
　　　　【１０件】

令和４年度　実績値 
 

【９件】

令和５年度　目標値 
 

【１５件】 

総合評価　 B A
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具体的施策名

Ⅱ-５-(３) 

スポーツ施設の整備拡充 現状･課題

　管理施設である 21 世紀の森体育館や名護市陸上競技場、名護市Ｂ＆Ｇ海洋センタープール、真喜屋運動広場、羽地ダム多目的広場は、経年劣
化による不具合が度々生じている現状があるため、利用者が安全で安心して使用できる環境の整備が必要です。 
　また、スポーツコンベンション*誘致を実施するため、その核施設となるサッカーラグビー場を整備し、快適なスポーツ環境を整備します。

 主管課 地域経済部　文化スポーツ振興課、観光課

 
当該年度事業計画 取組内容 検証

自己
評価

内部評価（意見） 外部評価（意見） 次年度事業計画

 

主　

な　

取　

組

①
ス
ポ
ー
ツ
施
設
維
持
管
理
業
務

 
　指定管理者と連携を図り、使用者が
安全で安心して使用できる環境を整備
します。

 
・陸上競技場改修事業（管理棟

建築）に伴う土質調査及び実
施設計を行う。

 
・土質調査及び実施設計：未実

施

 
・土質調査及び実施設計につ
いては、管理棟内の施設につ
いて、関係団体との協議に時
間を要したため、未実施とな
った。 
・目標値については、新型コ
ロナウイルス感染対策を適切
に講じながら、実施すること
が出来た。

B

【①について】 
・陸上競技場については、

現施設では将来を担う競

技場として限界がある。新

競技場の計画が早急に進

められる事を期待したい。 
 

【①について】 
・スポーツ施設維持管理業

務（陸上競技場）について

は計画通りできなかった

が、調整が進んでいるとの

ことなので将来に期待し

たい。 
 
・陸上競技場改修事業に関

する取り組みについて、関

係団体への意見聴取や調

整等で時間を要している

が、取り組みは概ねできて

いると評価する。 
 
・陸上競技場改修事業等は

調整が大変かと思う。引き

続きお願いしたい。 
 
 
 
【②】 
・サッカー、ラグビー場に

関しては予定通り実施で

きた事は評価できる。

・名護市B&G海洋センター
プールの一部天井の老朽
化に伴い改修工事を行
う。 

・名護市２１世紀の森体育
館大型空調基本計画を策
定し、大型空調導入につ
いて検討を行う。

 令和６年度　目標値 
　管理施設使用者数 

【２００，０００人】

令和４年度　目標値 
管理施設使用者数 

【１１０，０００人】

令和４年度　実績値 
　管理施設使用者数 

【２００，９０５人】

令和５年度　目標値 
管理施設使用者数 

【２００，０００人】 

 

②
サ
ッ
カ
ー
ラ
グ
ビ
ー
場
の
整
備

 
　スポーツコンベンションの核施設と
して、21 世紀の森サッカーラグビー場
を改修し、スポーツキャンプやスポー
ツ大会等の誘致を図ります。

 
・東側グラウンド（ハイブリッ
ド面）土木工事の着手。

 
・東側グラウンド（ハイブリッ
ド面）土木工事の着手。

 
・事業の計画どおり東側グラ
ウンド（ハイブリッド面）土
木工事を着手した。

A

サッカーラグビー場を活用
したスポーツキャンプの誘
致や大会の誘致について、
市民利用と調整を行いなが
ら取り組んでいく。 

 令和６年度　目標値 
　サッカーラグビー場の整備 

【令和３年度整備完了予定】

令和４年度　目標値 
 
【東側グラウンド土木工事着

手】

令和４年度　実績値 
 

【東側グラウンド土木工事着
手】

 
―

 
総合評価　 B B
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具体的施策名

Ⅲ-１-(１) 

青少年の健全育成に向けた取組の充実 現状･課題

　県内における、深夜はいかい、飲酒、喫煙等の不良行為で補導された少年は、全国の増減比と比べると、高い水準で推移しており、また、青少
年を取り巻く環境も、夜型社会や、全国平均を上回る子どもの貧困率、離婚率など、課題が多く、青少年健全育成体制の充実を図るには、学校、
家庭、地域、関係機関が連携して取り組む必要があります。 
　都市化や過疎化の進展に伴い、世帯規模の縮小、地域社会の連帯感の希薄化、子どもたちが生まれ育つ家庭環境や地域社会の環境が大きく変化
している中、子どもたちの体験格差や日常の異年齢の子ども間の交流の減少、それに伴うコミュニケーション力の低下等の課題は、全ての教育の
出発点といわれる家庭教育への支援について、親だけでなく、地域を巻き込んだ支援体制を整える必要があります。

 主管課 地域経済部　地域力推進課

 
当該年度事業計画 取組内容 検証

自己
評価

内部評価（意見） 外部評価（意見） 次年度事業計画

 

主　

な　

取　

組

①
「
名
護
市
青
少
年
育
成
協
議
会
」
活
動
の
支
援

 
　「名護市少年の主張大会、ふるさと・
未来・絆リーダー研修、善行青少年・青
少年育成功労者並びに青少年育成功労
者団体表彰、夏まつり・さくら祭り夜間
街頭指導活動」等を実施します。

・第 42 回名護市少年の主張大

会 
 
・ふるさと・未来・絆リーダー

研修 
◇県外研修（10/8～10：群馬県

館林市） 
◇事前・事後研修 
（計６回実施） 
 
・善行青少年、青少年育成功労

者並びに青少年育成功労団

体表彰（11/９） 
 
・夜間街頭指導活動（夏祭り

7/30～31、さくら祭り R5.１
/28～29）

・第 42 回名護市少年の主張大 
会（7/12 名護中学校） 
・第 37 回「少年の主張大会」
国頭地区大会（9/6 映像審査　
市より 1 人派遣） 
・第 44 回沖縄県「少年の主張
大会」（9/29 Web 開催　国頭地
区代表として市より 1 人派遣） 
 
・ふるさと・未来・絆リーダー
研修 
名護市館林市児童交流会（10/8
～10：群馬県館林市） 
事前・事後研修 
（計 6 回実施、16 名参加） 
 
・善行青少年、青少年育成功労
者並びに青少年育成功労団体
表彰（11/9 開催：善行青少年 4
人、青少年育成功労者 12 人、
出席者 20 人） 
 
・夜間街頭指導活動 
秋の花火大会（11/26、参加者
71 人） 
さくら祭り（1/28～29、参加者
174 人） 
 
・社会環境実態調査（11/14～
12/23　調査店舗数 61 件　調
査員 21 人）

・少年の主張大会について
は、市内大会は名護中学校で
校内放送を取り入れながら新
型コロナ感染症対策を行い実
施した。国頭地区大会は発表
の様子を撮影し、映像審査を
実施した。県大会は無観客・
ウェブ配信での開催となっ
た。市代表の 1 人が国頭地区
にて優秀な成績をおさめ県大
会まで派遣された。 
 
・リーダー研修、児童交流会
は市内でのフィールドワーク
や友好都市の館林市において
交流研修を計画どおりに実施
できた。 
 
・表彰事業は予定通り執行。 
感染症予防対策を徹底した上
で表彰式典を開催。 
 
・夜間街頭指導活動について
は、夏祭りが中止となり、代
替イベントとして秋の花火大
会が開催されることとなり、
さくら祭りとともに実施し
た。

B

 

【①について】 

・コロナ禍において映像審

査、web 配信等で開催できた

ことは良かった 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【全体について】 
・実績値ば目標値に届かな

い取り組みもあるが、ジュ

ニアリーダーの登録者が増

えるなど取り組みの成果が

出てきたものもあり、全体

的に十分な取り組みができ

ていると評価する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・第 43 回名護市少年の主張

大会（6 月） 
 
・ふるさと・未来・絆リーダ

ー研修（6 月～12 月） 
◇友好都市館林市児童交流

（10/8） 
◇研修会　計６回実施 
 
・善行青少年、青少年育成功

労者並びに青少年育成功

労団体表彰（10 月） 
 
・夜間街頭指導活動（夏祭り

7/29～30、さくら祭り R6.
１/27～28） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
※感染症対策を考慮したオ
ンライン配信型の大会、式
典等開催継続が当面、見込
まれることを踏まえ目標値
を引き下げた。 

 令和６年度　目標値 
　青少年向けの育成事業への参加者数 

【１，０００人】

令和４年度　目標値 
 

【１，０００人】

令和４年度　実績値 
 

【３１８人】

令和５年度　目標値 
 

【５００人】



- 50 - 

 

②
「
深
夜
は
い
か
い
防
止
等
名
護
市
民
大
会
」
の
開
催

 
　青少年の夜遊びや深夜はいかい、未
成年の飲酒を防止し、全市民が「夜型社
会」や「飲酒に対する意識」の是正を図
り、生活リズムの確立を目指すため、市
民大会を開催しています。

・令和４年度「青少年の深夜は

いかい防止・二十歳未満者飲酒

防止・いじめ防止、暴力根絶・

夏の交通安全県民運動」名護市

民一斉行動　意識啓発広報活

動 
６月：県依頼事項に基づき実施

要項整備、関係機関・団体へ共

催依頼 
 
７月：広報物製作、令和４年度

「青少年の深夜はいかい防

止・二十歳未満者飲酒防止・い

じめ防止、暴力根絶・夏の交通

安全県民運動」作文ポスター作

品募集の実施 

・市民一斉行動 意識啓発広報
活動（7/8～8/31） 

 
市公式 YouTube チャンネルで
の動画配信（7/27～8/31） 
 
FM やんばるプログラム内での
広報啓発放送（7/11～8/31 パー
ソナリティ呼びかけ、帰宅を促
す時報 CM） 
 
・作文（応募総数 3 点、県出品
作品 3 点）

・令和２年度より集会形式の
市民大会からウェブ・メディ
ア等による配信型に移行し、
意識啓発広報活動を展開して
いる。より多くの市民に意識
付けできるような動画の内容
企画が今後必要であると考え
ている。 

 
・作文の応募は3点あったが、
より多くの児童生徒に関心を
もってもらえるよう学校側と
の調整を重ねる必要性を感じ
た。

A

【②について】 

・コロナ禍において映像審

査、web 配信等で開催できた

ことは良かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【③について】 

・夜間街頭指導について、保

護者に依頼も大切だと思う

が、片親だったり協力いた

だけないところも数多くあ

るのではないかと思う。自

分の子供は家に留守番させ

ながらは出れないと思うの

で、協力できる人が決まっ

てきて、不公平に繋がると

いう懸念がある。。 

 

・CS 導入により、学校の組

織に変化が有るので街頭　　

指導ボランティアの人材や

そ も そ も の 活 動 の 見 直　　

しが必要ではないか。 

 

・PTA から CS（コミュニテ

ィ・スクール）への協力とい

う点は今後重要になってく

ると思う 

 

【②について】 
・名護市内における深夜は

いかい、飲酒、喫煙等の不良

行為での補導件数の推移は

出しにくい数字とのことで

すが、効果はある、とのこと

で継続的な取組をお願いし

たい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【③について】 
・深夜徘徊防止市民大会の

ウェブ・メディア配信型を

施行しているが効果が見え

にくいとの報告があった

が、子供達はもちろん、保護

者・大人への啓蒙も何らか

の方策を考える必要がある

のではないか。

・令和５年度「青少年の深夜

はいかい防止・二十歳未満

者飲酒防止・いじめ防止、暴

力根絶・夏の交通安全県民

運動」名護市民一斉行動　

意識啓発広報活動 
６月：県依頼事項に基づき

実施要項整備、関係機関・団

体へ共催依頼 
 
７月：広報物製作、令和５年

度「青少年の深夜はいかい

防止・二十歳未満者飲酒防

止・いじめ防止、暴力根絶・

夏の交通安全県民運動」作

文ポスター作品募集の実施 

 令和６年度　目標値 
　「深夜はいかい防止等名護市民大会」
の開催 

【１回】

令和４年度　目標値 
「市民一斉行動」の実施 

【１回】

令和４年度　実績値 
「市民一斉行動」の実施 

【１回】

令和５年度　目標値 
「市民一斉行動」の実施 

【１回】

 

③
夜
間
街
頭
指
導
の
実
施

 
　夏まつり、さくら祭りにおいて、小・
中・高校の校外指導部や少年補導員協
議会、名護警察署等と連携し、夜間街頭
指導活動を実施しています。また、毎月
第３金曜日の少年を守る日は児童生徒
の下校時間に青色回転灯車両で巡回パ
トロールを実施します。

 
・夜間街頭指導活動ボランティ

ア 
＜夏まつり＞ 

7/30,31 実施予定 
＜さくら祭＞ 

R5.1/29,30 実施予定 
 
・下校時巡回パトロール 

（毎週水曜日） 

・夜間街頭指導活動ボランティ
ア 
秋の花火大会 
11/26 実施 
71 人参加 
 
さくら祭り 
1/28～29 実施 
174 人参加

・名護警察署による青色回転
灯使用に関する研修会も開催
されなかったため、使用登録
ができず、巡回パトロールも
実施不可の状況であった。 
 
・子どもの居場所づくりのた
めのフードドライブ事業食品
回収作業に併せて職員による
巡回パトロールを実施してい
る。青色回転灯が使用できる
までは引き続きこの方法で巡
回パトロールを展開してい
く。 B

・夜間街頭指導活動ボラン
ティア 
 
＜夏まつり＞ 
7/29～30 実施予定 
 
＜さくら祭＞ 
R6.1/27～28 実施予定 
 
・下校時巡回パトロール 

（毎週水曜日） 
 

※教職員及び保護者等への
負担軽減を目的に事業見直
しを行うため、目標値を引
き下げた。

 令和６年度　目標値 
　街頭指導の参加者数 

【５００人】

令和４年度　目標値 
街頭指導の参加者数 

【５００人】

令和４年度　実績値 
街頭指導の参加者数 

【２４５人】

令和５年度　目標値 
街頭指導の参加者数 

【２５０人】
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④
自
然
体
験
活
動
を
通
し
た
児
童
生
徒
の
健
全
育
成
事
業
の
充
実

 
　次代を担う青少年が異年齢の集団に
よる「ふるさと・未来・絆リーダー研
修」、「ジュニアリーダークラブ活動」な
どの研修や体験活動をとおして、自
然・歴史・文化に触れ、コミュニケーシ
ョン力や協調性、規範意識を身に付け、
自ら考え発言し行動する力を培い、持
続可能な地域社会を構築できる人材育
成を実施します。

【名護市子ども会育成連絡協

議会】 
・名護市ジュニアリーダークラ

ブ活動支援 
・毎月定例ミーティングのサポ

ート→ミーティングで企画

された活動のサポート 
・初級ジュニアリーダー・子ど

もリーダー研修（R5.3 月） 
・ふるさと・未来・絆リーダー

研修 
・中級ジュニアリーダー研修

（夏 7/23～24、冬 11/26～27　
＊国頭地区主催） 

・上級ジュニアリーダー研修
（12/10～11　＊沖縄県子連
主催） 

・沖子連ジュニアリーダー大会
（ 10/16　＊沖縄県子連主
催）

名護市ジュニアリーダークラ
ブ 
●定例会実施（4/23、5/14、6/4、

7/9、8/6、9/10、10/1、11/19、
12/3、2/4、3/4、　計 11 回） 

●活動実施 
　・結団式（4/23） 
　・ゼロから始める物づくり
（6/18） 

　・まちクリーン（8/20） 
　・イカダ作り体験（10/22） 
　・クリスマス会（12/26） 
　・卒業式（3/28） 
●ふるさと・未来・絆リーダー
研修（6/25、7/16、8/17,18、
9/23、10/8～10、12/17） 

●初級ジュニアリーダー・子ど
もリーダー研修「春キャン
プ」（3/25～26 実施　参加者
数 39 人） 

●中級ジュニアリーダー研修 
　（7/23～24 参加者 24 人、

11/26～27 参加者 29 人） 
 
●上級ジュニアリーダー研修 
　（12/10～11　参加者 6 人）

・新型コロナウィルス感染症
対策を講じながらジュニア
リーダークラブ活動を計画
どおり実施できた。クラブ
は１人の卒業生を送り出
し、次期以降シニアリーダ
ーとして活動サポートを行
う人材を３人輩出すること
ができた。 

 
・初級研修については、１泊

２日のキャンプを企画、実
施した。ジュニアリーダー
クラブメンバーが一般参加
の児童・生徒の牽引役を担
った。終了後、一般参加者
の中から新規ジュニアリー
ダークラブ登録者が 14 人
いた。

A

【④について】 

・実施したこと良い、継続が

大事である。 

 

・各地区の子ども会結成が

縮小される中、市ジュニア

リーダー、クラブ等の活動

が年間を通じこれだけの活

動を実施できたことは評価

できる。今後のリーダー育

成活動の拡充を期待した

い。

【名護市子ども会育成連絡
協議会】 

・名護市ジュニアリーダー
クラブ活動支援 

・毎月定例ミーティングの
サポート→ミーティング
で企画された活動のサポ
ート 

・初級ジュニアリーダー・子
どもリーダー研修（R6.3
月） 

・ふるさと・未来・絆リーダ
ー研修（6 月～12 月） 

・中級ジュニアリーダー研
修（夏 7 月、冬 11 月） 

　＊国頭地区主催） 
・上級ジュニアリーダー研

修（12 月） 
＊沖縄県子連主催） 

・沖子連ジュニアリーダー
大会（10 月）　 
＊沖縄県子連主催）

 令和６年度　目標値 
　自然体験学習の実施 

【４回】

令和４年度　目標値 
　体験学習の実施 

【５回】

令和４年度　実績値 
　体験学習の実施 

【６回】

令和５年度　目標値 
　体験学習の実施 

【５回】

 
総合評価　 B B
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具体的施策名

Ⅲ-１-(２) 

家庭・地域の教育力向上の推進
現状･課題

　家庭支援教育事業に係る人材の発掘と育成の仕組みの構築による、各小学校校区単位での持続可能な支援体制づくりが必要となっています。 
　また、家庭教育支援事業と公民館講座の親和性が高いため、一体的な実施による業務の効率化を図る必要があります。 
　弁当の日の実施校は年々増えており、平成 29 年度からは市内の全小中学校で、少なくとも年１回は実施しています。しかし、弁当を持参する
こと自体が困難である世帯もあることから、取組の内容についても検討する必要があります。 
　地域の支援者（退職教員、民生員、ＳＳＷ（スクールソーシャワーカー）、婦人会、ＯＢ、保護者等）の協力により継続して子どもの家が運営で
きており、放課後の子どもたちの安全で安心して過ごせる居場所となっています。課題としては、子どもの家事業の委託先である名護子育て支援
塾の事務局員がここ数年の間に何度も替わるなど、事務局体制が脆弱で事業運営に影響がでていることから、安定した事業運営ができるよう体制
強化の支援に向けて取り組む必要があります。

 
主管課

学校教育課、(教)総務課 

地域経済部　地域力推進課

 
当該年度事業計画 取組内容 検証

自己
評価

内部評価（意見） 外部評価（意見） 次年度事業計画

 

主　

な　

取　

組

①
「
家
庭
教
育
支
援
事
業
」

の
充
実

 
　家庭教育支援事業の「家庭教育支援
チーム」と連携し、親の家庭教育に関す
る学びの機会を提供します。 
　家庭の教育力を高めるための「やー
なれー運動*」「親の学びあいプログラ
ム*」や講座等を実施します。

〇つながるWaRaBarプロジェ
クト実施 
・「親の学びの場提供」 
・地域における支援体制づくり

（人材育成） 
・地域家庭教育支援チーム立ち

上げ支援

〇つながるWaRaBarプロジェク
ト実施 
・「親の学びの場提供」。講話回 

数計 11 回、参加者計 266 名。 
・「地域における支援体制作り
（人材育成）」。講座回数 4回 

参加者 29 人。 
・現在活動している地域家庭教
育支援チーム２チームの支援。

感染症対策を施し各種講座
の開催ができた。新規の地域
家庭教育支援チームの立ち上
げはできなかったものの、既
存チームの活動は引き続き行
えた。 B

【全体について】 
・全体的に親の意識を改革

しないといけないなと感じ

る。お弁当の日にしても、放

課後の居場所についても、

親がしっかりと考えて行動

しないといけないのではな

いか。なので、つながる

WaRaBar プロジェクトは

素晴らしいと思う。 
 
【①について】 
・支援チームの充足を願い

たいが上記同様 CS の活用

もありなのではないか。 
 
【②について】 
・色んなお弁当が食育で栄

養価はもちろん大事だが、

色んなお弁当があっても、

いいんだという広報も忘れ

ずに行ってほしい 
 
・素晴らしい取り組み、述べ

ているように栄養士などの

アドバイスもあればなお良

いと思う。 
 
 
【③について】 
・引き続き継続願います。 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【②について】 
・「食育の推進」と連携して

いるのか。缶詰を使ったり

のお手軽弁当（電子レンジ

だけで作る、とか）などのレ

シピ紹介をすると子どもも

作りやすいかな、と思う。 
 
・食育の観点から効果や目

的の再確認や教育委員会に

よる継続した支援が必要だ

と感じる。

〇つながる WaRaBar プロ
ジェクト実施 
・「親の学びの場提供」 
・地域における支援体制づ
くり（人材育成） 

・地域家庭教育支援チーム
立ち上げ支援 

 

②
弁
当
の
日
の
実
施

 
　子どもが弁当を１人で作ることによ
り食への興味を引出し、命の尊さや料
理を作る人への感謝の気持ちを育むた
め、名護市内のすべての市立小中学校
において引き続き弁当の日を推進しま
す。

・全小中学校で実施 
・達成状況検証（学校へのアン
ケート）

・遠足や土曜授業参観等の学校

行事にお弁当の日を設定（年１

～３回）し実施 
・弁当の日の取組について学校

へアンケート調査を実施 

 

 

・ほぼすべての学校で学校行
事等に合わせて計画されてい
るが、行事等の中止により未
実施の学校もあった。 
※実施校　全 19 校中 12 校 
　　　　　（小 10 校、中２
校） 
・実施校へ取組状況のアンケ
ート調査を実施した結果、弁
当の日の取組はおおむね好評
であった。一方で、「栄養士か
らの情報や指導もほしい」「他
校の実践事例も知りたい」と
いう意見もみられた。

B

・全小中学校で実施 
・各学校における弁当の日
取組状況についての情報共
有

 

③
「
名
護
市
教
育
の
日
」
の
充
実

 
　市民の教育に対する意識と関心を高
めるとともに、家庭、学校、地域、関係
機関・団体が互いに連携し、地域全体で
子どもたちを守り育てる環境づくりに
取り組むことで、自らの「生きる力」を
育み、「命の大切さや命のつながり」を
後世へと伝え、夢と希望に満ちあふれ
た子どもたちを育てるため、１月の「名
護市教育月間」において、様々な関連行
事を開催し、１月の第３日曜日の「名護
市教育の日」の周知に努めます。

 
・「名護市教育の日」の周知拡大 
・１月の「名護市教育月間にあ

わせた関連事業の開催 
・社会教育団体等、協賛団体と

の連携確認

 
・市民のひろば、ホームページ

及び名護市民会館・名護市営
市場の大型電光掲示板を活
用し周知を図った。 

 
・各種関連事業について、式典

含め 6 件実施した。 
 
・教育の日の実施に当たって

は、地域全体で子どもたちを
守り育てる環境づくりに取
り組むため、社会教育団体等
（30 団体）へ協賛依頼し、連
携を図った。 

 
・教育功労者表彰及び児童生徒

等表彰については、被表彰者
同意を得た上で、氏名を市民
のひろばへ掲載した。 

 
・新型コロナウイルス感染症
対策を十分に行った上で、各
種関連事業を開催できたこと
は意義のあるものであった。 
 
 
・今後も教育功労者及び児童
生徒等の活動をたたえ、表彰
することにより、教育に関す
る意識と関心を高め、地域全
体で子どもたちを守り育てて
いく環境づくりに取り組んで
いく。

A

 
・「名護市教育の日」の周知
拡大 

・１月の「名護市教育月間に
あわせた関連事業の開催 

・社会教育団体等、協賛団体
との連携確認 
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④
「
子
ど
も
の
家
」
事
業
の
支
援

 
　放課後の居場所に困っている子ども
とその父母を支援するために、地域の
公民館や集会所等を活用して、地域の
支援者の人材確保に努め、現在開所し
ている子どもたちの放課後の居場所
「子どもの家」の継続に取り組み、地域
の皆で地域の子どもを育てます。

 
・支援者向け勉強会 
 
・学校訪問　４カ所 
　　（名護小、東江小、 

屋部小、稲田小） 
 
・クリスマス会（12 月） 
 
・さくら祭りへの参加 
 
・支援者確保に関する取り 
組み

 
子育て支援塾支援員を対象

として「子どもたちへの性の多
様 性 を 踏 ま え た 接 し 方 」
（2/14）、「危険予知トレーニン
グ」（9/13）をテーマに外部講師
を招聘し勉強会を実施した。 

子どもの家事業で一部、小学
校施設の利用を行っているた
め学校を訪問し利用状況や次
年度の利用に対する依頼を行
った。（3 月） 

各子どもの家においてクリ
スマス会を実施した。（12 月） 
支援者確保に向けて名桜大学
学生への告知及び小中学校で
発行される広報誌へ通じて保
護者への告知を行った。

・コロナ禍において開所でき

ない箇所もあったが、子ども

の居場所づくりの重要性の観

点から支援者の皆様に感染症

予防対策に係る指導を実施

し、可能な限り開所を促した。 

・高齢化により年々支援者数

が減少傾向にあるため、新た

な支援者の確保に向けて名桜

大学学生、 

小中学校の PTA、保護者への

周知活動を行った。名護子育

て支援塾と協議しながら、多

方面からの人材確保の方策を

引き続き検討していく。

B

【④について】 
・ボランティに頼るのも限

度があると思う。少しでも

報酬などはないのか。 
 
【①④について】 
・家庭教育支援、子どもの

居場所づくりは、今後も大

きな社会的課題かと思わ

れる中、市として支援者の

確保や研修を進めるなど

努力が伺えます。厳しい分

野だと思うが継続して頑

張ってもらいたい。

 
 
 
・支援者向け勉強会（5 月） 
 
・学校訪問　４カ所 
　（名護小、東江小、 

屋部小、稲田小） 
 
・ハロウィーン会（10 月） 
・クリスマス会（12 月） 
・情報交換会（Ｒ6.2 月） 
 
・支援者確保に関する取り 
組み（通年） 
 
 
 
 
 
 
 
※支援者確保及び活動場所
の確保等、現状を鑑みてＲ4
年度実績よりプラス１件増
を目標値として設定した。

 令和６年度　目標値 
　子どもの家実施数 

【１８ヵ所】

令和４年度　目標値 
【１８ヵ所】

令和４年度　実績値 
【１３ヵ所】

令和５年度　実績値 
【１４ヵ所】

 
総合評価　 B B
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具体的施策名
Ⅲ-１-(３) 

社会教育団体の活性化 現状･課題

　「名護市子ども会育成連絡協議会」「名護市青年ネットワーク連合会」「名護市婦人会」「名護市ＰＴＡ連合会」ともに積極的、活発に活動に取り
組んでいますが、社会教育団体は、各区等の団体や会員の加入、役員の担い手不足など、これまでと同様に課題が残っています。 
　従来のイベント型や動員型の活動や取組になるのではなく、時代に応じた組織の有り方、団体へのニーズや必要性、活動内容の改善など、各社
会教育団体自ら抱える課題について会員相互が議論し、どのような活動や役割が望まれるのか、団体の活性化に自ら試行錯誤する取組が望まれて
います。  主管課 地域経済部　各支所、地域力推進課

 
当該年度事業計画 取組内容 検証

自己
評価

内部評価（意見） 外部評価（意見） 次年度事業計画

 

主　

な　

取　

組

①
各
支
所
（
社
会
教
育
主
事
）
に
よ
る
地
域
の
社
会
教
育
団
体
支
部
組
織
等
の
支
援

 
　各支所管内の社会教育団体
の課題を把握するため、支所職
員が地域活動や団体活動に出
向くよう努め、課題解決に向け
た手立てを住民とともに考え、
社会教育団体活動の実践を支
援します。

羽
地
支
所

【名護市青少年育成協議会羽地
支部】 
⑴平和学習 
⑵稲田小、真喜屋小におけ 
る平和講演会 

⑶羽地中学校平和ウォーク⑷羽
地展 
⑸羽地地域自然体験／真喜 
屋の滝リバートレッキン 
グ 

⑹稲田小、真喜屋小学校教 
員研修（地域散策） 

 
【名護市老人クラブ連合会羽地
支部】 
⑴グラウンドゴルフ大会 
⑵ゲートボール大会 
⑶芸能大会 
⑷パークゴルフ大会 
⑸市老連、北部老連事業への参
加 

⑹老人婦人運動会 
 
【その他・地域支援】 
⑴羽地地域小学校稲作体験 
⑵羽地ダム鯉のぼり祭り 
⑶はねじコスモスフェステ 
ィバル 

⑷ぶり手や黄金海岸クリーン運
動

【名護市青少年育成協議会羽
地支部】 
⑴平和学習（実施） 
⑵稲田小、真喜屋小におけ 

る平和講演会（実施） 
⑶羽地中学校平和ウォーク 

（実施） 
⑷羽地展（実施） 
⑸羽地地域自然体験／真喜 

屋の滝リバートレッキング 
（実施） 

⑹稲田小、真喜屋小学校教 
員研修（地域散策）（実施） 

 
【名護市老人クラブ連合会羽
地支部】 
⑴グラウンドゴルフ大会（中
止） 
⑵ゲートボール大会（実施） 
⑶芸能大会（中止） 
⑷パークゴルフ大会（実施） 
⑸市老連、北部老連事業への参

加（一部参加） 
⑹老人婦人運動会（中止） 
 
【その他・地域支援】 
⑴羽地地域小学校稲作体験（実
施） 
⑵羽地ダム鯉のぼり祭り（中
止） 
⑶はねじコスモスフェステ 

ィバル（実施） 
⑷ぶり手や黄金海岸クリーン

運動（規模縮小実施）

令和４年度も、前年度同様、
新型コロナウイルス感染症の
影響を受けた。 
 
青少協羽地支部は、２つの部
（文化振興部・スポーツ等振
興部）があり、いずれも部員
の意識が高く、前年度より良
い活動を目指し、部員自ら積
極的に取り組んでいる。 
しかし、文化振興部について
は、部員が高齢化しており、
後継者づくりが課題となって
きている。 
 
老人クラブ羽地支部は、一部
事業の中止があったが、新型
コロナウイルス感染症感染対
策を講じながら、出来る限り
の活動を行った。 
 
社会教育団体は、依然として
役員の担い手不足や組織体制
などの課題が残る。今後も各
団体へのサポートを行い、現
在の活動や社会情勢に合わせ
た団体の在り方や持続可能な
活動内容について、意見を交
わし、継続して支援していけ
るよう取り組んで行く必要が
ある。

B

 
【①について】 
・各支所、特色がありいい

と感じる。担い手が懸念さ

れるところが多い中、屋部

支所については充実して

いるということで。老人会

や婦人会が充実して活発

だと、次世代にも繋ぎやす

いのかなと感じる。 
 
・各支所の特色有る取組が

成されていると思う。 
 
・各支部の活用素晴らしい

です。 
 
・各支所ともそれぞれの状

況における課題がある中、

地域の特性を生かした取

り組みが展開されており

よい傾向にあると思いま

す。若者の減少がうかがわ

る現状において、後継者育

成の支援に努めていただ

きたい。 
 
 
 

 
【①について】 
・担い手不足の解消の案な

どあるのか。イベントの統

合等や連携の仕方など。 
コロナ禍で実施が難しい取

組が多々あったかと思う。

次年度は多くの取組が実施

されること期待している。 
 
・各支所に社会教育主事が

必ず配置されているわけで

はない中で、各支所ならで

はの取り組みが十分できて

いると評価する。 
 
・羽地支所の平和学習の取

り 組 み や 屋 我 地 支 所 の

Happy アコウ’s の生徒団

体の取り組みは興味をそそ

られる。全支所とも独自の

取り組みを行っているがコ

ロナ禍の影響で参加人数や

中止になった事業があるの

で B としたと思うが、各支

所の取組内容等から評価で

きる。

【名護市青少年育成協議会
羽地支部】 
⑴ 平和学習 
⑵ 稲田小、羽地小における 

平和講演会 
⑶ 羽地展 
⑷ 羽地内海アジサシ観察

会／真喜屋の滝リバー
トレッキング 

 
【名護市老人クラブ連合会
羽地支部】 
⑴ グラウンドゴルフ大会 
⑵ ゲートボール大会 
⑶ 芸能大会 
⑷ パークゴルフ大会 
⑸ 市老連・北部老連事業へ

の参加 
⑹　老人女性合同運動会 
 
【北支部体育協会】 
⑴ やんばる駅伝大会派遣 
⑵ 球技・格技大会 
⑶ 陸上競技大会 
 
【その他・地域支援】 
⑴ 羽地地域小学校稲作体

験 
⑵ ぶり手や黄金海岸クリ

ーン運動 
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久
志
支
所

 
・二見以北地域森林体験 
事業 

 
（青少協） 

・スポーツ交流会 
・ソフトバレーボール大会 
・図画・書初め展 
・青少年育成者実践発表会 
・文集「まごころ」第 57 巻発行 
 
（老人会） 
・各レクリエーション（ゲートボ
ール、グランドゴルフ等） 

・老人婦人運動会 
・視察研修 
 
（婦人会） 
・老人婦人運動会 
・視察研修 
 
（久志体協） 
・やんばる駅伝競走大会 
・各種競技大会 
・久志駅伝大会 
・20km ロードレース大会 
 
【施策全体について】 
各団体と、時代に応じた組織の
有り方や、団体へのニーズや必
要性、活動内容などについて話
し合う機会を設ける。（年 1 回） 
 
【①について】 
コロナ禍の中でも、感染防止策
を万全にし、工夫しながら計画
した事業を実施していきたい。 

 
・名称を久志地域森林等体験事
業に変更し、緑風学園だけでな
く、久辺小・中学校でも事業を
実施することができた。 
 
・各種団体の活動はコロナの影
響により中止となった事業も
あるが、感染対策を取ったうえ
で可能な限り活動を行った。 
 
（青少協） 
【実施】 
・図画・書初め展 
・文集「まごころ」第 57 巻 
発行 
【中止】 
・スポーツ交流会 
・ソフトバレーボール大会 
・青少年育成者実践発表会 
 
（老人会） 
【実施】 
・ゲートボール 
・グランドゴルフ 
【中止】 
・親睦レク 
・視察研修 
 
（女性会） 
【中止】 
・老人婦人運動会 
・視察研修 
 
（久志体協） 
【中止】 
・やんばる駅伝競走大会 
・各種競技大会 
・久志駅伝大会 
・20km ロードレース大会 
【実施】 
・ソフトボール大会 
・激励会 

 
森林等体験事業は、久志地

域に対象を広げ、久辺小・中
学校でも事業を実施できるこ
とができ、前年度の検証を活
かすことができた。 

 
各種団体の活動について、

前半はコロナの影響により活
動を控えていたが、後半は、
感染対策を講じながら、活動
を実施した。久志駅伝・20 ㎞
ロードレース大会は、３年ぶ
りに開催の準備を進めていた
が、台風により中止となった。 

 
コロナの影響により各種団

体との話し合いの機会を設け
ることができなかったため、
引き続き話し合いの機会を設
けて、今後の活動や組織の在
り方等について検討したい。 B

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

・久志地域森林体験 

事業 
 
（青少協） 
・スポーツ交流会 
・ソフトバレーボール大会 
・図画・書初め展 
・青少年育成者実践発表会 
・文集「まごころ」第 58 巻
発行 
 
（老人会） 
・各レクリエーション（ゲー
トボール、グランドゴルフ
等） 
・老人婦人運動会 
・視察研修 
 
（女性会） 
・老人婦人運動会 
・視察研修 
 
（久志体協） 
・やんばる駅伝競走大会 
・各種競技大会 
・久志駅伝大会 
・20km ロードレース大会 
 
【施策全体について】 
各団体と、時代に応じた組
織の有り方や、団体へのニ
ーズや必要性、活動内容な
どについて話し合う機会を
設ける。（年 1 回）
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屋
部
支
所

 
【青少協屋部支部】 
・鯉のぼり掲揚式 
・夜間街頭指導 
・映画上映会 
・にじ祭り親子ふれあい事業 
・ｷｯｸﾍﾞｰｽﾎﾞｰﾙ大会 
・ﾄﾞｯｼﾞﾋﾞｰ大会 
 
【老人クラブ】 
・ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｺﾞﾙﾌ大会 
・ｹﾞｰﾄﾎﾞｰﾙ大会 
・ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ大会 
・老人婦人運動会 
・ｻｰｸﾙ活動（囲碁、筋ﾄﾚ、ｺﾞﾙﾌ） 
 
【その他】 
・屋部川七色にじ祭り（第 10 回
記念大会） 
・新支所を拠点とした事業の検
討

 
【青少協屋部支部】 
（実施） 
・秋の夜間街頭指導 
・文庫新設セレモニー 
・名護さくら祭り夜間街頭指導 
・ふるさと・未来・絆リーダー

研修 
 
（中止） 
・鯉のぼり掲揚式 
・夏まつり夜間街頭指導 
・ﾄﾞｯｼﾞﾋﾞｰ大会 
・にじまつり親子ふれあい事業 
・親子ｷｯｸﾍﾞｰｽﾎﾞｰﾙ大会 
 
【老人クラブ】 
（実施） 
・ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｺﾞﾙﾌ大会 
・ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ大会 
・老人婦人合同運動会 
・老人ﾎﾞｳﾘﾝｸﾞ大会 
・ｻｰｸﾙ活動（囲碁、筋ﾄﾚ、ｺﾞﾙﾌ） 
 
（中止） 
・支部老人クラブＧ・Ｂ大会 
・夏の交通安全街頭指導 
・老人ｸﾗﾌﾞﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ大会 
・ 
【その他】 
定例の区長会（24 回/年）を実
施し、各区、学校、駐在、行政
との情報共有を図った。 
 
※屋部支所においては、令和 2
年度途中より社会教育主事を
置いておりません。

 
前年度に引き続き、新型コ

ロナウイルスの影響によりイ
ベント型の事業は自粛ムード
が強かったが、各種会議等は
緩和され、総会の開催等感染
防止を行った上で「今できる
こと」の事業実施支援を行っ
た。

Ｂ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【青少協屋部支部】 
・鯉のぼり掲揚式 
・夜間街頭指導 
・映画上映会 
・にじ祭り親子ふれあい事
業 
・ｷｯｸﾍﾞｰｽﾎﾞｰﾙ大会 
・ﾄﾞｯｼﾞﾋﾞｰ大会 
 
【老人クラブ】 
・ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｺﾞﾙﾌ大会 
・パークゴルフ大会 
・ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ大会 
・老人婦人運動会 
・ｻｰｸﾙ活動（囲碁、筋ﾄﾚ、ｺﾞ
ﾙﾌ） 
 
【その他】 
・第 11 回屋部川七色にじ祭
り 
・新支所を拠点とした事業
の検討
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屋
我
地
支
所

 
【青少協支援】 
・Happy アコウ´s 
・三・四世代交流 
・ミニやがじ展 
 
【北体協支援】 
・球技・格技大会 
・やんばる駅伝 
・陸上競技大会 
 
【老人会支援】 
・各レクリエーション活動支援 
・市老人クラブへの参加支援 
 
※上記各事業は、新型コロナウ
ィルス感染症の状況を注視しな
がら対応する。

【青少協支援】 
・Happy アコウ’s（屋我地ひる
ぎ学園 5～９年生対象）による
人材育成、リーダー育成 
名護地域ウォーク in 屋我地に
ドリンク等販売実施 
・枚方市市政 75 周年記念動画
撮影 
・三・四世代交流会は新型コロ
ナの影響により中止 
・ミニやがじ展は、老人クラブ 
連合会屋我地支部作品として、
各 5 区ごとに実施（5 回） 
【北体協支援】 
・球技・格技大会開催支援（剣
道は中止 
・やんばる駅伝と陸上大会は中
止 
・県民大会出場に係る記録会開
催支援 
【老人会支援】 
・レクリエーション活動（グラ
ンドゴルフ、モルック体験、ボ
ウリング大会、ゲートボール大
会等） 
 
【地域支援】 
・旧屋我地中学校体育館の貸出
実施（空手・古武道・居合・フ
ットサル・バレーボール等）

次世代の子どもたちの育成
を中心に活動を行い、各種活
動に参画することで郷土愛を
持つ心を養えた。また、子ど
もが地域行事に積極的に参加
し貴重な経験を積むことが出
来た。　 

令和 2 年度以降社会教育主
事の配置が無いため、特に青
少年人材育成の取り組みにつ
いて支援の方法や考え方に苦
慮している部分がある。 
　団体支援について、新型コ
ロナウイルスの影響で中止に
なる事業も多い中、感染対策
を行いながら実施出来た事業
については、安全に実施する
ことが出来た。 

屋我地地域は担い手や若者
が少ないことから各種団体
（子ども会、青年会、婦人会、
老人会）の横の連携や支援の
難しさが挙げられる。 
 

各種行事において、この 2
～3 年は新型コロナウイルス
の影響による中止が多く、支
援の在り方についてもだいぶ
苦心した。次年度からはこの
ブランクもあって運営等に支
障が出ることが不安である
が、各区長と連携し住民の積
極的な参加を促しながら主体
的な取り組みとなるよう支援
したい。

B

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【②について】 
・サポートについて引き続

き対応を願いしたい。

屋我地地域の各種団体隊
の運営及び事業の企画立案
にに携わり、地域住民と共
に地域振興を図る。 
 
【青少年育成協議会】 
・Happy アコウ′s の運営 
・三・四世代交流の実施 
・ミニやがじ展の開催 
 
【北体協支援】 
・球技・格技大会の運営 
・やんばる駅伝の運営 
・陸上競技大会の運営 
 
【老人会支援】 
・各レクリエーション活動 

の支援 
・市老人クラブへの参加 

を支援 
 
【地域活性化への支援】 
・やがじ祭りの実施協力 
・屋我地ひるぎ学園学校運 

営協議会へ参加・協力 
・地域貢献活動への協力

 

②
各
種
社
会
教
育
団
体
等
の
活
動
の
支
援

 
　「名護市子ども会育成連絡協
議会」「名護市青年ネットワー
ク連合会」「名護市婦人会」「名
護市ＰＴＡ連合会」等の活動を
支援し、時代に応じた組織の有
り方や活動内容など、各社会教
育団体自ら、抱える課題の改善
に向け会員が相互に議論し、団
体の活性化に自ら試行錯誤し
取り組めるよう、団体指導者研
修会等を実施し支援します。

・名護市女性会研修（７月） 
 
・名護市社会教育委員会議主催「青年
会座談会（仮称）」（11 月）

令和４年度名護市女性会講座
開講支援市女性会員が日々の
生活や社会教育団体として地
域で活動する際に活用できる
知識、教養、スキルなどを身に
つけることを目的に講座を実
施。令和４年度講座テーマ :「人
生 100 年時代認知症にまつわ
るエトセトラ part2」（12/10、
参加者 39 人） 
 
青年会活動について会員が課
題共有、今後の展望を話合う名
護市青年会座談会「ゆんたくや
る場」を開催。（2/24、参加者
15 名）

コロナ禍において、昨年度
に引き続き団体活動が当初
計画の日程通りには進まな
い状況であったが、開催時
期の調整、感染対策を講じ
た上で活動を継続すること
ができた。 
市女性会に対しては、会員
から要望のあった講座開催
について支援を行った。各
団体活動の活性化のために
引き続き支援を行っていき
たい。 
青年活動については各区の
青年会の取り組み、活動状
況などの情報交換を図るこ
とを目的に座談会を実施し
た。 

B

名護市女性会 
・交流の集い・研修会（7
月） 
・勉強会（8 月） 
 
名護市社会教育委員会議主
催「青年会座談会」（7、10、
2 月、計 3 回開催予定） 
 
 
※女性会、青年会において
は会員数が大幅に減少して
いる現状を鑑みてＲ4 年度
実績を参考に目標値を設定
した。

 令和６年度　目標値 
　社会教育団体指導者研修会
への参加者数 

【１２０名】

令和４年度　目標値 
【１２０名】

令和４年度　実績値 
【５４名】

令和５年度　目標値 
【６０名】

 
総合評価　 B A


